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第６次富士宮市総合計画 序論・基本構想案 

序 論 
 

第１章  計画策定の趣旨 
 
富士宮市では、これまでまちづくりの基本方向を示す計画として総合計画を策定し、計画

的にまちづくりを進めてきました。この「第６次富士宮市総合計画」（以下、「本計画」とい

う。）は、富士宮市の明るい未来を見据え、市民・企業・行政をはじめとするまちに関係す

る多様な主体がともに連携し、我がまち“富士宮”をより豊かなものとしていくための“ま

ちづくりの方向性”を示す共通の指針であり、まちづくりの根幹となる計画です。 

新型コロナウイルス感染症の拡大を経験したことで、人々の価値観は転換期を迎え、生活

行動や産業活動は大きく変化しました。 
また、少子化が一層進むとともに、東京一極集中の再加速化、多様性を認め合う社会への

移行など様々な変化が進み、人々のウェルビーイング（幸福）に対する期待が高まりを見せ

ています。 

こうした中、健全な財政運営のもとで安全・安心で持続可能なまちを実現させるとともに、

世界遺産「富士山」のまちとしての地域特性を生かし、個性あふれるまちを目指すためには、

行政だけでなく市民、企業などによる認識の共有のもと、日々変化する社会情勢に長期的な

視点を持って、様々な課題に対応していく必要があります。 

そのため、本計画を本市が目指す将来都市像を示す行政運営の指針とするとともに、分野

別のまちづくりを進める上での最上位計画として位置付けます。 
また、少子高齢化やデジタル化などの喫緊の課題にも柔軟に対応していくことが求められ

ることから、「富士宮市デジタル田園都市構想総合戦略（地方版まち・ひと・しごと創生総

合戦略）」を盛り込んだ計画として策定します。 
 
■これまでの総合計画 

計 画 計画期間 将来都市像 

富士宮市総合開発計画 昭和 49 年～昭和 60 年 
人間尊重を基本とした平和にして 

住みよい富士宮市の建設 

富士宮市総合発展計画 昭和 61 年～平成 7 年 
富士山と共に歩む 

水と緑の国際文化都市 

第三次富士宮市総合計画 平成 8 年～平成 17 年 
富士山の自然を守り 

安らぎと活力にみちた国際文化都市 

第４次富士宮市総合計画 平成 18 年～平成 27 年 
富士山の自然に抱かれた 

やさしく元気なまち 

第５次富士宮市総合計画 平成 28 年～令和 7 年 
富士山の恵みを活かした 

元気に輝く国際文化都市 
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第２章  計画の構成と期間 

１ 計画の構成 
本計画は、市民に分かりやすく、かつ、将来の社会情勢の変化にも柔軟に対応できるよう

「基本構想」、「基本計画」及び「実施計画」からなる三層構造で構成します。 

(1) 基本構想 

基本構想は、まちづくりに取り組むための基本的な考え方や本市が目指す将来都市像、

基本目標などを示すものです。 
●目標年次：令和 17 年度 

 

(2) 基本計画 

基本計画は、基本構想に沿って取り組むべき施策を、総合的、体系的に示すものです。 
なお、時代の変化に柔軟に対応できるよう、中間年次において計画を検証し、必要に応

じて見直しを行います。 
●前期基本計画：令和 8 年度から令和 12 年度まで 
●後期基本計画：令和 13 年度から令和 17 年度まで 

 

(3) 実施計画 

実施計画は、基本計画に沿って、具体的な事業を定めるものです。 
なお、この計画は別に策定し、計画期間を 3 年間とし、ローリング方式により毎年度見

直しを行います。 
 

２ 計画の期間 

年 度 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 

基本構想           

基本計画           

実施計画    
 

 

     

【第６次富士宮市総合計画】 

  前期基本計画   後期基本計画 

第１次 

第２次 

第３次 

第４次 

第５次 

後期基本計画の 

実施計画を策定 

- 3 -



 

第３章  富士宮市の現状 

１ 富士山との関わり 

(1) 世界遺産「富士山」 

富士宮市は、世界遺産「富士山」を御神体として祀る富士山本宮浅間大社の門前町として

栄えてきたまちです。市民は、富士山により育まれた様々な恵みを享受し、長い歴史の中で

培われてきた歴史・文化とともに営みを続けてきました。 
平成 25 年 6 月、富士山は世界文化遺産に登録され、人類共通の財産として後世に継承し

ていくことが強く求められるようになりました。 
本市では、現在あるものをただ守るだけではなく、歴史・文化・自然を産業と調和させる

ことで、その本質的な価値を高め、将来にわたって継承していくことを目指しています。 
そして、担い手となる地域の人材を育成するとともに、国内外の多くの人々による多様な

連携を得ながら取組を進めていきます。 
 

(2) 市民生活への影響 

富士山は、市民の精神的支柱となっています。長きにわたり培われた伝統文化が市民の日

常生活に定着し、豊かな恵みが地域に雇用を生み出し、多くの市民の暮らしを支えています。 

◇ 市民の考える富士山 
◎存在・景観 

 富士山は、市民の身近に常に存在する雄大で美しい日本の象徴。 
 市街地や山麓など、あらゆるところから見られる姿は圧倒的な存在感を発揮。 
 市民に、元気や富士宮市で暮らす喜びを与える。 等 

◎歴史文化・共生 
 富士宮まつりをはじめとする様々な祭事・神事があり、市民の日常生活の一つとして継承。 
 信仰の山である富士山とそこから生まれた文化・伝統は、市民の心のよりどころ。 
 ひとたび噴火を起こせば、甚大な被害をもたらす。 等 

◎暮らし 
 湧玉池や神田川・潤井川の清らかな水とホタル。 
 朝霧高原をはじめとする豊かな緑が広がり、美しい星空を描く。 
 おいしい水道水は、美容と健康の源泉。 
 こどもがのびのびと遊ぶ、ゆったりとした暮らしの場は、市民の穏やかな暮らし、Ｉターンを誘導。 等 

◎産業 
 豊富で清らかな湧水を、ニジマス養殖や野菜生産に活用。 
 醸造産業や製紙業などのものづくり産業を創出。 
 緩やかな傾斜地を、酪農や畜産の場として活用。 等 

◎観光交流 
 農林水産業・畜産業などの生産品をもとに、固有の特産品を創出。 
 キャンプやイベントなど、アウトドアレジャーの拠点として多くの観光客を誘客。 等 

資料：富士宮市「市民アンケート調査（令和６年２月）」や「総合計画市民ワークショップ（令和６年７～11 月）」、「私のまち 
の未来想像会議（令和６年６～９月）」等の意見をもとに作成。 
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◇ 市民と富士山の関わり 

 
資料：富士宮市「市民アンケート調査（令和６年２月）」や「総合計画市民ワークショップ（令和６年７～11 月）」、「私のまち 

の未来想像会議（令和６年６～９月）」等の意見をもとに作成。 
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(3) 地域イメージの形成 

市民が富士宮市に対して持っている良いイメージの上位には、「ゆったりした」や「伝統」、

「美しい」、「日本らしい」など、富士山を想起させるものが多くを占めています。 
また、富士宮市で誇れるもの・将来まで残したいものについて、「美しい山、川などの自

然資源」と「世界文化遺産『富士山』」の２つが突出しており、その他にも、「祭りやイベン

ト」、「名勝、史跡、文化財などの歴史的資源」など、富士山にまつわるものが上位となって

います。 
 

◇ 富士宮市にあてはまると思うイメージ（複数回答・上位項目） 

 
資料：富士宮市「市民アンケート調査（令和６年２月）」 

 

◇ 富士宮市で誇れるもの、または将来まで残したいもの（複数回答・３つまで） 

 
資料：富士宮市「市民アンケート調査（令和６年２月）」 
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(4) 郷土愛の醸成 

富士宮市に対する愛着や誇りについて、多くの市民が肯定的（愛着や誇りを有している）

に捉えています。ただし、30 代については、愛着はあっても誇りを持てていない人が他の年

代に比べて多くなっています。 
 

◇ 富士宮市に愛着や誇りを感じるか 

 
※NPS(Net Promoter Score)：10～8 点を同意、7～5 点を中立、4～0 点を非同意とし、同意の割合から非同意の割合の差を
算出して指数化したもの。得点がプラスであれば肯定的に評価していることになる。なお、本来 NPS では 10～9 点を同意、8～7 点を
中立、6～0 点を非同意とするが、ほとんどの都市において得点がマイナスになることから、本調査ではスコア算出基準を変えている。 
資料：富士宮市「市民アンケート調査（令和６年２月）」 

 

２ 富士宮市の地域特性 

(1) 利用区分別面積 

富士宮市は、市域が 389ｋ㎡と周辺市町と比較して広い面積を有していますが、宅地は僅

か 6.8％であり、農地も 10.3％に留まっています。 
市域の大部分が山林や原野、雑種地などで構成しており、富士宮市の美しい景観を形成し

ています。 
◇ 地目別面積図（令和５年） 

 
資料：「令和 5 年版 富士宮市の統計」 
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(2) 住宅面積等 

富士宮市は、周辺市町と比較して持ち家に住む世帯の割合が高く、「持ち家を購入して定

住するまち」として選択されています。 
１住宅あたり延べ面積は、周辺市町の中で最も広く 110 ㎡を超えています。 
また、富士宮市の住宅地平均地価は、周辺市町の中で最も安価であるため、広い住宅を所

有しやすい環境にあります。 
 

◇ 住宅あたり延べ面積 ◇ 住宅地平均地価 

  
資料：総務省統計局「住宅・土地統計調査」 

（2018 年 10 月 1 日現在） 
資料：静岡県土地対策課「静岡県地価調査」 

（2023 年 7 月 1 日現在） 
 

(3) 雇用・商業の拠点性 

雇用の拠点性を表す就従比について、富士宮市の 2020 年値は 0.918 であり、労働力の 1 割

近くが市外に流出している状況にあります。 
2005 年以降、本市を常住地とする就業者が減少している一方で、本市で従業する就業者

は横ばい傾向にあるため、就従比は年々高まっています。 
商業の拠点性を表す小売吸引力指数について、富士宮市の 2021 年値は 0.869 であり、市

民の消費購買の９割近くが市内で行われている状況にあります。 
市内の小売業商品販売額は減少傾向にありますが、指数は横ばいで推移しています。 
 

◇ 就従比の推移 

 
（注）就従比は、富士宮市を従業地とする就業者を富士宮市に常住する就業者で除したもの。1 を超えると働く場としての拠点性が
高いと言える。 
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◇ 小売業年間商品販売額、小売吸引力指数の推移 

 

 

(4) 生活行動 

日常生活における様々な生活行動を行う場所と満足度について、「友人・知人・家族との

遊び」で市外に流出する傾向がみられるものの、日常生活の多くは概ね市内で完結していま

す。また、不満を感じている人の割合が顕著に高い生活行動はみられず、全般的に日常生活

に対する不満は少ないといえます。 
 

◇ 行動場所と満足度 

 
資料：富士宮市「市民アンケート調査（令和６年２月）」 
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(5) 居住環境 

10 年前と比較して、日常の買い物ができる「商店などの生活利便施設の立地状況」や「自

宅周辺の居住環境」が良くなったと考える市民の割合が多く、生活環境は概ね改善している

状況が伺えます。 
一方、「農地の管理の状況（荒れた農地の発生等）」や「山林の管理の状況（草木が道路等

にはみ出している等）」については悪くなったと考える市民が多く、人口密度の高い地域以

外で環境が悪化している状況が伺えます。 
 

◇ 住まいの地区の様子について、10 年前と比較して、考えに最も近いもの（SA） 

 
資料：富士宮市「市民アンケート調査（令和６年２月）」 

 

(6) 希望の暮らし方 

富士宮市で希望する暮らし方については、年齢階級により傾向の違いがみられます。 
◎15～19 歳： 

「自分の好きなことや趣味に多くの時間や手間を費やす。」 
「友人や知人と会って一緒にいる時間を楽しむ。」 

◎20～29 歳： 
「自分の好きなことや趣味に多くの時間や手間を費やす。」 
「友人や知人と会って一緒にいる時間を楽しむ。」 

◎30～39 歳： 
「家族と過ごす時間を大切にする。」 
「こどもの教育や健やかな成長に力を注ぐ。」 

◎40～49 歳： 
「家族と過ごす時間を大切にする。」 
「こどもの教育や健やかな成長に力を注ぐ。」 

◎50 歳以上： 
「自然に恵まれた環境でゆったりと暮らす。」 
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◇ 富士宮市でどのような暮らし方を希望するか（複数回答３つまで・上位項目） 

 
資料：富士宮市「市民アンケート調査（令和６年２月）」 
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第 4 章  富士宮市を取り巻く重要な社会変化 
 
第 5 次富士宮市総合計画を策定した 2016 年から 2025 年までの 10 年間で、社会・経済の

状況は大きく変化しました。加えて、世界情勢などを反映して、現在もエネルギー価格の高

騰や物価上昇などが進んでいます。 

市民の日常生活に大きな変化をもたらしたものの一つに、新型コロナウイルス感染症があ

ります。2020 年 4 月に緊急事態宣言が発令されて以降、その感染拡大による影響は、社会

や経済、そして人々のライフスタイルに大きな変化をもたらし、オンラインやキャッシュレ

ス等に代表されるデジタル化の普及とともに、地方での暮らしに注目する人も増えました。 
このように、この 10 年間で社会経済や日常生活に大きな影響を与える様々な変化が生じ

ていますが、その変化のスピードは速まっています。 

そこで、本計画を策定するに当たっては、以下のような将来予測される変化を適切に見据

えながら、固定観念や前例にとらわれない挑戦が必要になるといえます。 
 
 

◆人口減少、少子高齢化の加速 
我が国では、少子高齢化と人口減少が急速に進行しており、その影響は特に地方において

顕著となっています。 
2050 年までには、全国の多くの市町村で人口が大幅に減少することが予想されることか

ら、労働力不足や消費市場の縮小といった深刻な課題が顕在化しています。 
これは、地域コミュニティの維持・発展や中小企業等の存続にも直結しており、今後の市

政運営全般に大きな影響を及ぼします。こうした背景から、本市においても、これからのま

ちづくりは、年齢や性別を問わず誰もが協力し安心して暮らせる環境を整えることはもちろ

ん、多文化共生の推進や、多様な背景を持つ人々が互いに繋がり合うことで、地域の絆と活

力を維持・強化していく必要があります。 
 

◆雇用情勢の変化 
近年、少子高齢化や人口減少に伴う労働力不足が深刻化しており、地域経済全体に影響が

及んでいます。さらに、新型コロナウイルス感染症拡大以降、リモートワークなど柔軟な働

き方が普及しつつありますが、多くの企業ではこれらを導入・定着させるための知識やノウ

ハウが不足しています。 
また、雇用情勢も多様化しており、一時的な人手不足だけでなく、「非正規から正規への

転換」「若者・女性の就業促進」「高齢者活躍推進」など、多角的な課題が浮上しています。 
こうした背景から、本市においても、今後は、新たな雇用創出策とともに、多様な人材活

用や働き方改革を推進する必要があります。 
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◆経済のグローバル化 
近年、世界経済は一層のグローバル化が進展しており、その影響は地方経済にも及んでい

ます。国内外の市場競争が激化する中、地方においても海外との取引や連携を模索する企業

が増加しています。 
しかし、多くの中小企業は言語や文化、規制など多様なハードルに直面し、十分な対応策

を持ち得ていません。このため、地域経済の活性化と持続可能な発展には、グローバル化に

対応した知識・技術・ネットワークづくりが不可欠となっています。 
また、「地方創生」の観点からも、多様な産業と人材育成による新たな価値創造が求めら

れており、その一環として海外展開や国際交流は重要な施策となっています。 
こうした背景から、本市においても、最新の国際ビジネス動向や多言語対応支援策などに

ついて情報共有し、市内企業等が競争力を強化し持続的な発展を実現できるよう支援してい

く必要があります。 
 

◆自然災害等への対策 
近年、日本各地で頻発する自然災害（豪雨、台風、地震など）は、地方自治体や住民の日

常生活に甚大な影響を及ぼしています。 
特に、気候変動による異常気象の増加は、防災対策の重要性を一層高めており、そのため

には地域全体で連携した取組が不可欠です。 
また、社会構造の変化や人口減少も相まって、防災インフラや地域コミュニティの脆弱性

が顕在化しています。 
こうした背景から、本市においても、市民や企業が一丸となって防災・減災への意識向上

と実践的な対策を講じる必要があります。 
 

◆脱炭素社会への対応 
近年、日本全国で気候変動による異常気象や自然災害が頻発し、その影響は地方にも及ん

でいます。特に、温暖化対策としての脱炭素社会への移行は喫緊の課題となっており、多く

の地方自治体ではエネルギー構造の見直しや再生可能エネルギー導入に向けた取組が進め

られています。 
こうした背景から、本市においても、再生可能エネルギー導入や環境保全活動を通じて、

地域経済と環境の両立を実現し、地域の持続可能な発展と住民生活の質の向上を図るための

戦略的アプローチが求められています。 
 

◆ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の進展 
新型コロナウイルス感染症の感染拡大による社会的制約は、地域コミュニティや経済活

動に新たな課題を突き付けました。一方で、この未曾有の危機は、「デジタル技術」の導

入・活用による新しい日常への適応と革新の必要性を浮き彫りにさせました。 
そうした中、政府は、「デジタル庁」の設立や各種施策を通じて、地方創生と地域経済活

性化に向けた DX 推進を強力に支援しており、「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し
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て、行政だけでなく、企業や地域住民も含めた広範なデジタルリテラシーの向上と具体的

な事業展開を求めています。 
こうした背景から、本市においても、急速に進展するデジタルトランスフォーメーショ

ン（DX）への対応とその具体的な取組を推進し、ＤＸ化による持続可能な地域経済の発展

と社会課題の解決を図っていく必要があります。 
 

◆生物多様性の増進 
我が国では、都市化や気候変動、外来種の侵入など、多様な社会変化が進行し、生物多

様性に影響を及ぼしています。気候変動による異常気象や海水温上昇などは、生態系全体

のバランス崩壊につながり、多種多様な生物種が絶滅危惧種へと追いやられています。 
同時に、市民生活と密接に関わる地域固有の自然資源・生物多様性を守ることは、市民

福祉の向上だけでなく、観光振興や地域ブランド力強化にもつながります。こうした背景

から、本市においても、データの利活用や人材の育成、地域戦略の策定など、本市が直面

する環境課題と地域資源の利用の両立を図るための、生物多様性の増進に向けた積極的な

取組が求められています。 
 

◆地域包括ケアシステムの確保 
我が国は、急速な高齢化社会へ突入しております。今後ますます高齢者人口は増加する一

方で、生産年齢人口は減少傾向にあり、医療・介護サービスの需要はさらに拡大することか

ら、従来型の医療・介護提供体制だけでは対応困難となります。 
地域包括ケアシステムは、高齢者が住み慣れた地域で自立した生活を営むことができるよ

う、多様な主体（医療機関、介護事業者、市町村、住民等）が連携しながら包括的に支援す

る仕組みですが、特に地方では、人口減少や過疎化による医師不足や介護人材不足など、多

くの課題も抱えています。 
こうした背景から、本市においても、地域包括ケアシステムの確立と推進を目的に、高齢

化や人口減少といった課題に対応し、持続可能な地域医療・介護体制を構築するために必要

な知識と実践的な取組を共有するため、地域住民や関係者の理解と協力、新たな施策の構築

が求められています。 
 

◆新たな価値観や多様性への対応 
近年、地方を取り巻く社会環境は大きく変化してきており、少子高齢化や人口減少が進む

一方で、多様性の尊重や価値観の多様化が求められる時代となっています。これに伴い、従

来型の地域づくりだけではなく、多文化共生やジェンダー平等、多世代交流など、新たな価

値観への柔軟な対応が不可欠となっています。 
こうした背景から、本市においても、地域経済やコミュニティの持続可能な発展を促進す

ることを目的に、多様な人材や価値観を受け入れ、新しいビジネスモデルや生活スタイルを

創出するための知見などを共有し、地域全体の意識改革と行動促進につなげることが求めら

れています。 
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◆地方への注目度の高まり 
近年、地方への関心が高まっており、観光資源や自然景観、伝統文化など、多様な地域資

源が国内外から評価されるなど、「地方創生」の重要性が再認識されています。 
また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大による都市集中の見直しやテレワークの普及

もあり、多くの人々が都市から地方へ移住・定住を検討する動きも顕著となっています。こ

のような社会変化は、地方にとって新たなビジネスチャンスとなる一方で、デジタル技術の

導入や働き方改革などの課題も浮き彫りにしています。 
こうした背景から、本市においても、特に、地方への注目度が高まる今こそ、地域資源を

最大限に活用した新たなビジネスモデルの構築を促進するとともに、市内外からの投資や人

材流入を促し、地方創生の実現へと繋げていく必要があります。 
 

◆協働・共創の必要性 
少子高齢化や人口減少に伴う地域コミュニティの縮小、多様化する住民ニーズ、新技術

導入による産業構造の変革など、近年、社会構造や経済環境は大きく変化してきており、

市民や企業、NPO 等が積極的に関わることで、多角的な視点から課題解決策を模索できる

環境づくりが求められています。 
こうした状況下で特に重要なのは、「協働」と「共創」の視点であり、「協働」と「共

創」は、多様性を尊重しながら新しいアイデアや技術を融合させることによって、新たな

価値やサービスを生み出す鍵となります。 
こうした背景から、本市においても、引き続き、行政、企業、NPO、市民団体など多様

なステークホルダーが互いに知見や資源を共有し、新たな価値創造や課題解決に取り組む

土壌の整備を行い、地域の活力向上と住民満足度の向上を図っていく必要があります。 
 

◆次世代を担う人材の育成 
近年、地方は少子高齢化や人口減少、東京一極集中の再加速といった社会変化に直面し

ております。また、AI・デジタル技術の革新やリモートワークの普及など、新たな社会変

化も進行してきており、これらの課題は、これからの地域経済や生活環境の維持・向上に

大きな影響を及ぼします。若者や女性が地域から流出し続ける現状では、多様な価値観や

働き方を尊重し、誰もが活躍できる社会基盤の整備は急務となっています。 
こうした背景から、本市においても、若者や女性を含む多様な人材が新しい価値創造に

貢献できる環境づくりと次世代のリーダーとなる適応力とイノベーション能力を兼ね備え

た人材の育成が求められています。 
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第５章  富士宮市が取り組むＳＤＧｓ（持続可能な開発目標） 
 
持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）とは、平成 27 年（2015 年）9 月の国連サミットで採択

された 2030 年までに持続可能でより良い世界を目指す国際目標のことです。 
17 のゴールと 169 のターゲットが掲げられ、地球上の「誰一人取り残さない」社会の実

現を願い、我が国においても、国や地方自治体、企業などで積極的な取組が進んでいま

す。 

戦後、日本経済は、飛躍的な発展を遂げ、経済活動の拡大とともに、わたしたちは物質

的な豊かさを享受してきました。 
しかし、近年、わたしたちの住む地球環境は、気候変動、自然災害、感染症、生物多様

性の喪失などといった問題に直面しており、また、少子高齢化をはじめ、雇用情勢の変化

やひとり親家庭の貧困、経済的格差の拡大、ジェンダー不平等、ひきこもり、自殺などの

様々な社会課題にも直面しています。  

このように、様々な側面で顕在化している問題に対応し、持続可能でよりよい世界を実

現していくためには、環境・社会・経済の三つの側面を不可分のものとして調和させ、行

政を含む様々なステークホルダーが連携・協力しながら相乗効果を生み出し、持続可能な

開発に取り組んでいくことが必要です。 

本市では、令和元年（2019）年をＳＤＧｓ元年と位置付けて取組を進めるとともに、令

和 3（2021）年度には、本市が提案した「富士山を守り 未来につなぐ 富士山ＳＤＧｓ」

が内閣府のＳＤＧｓ未来都市に選定されました。 
提案では、共有財産である富士山を守るため、地域資源の保全・活用とＳＤＧｓに取り

組む人材が集まる「住んでよし、訪れてよし」のまちづくり、富士山の豊かな自然と様々

な産業、文化の調和を目指し、次代につなぐ「富士山ＳＤＧｓ」を推進しています。 

本計画では、それぞれの基本目標ごとにＳＤＧｓに関わる取組を取り入れるとともに、

オール富士宮で総力を挙げてＳＤＧｓの達成に向かうこととしています。 
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出展：外務省ホームページ 
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基本構想 

基本構想は、本市が 10 年後の富士宮市を見据えて掲げる「将来都市像」、将来都市像を

実現するための重点取組である「まちづくりの基本方針」、分野別に取り組むための「基本

目標」と「政策の基本方針」、まちづくりを進めるための目標となる「将来人口」、都市基

盤整備の方向性を示す「土地利用構想」を定め、総合的かつ計画的なまちづくりの指針と

するものです。 

第 1 章  将来都市像 
 
 世界遺産である富士山は、富士宮市民だけでなく日本全国や世界からも愛される象徴と

して、その存在感は計り知れません。 

 富士山の麓で、富士山を誇りに暮らす私たちは、その恵まれた唯一無二の資源を、保全

して後世に引き継ぐとともに、活用に努め、新たな時代にふさわしい未来へつながる持続

可能なまちづくりを進めていく必要があります。 

富士山とともに発展してきた本市は、少子高齢化や人口減少という課題に直面する中で

も、その恵まれた自然環境を最大限に活用し、富士山を誇りに暮らす人々が、互いに支え

合うことで、市民一人ひとりが幸せを感じられるまちを共に創りあげるため、将来都市像

を、 
 

 

富士山を心に 人の和と豊かな自然が織りなす 

                 幸せ感じる富士宮 
 

 

とし、その実現に向けて着実なまちづくりを進めていきます。 
 
 
市民一人ひとりの幸福実感を重視する「ウェルビーイング（幸福）の視点」を市政運営

に取り入れ、行政だけでなく、市民、企業、団体等が共創して、将来都市像の実現を目指

します。 
  

Well-being (ウェルビーイング) 
身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを意味する概念 
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第 2 章 まちづくりの基本方針（将来都市像を実現するための重点取組） 
 
将来都市像にふさわしい未来へつながる持続可能なまちづくりを進めるため、本市が総力

を挙げて取り組む必要があるテーマについて、４つの取組を定め、この取組に沿って重点的

に事業を進めていきます。 
 
 

 

 

 
 
 
 
 

富士山がもたらす湧水や自然などの様々な地域資源は、製造業や農業、畜産、養鱒、林

業、観光など様々な産業を生み出し、多くの市民の生活を支えています。 
富士山が世界遺産に登録されて以降、富士山にまつわる歴史・文化・自然の本質的な価

値は一層高まっており、市民が本市で暮らすことに強い誇りを抱かせています。 
市民が誇れる品格ある美しいまちを形成するためには、本市の持つ豊かな自然と歴史的

資産を最大限に活用し、その価値をさらに高めることが重要です。 

そのため、本市は、世界遺産富士山の構成資産である富士山本宮浅間大社や白糸ノ滝を

はじめとする文化財を整備し、自然豊かな環境を生かし、心癒される美しい空間づくりに

努め、市民の誇りと郷土愛を育み、市民が主体的に地域の魅力を発信することを促してい

きます。 
また、中心市街地では、良好な景観形成や店舗支援等を進め、歩いて楽しめる回遊性の

高い街並みを形成するとともに、祭りやイベント、多世代交流の場を設けて日常の楽しみ

を創出し、まち全体の活性化と満足度の向上に取り組みます。 
さらに、地域資源や歴史から着想した特産品の開発・販路拡大を推進し、市民に愛され

るブランドづくりに取り組むとともに、観光客が長く滞在できる仕組みとして、エリア間

の回遊促進や歴史・文化資源の活用を進め、持続可能な観光振興を図ります。 
 
 
 
 
  

～ 世界遺産「富士山」をはじめとする地域の魅力を活用して、まちににぎ

わいを創り出すとともに、市民にとっても住み続けたいと感じる魅力的なま

ちづくりに取り組みます。～ 

＜取組１＞ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 
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全国的に見ても、多くの都市が少子高齢化や若者の流出に直面しており、地域経済やコ

ミュニティの活力維持が難しくなっています。 
このことは、本市も例外ではなく、出生率の低下や若年層の都市圏への流出が進む中

で、将来的な人口減少は避けられない現実となっています。 
こうした背景には、都市と地方との格差拡大や働き方・暮らし方の多様化があります。 
従来型の産業構造や生活環境だけでは、若者や女性を惹きつける魅力を十分に発揮でき

ず、「住みたい」、「働きたい」と思われるまちづくりが求められています。 

そのため、市民一人ひとりが希望を持って働き、快適に暮らせる環境を目指し、多様な

ライフスタイルやニーズに対応した働き方や住宅供給が実現できる環境づくりに取り組み

ます。 
また、結婚・出産の希望を叶えるために、精神的・経済的な不安を軽減し、安心して将

来設計できる社会的サポート体制を整備するとともに、子育て支援については、孤立防止

や相談体制の充実、交流の場の創出等を進めます。 
さらに、本市で暮らす魅力を見える化し、若い世代や市外に住む人が本市で暮らした

い、子育てしたいと感じるようなブランド力を高めていくとともに、地域全体で若者や女

性のライフデザインの実現を応援するなど、未来に希望を持てる地域づくりに取り組みま

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 人口減少が進む中、市民一人ひとりが協力し合い、安心して暮らせる生

活環境や希望を持てる就労環境を整え、若者や女性にも住みたいと思われる

まちづくりに取り組みます。～ 

＜取組２＞ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 
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近年、気候変動による異常気象が増加し、大規模な災害発生リスクが高まっています。 
また、少子高齢化の進展は、我が国の社会構造に大きな変化をもたらしており、地域社

会の持続可能性や福祉サービスの維持にとって重要な課題となっています。 
そうした社会的課題が深刻化する中、市民一人ひとりが安心して暮らせる地域にするた

めには、予測困難な自然災害への備えだけではなく、自然環境と共生した持続可能なまち

づくりや地域コミュニティの充実、多文化共生の推進、高齢者や障がい者を含むすべての

人が医療・福祉サービスを十分に受けられる環境整備が求められています。 

そのため、災害リスクに対しては、老朽化する施設の耐震化や維持管理、正確かつ多様

な情報伝達と地域住民の防災意識の向上に努め、様々な自然災害に備えるための地域の防

災・減災力を高めていくとともに、生物多様性の保全や再生可能エネルギーの導入、省エ

ネルギーの推進を行い、自然環境と共生した環境に優しいまちづくりに取り組みます。 
また、生活環境の安心を確保するためには、人と人がつながる地域づくりやデジタル技

術を活用した市民サービスの向上などに努めるとともに、高齢者を地域全体で支え合う持

続可能な生活環境を創出し、元気な高齢者の活動を応援する取組を進めます。 
さらに、誰もが住み慣れた地域で可能な限り自立した生活を営むことを支援するため、

切れ目のない医療・福祉サービスの提供や地域包括ケアシステムの確保に努め、地域社会

全体が安心して暮らせる基盤づくりを進めます。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 予測が難しい自然災害などへの備えはもとより、医療や福祉、地域コミ

ュニティが充実し、年齢を問わず誰もが健康で安心して暮らせるまちづくり

に取り組みます。～ 

＜取組３＞ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 
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「明るい未来」を築くためには、市民一人ひとりが夢と希望を持ち、それぞれの能力を

最大限発揮できる環境づくりが重要であるとともに、次世代を担うこどもたちや若者だけ

でなく、すべての市民が生涯にわたり自己実現と社会参加を果たせるよう、多角的な教

育・支援体制を整備し、人材育成に努める必要があります。 
また、市民一人ひとりが幸福を実感できる明るい社会を実現するためには、市民が地域

への理解と関心を深め、地域への愛着と誇りを感じられる機会を増やし、自ら行動できる

土壌をつくることも求められます。 

そのため、こどもから若者まで、多彩な学習や経験の場を設け、自立心や創造性、協調

性などの必要な資質・能力を養うとともに、地域活動への参加促進によって、市民全体が

主体的に地域づくりに関わる風土を醸成します。 
また、地域の歴史や文化を次世代へ継承し、誇りと愛着を育む人材育成に力を入れると

ともに、多様性を尊重しグローバル化やデジタル化に対応した未来の担い手の育成に取り

組みます。 
さらに、本市の魅力に惹かれる市外在住者や応援団（関係人口）を増やし、自然や文化

資源を最大限に活用して、市域・県域を越えた広域的な連携を図り、解決困難な地域課題

にも取り組みます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～ 幸福を実感できる明るい社会を目指し、未来を担う人材の育成や市外

に住みながら継続的に地域に関わる人を創出するまちづくりに取り組み

ます。～ 

＜取組４＞ 明るい未来を支える人づくり 
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第 3 章  分野別の基本目標と政策の体系 
 

基本目標１ 共に支え合い、安全・安心に暮らせるまちづくり（くらし・安全） 

コミュニティの充実を図り、防災・減災対策を進めるとともに、年齢や性別、国籍を問わず、互

いに繋がり合いながら、安全・安心に暮らせる地域社会を形成します。 

 
政策番号 政策名（目指すまちの姿） 

（基本方針） 

１ コミュニティ活動（地域の人たちの交流や活動が、活発に行われています。） 

市民活動の拠点となる施設を核に、こどもから高齢者まで幅広い地域住民が交流し、コミュニテ

ィ意識の向上を図ります。 
また、地域コミュニティの中心的な団体である自治会の持続可能な運営を支援します。 

２ 多様性の尊重（誰もが互いに尊重し合い、個性と能力を発揮できる環境が保たれています。） 

性別や年齢などにかかわらず個性と能力を発揮でき、人権が尊重される社会の実現のため、多様

性についての理解の促進と関連施策を総合的に推進します。 

３ 国際化・多文化共生（互いの文化を理解し、地域で国際化・多文化共生が進められています。） 

姉妹都市・友好交流関係都市をはじめとする多様な海外都市との交流を深め、国際感覚を持つ人

づくりを目指すとともに、外国人市民が安心して暮らし、活躍できる環境づくりを進めます。 

４ 交通安全（交通安全の意識が高く、事故のない環境が保たれています。） 

警察署や交通安全協会など様々な関係団体と連携し、広く交通安全意識の普及啓発を図るととも

に、交通安全教育の推進と交通秩序の維持に努めます。また、歩行者等が安全・安心に通行できる

よう交通安全施設の整備を進めます。 
５ 防犯・消費生活（犯罪を未然に防止し、安全・安心な暮らしが保たれています。） 

多様化する犯罪を地域が一体となって防止する体制の強化を図ります。また、消費生活センター

を拠点に関係部門と連携し、消費者被害を未然に防止し、市民が安全で安心な消費生活を営むこと

ができるよう、消費者教育と相談体制の充実を図ります 。 
６ 防災・減災（自助・共助が実践され、地域の防災力が維持されています。） 

富士山噴火、地震、風水雪害等の災害による被害を最小限に抑えるため、日頃から建築物等の耐

震化や、自主防災会による防災訓練の内容の充実を図り「自助」「共助」の意識の向上に努めます。

また、避難所の整備や生活必需品等の備蓄を計画的に進め、防災力の高いまちを目指します。 
７ 消防（災害や事故に対して、迅速に対応できる体制が確保されています。） 

市民の生命、身体及び財産を守るため、災害や事故の多様化及び大規模化、住民ニーズの多様化

等の環境の変化へ的確に対応する消防体制の充実強化を図ります。 
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基本目標２ 富士山の恵みに育まれた環境を未来へつなぐまちづくり（環境） 

富士山がもたらす豊かな水資源や自然環境、景観を保全するとともに、安全で快適な生活環境

を保つことで、市民が誇りとする郷土を次の世代に継承していきます。 

 
政策番号 政策名（目指すまちの姿） 

（基本方針） 

１ 地球環境（地球環境の保全に向けて、エネルギーを有効に利用しています。） 

地球環境を守るため、市民の環境保全意識を高め、環境保全活動につなげるように努めます。

また、エネルギーの有効利用や地産地消を推進するとともに、地球環境への負荷が少ない再生可

能エネルギーを導入し、ゼロカーボンシティの実現を目指します。 
２ 生活環境（環境にやさしい持続可能なまちになっています。） 

循環型社会を形成するため、市民、事業者及び行政が協働し、ごみの発生・排出の抑制、再使用

の推進及び資源化の徹底に取り組みます。 
また、生活環境を安全で快適に保つため、処理施設の適正な維持・管理や公害防止対策の充

実、環境美化の推進及び環境衛生の充実に努めます。 
３ 自然環境（大切な自然環境を守り育てています。） 

富士山麓でこれまで受け継いできた優れた自然について、様々な人と自然環境保護・生物多様

性保全策を積極的に推進します。 

４ 景観（富士山が美しく映える景観が創られています。） 

富士山の「庭園都市」にふさわしい自然景観や歴史的な景観を適切に保全するとともに、周辺

の景観との調和に配慮した景観形成を誘導し、富士山が美しく映えるまちとして、市民とともに

魅力的な景観を創ります。 

５ 花と緑・水辺（花と緑と水辺から、潤いと安らぎを感じています。） 

豊かな自然の更なる魅力の創出を図るため、市民との協働により、花壇づくりや河川愛護を推

進し、心癒される花と緑と水辺の環境づくりに努めます。 

６ 水利用（限りある水資源を守り、有効に活用されています。） 

水資源をかん養するとともに、地下水の調査や湧水池の巡回監視等を行うことにより、限りあ

る水資源の適正な利用を図ります。 
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基本目標３ こどもが健やかに成長し、心豊かな人が育つまちづくり 

（こども・教育文化） 

こどもの健やかな成長を切れ目なく支えるとともに、市民が郷土の自然や歴史、文化を学び、自

分らしく心豊かに暮らせる環境づくりを進めます。 

 
政策番号 政策名（目指すまちの姿） 

（基本方針） 

１ こども・若者・子育て（こども・若者・子育て家庭の思いが実り、笑顔があふれています。） 

誰もが自分らしく幸せに生きることができる社会 ～こどもまんなか富士宮～ を実現するため、

こども・若者の権利を保障し、こども施策の充実を図るとともに、結婚・出産・子育ての選択がで

き、若い世代の希望がかなえられる環境づくりに努めます。 

２ 青少年健全育成（地域ぐるみで、心身ともに健全な青少年を育む体制が整えられています。） 

地域社会における人々との関わりを通じた学習・交流の場と機会を充実します。また、社会総掛

かりで、青少年を育む体制づくりを向上させるため、家庭・学校・地域の連携を強化し、青少年の

ための教育相談・指導体制を充実します。 

３ 学校教育（豊かな人間性や社会性をもつ児童生徒が育っています。） 

「富士山を心に、夢をもって生きる子ども」の育成を目指して、学校・家庭・地域が連携・協働

し、確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和のとれた生きる力を育みます。また、安全・安心に

学べるより良い教育環境づくりに努め、一人ひとりのウェルビーイング（幸福）の向上を目指しま

す。 

４ 文化・芸術（地域の歴史・文化を学び、郷土に愛着を感じる心豊かな人が育まれています。） 

富士山の豊かな自然のもと、生まれ育まれ守られてきた歴史・文化の継承とそれらを背景とした

文化芸術活動の振興を図ります。また、様々な関連する分野と連携しながら、価値の共有や担い手

の育成、活動を継続できる環境整備、多様な手法による情報発信等を推進します。 

５ スポーツ・レクリエーション 

（それぞれの興味や関心に合わせて、誰もが気軽にスポーツに親しんでいます。） 

「する」スポーツだけではなく、「みる」「ささえる」など、それぞれの興味や関心に合った視点

でスポーツに関わることができるよう環境を整えます。 

また、市民が安全・安心に利用できる施設の更新及び整備を進めるとともに、スポーツツーリズ

ムやスポーツ交流、レクリエーションスポーツなどスポーツによるまちづくりを推進し、人々の交

流機会を増やします。 

６ 生涯学習（多様な学習機会が確保され、誰もが生涯にわたって学び続けています。） 

多様な学習機会の創出や環境の整備を行うとともに、学習成果を生かしたまちづくりを推進しま

す。また、図書館の資料、施設及び設備の整備に努め、読書に親しみ利用しやすい読書環境の充実

を図ります。 
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基本目標４ 誰もが健やかで安心できる暮らしを地域で支えるまちづくり（健康・福祉） 

生涯にわたる健康で安心な暮らしの実現と、自分らしくいきいきと暮らせる社会の実現に向け

て、切れ目のない支援体制の充実を図り、地域で支える環境づくりを進めます。 

 
政策番号 政策名（目指すまちの姿） 

（基本方針） 

１ 健康づくり（共に助け合い、誰もが健康で安心して暮らしています。） 

市民一人ひとりの健康意識を高め、生涯にわたり心身ともに健康でいきいきとした生活が送れる

よう、地域や関係機関との連携を強化し健康づくり施策の推進を図ります。また、健康づくりを担

う人づくり、コミュニティを生かした支援体制の充実に努めます。 

２ 医療（地域医療が充実し、安心して医療が受けられています。） 

市民が安心して医療を受けることができる地域医療体制の構築を図るとともに、災害時に対応で

きる医療救護体制の強化に努めます。また、地域の中核病院として、市立病院の医療機能及び診療

体制の充実に努め、地域の医療機関と連携して、市民の健康と安心して受診できる地域医療体制の

充実を図ります。 

３ 地域福祉（誰もが生きがいや役割を持ち、地域で支え合いながら暮らし続けています。） 

住み慣れた地域や家庭で、誰もが安心して自立した生活ができるよう、地域のネットワークづく

り、地域を担う人づくり、居場所づくりなどの地域福祉の充実を図ります。また、地域住民、福祉

団体等との協働により、住民主体の地域福祉活動を推進し、地域共生社会の実現を目指します。 

４ 高齢者福祉（高齢者が、生きがいと尊厳を持って元気に暮らしています。） 

高齢者が充実した生活を送ることができるよう、地域活動等の生きがいづくりを推進します。ま

た、どのような状態になっても、尊厳を持って安心して元気に暮らせるよう、住み慣れた地域で医

療・介護のみならず、住まい、生活支援などが一体となって提供される包括的な支援体制を整備し

ます。 

５ 障がい者福祉（障がいのある人が、住み慣れた地域で自分らしく暮らしています。） 

障がいのある人が、住み慣れた地域で自らの意思で必要な支援を受けながら生活ができる社会、

当たり前に働ける社会の実現に努めます。また、身近な場所で質の高い障害福祉サービスが利用で

きるよう、地域の理解・協力の一層の拡大に努め、互いに認め合いながら共生する社会の実現を目

指します。 

６ 社会保障（誰もが必要な支援を受けられ、安心して生活が続けられています。） 

誰もが安心して生活が続けられるように、医療・介護保険や要保護世帯への支援等、様々な社会

保障制度の充実を図ります。また、制度そのものの理解を深めるための情報提供の方法や相談体制

を整えるよう努めます。 
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基本目標５ 富士山の恵みを活かした産業振興と働きやすさの両立したまちづくり 

（産業） 

富士山の恵みである豊かな資源を活かして、商工業、観光、農林水産業が発展した活力あるま

ちを創出していくとともに、誰もが働きやすい社会づくりを目指します。 

 
政策番号 政策名（目指すまちの姿） 

（基本方針） 

１ 労働・雇用（多様な人材が、安心していきいきと働き続けています。） 

多様化する労働市場において、性別や年齢等を超え、様々な職種やスキルを持つ多様な人材が活

躍できる就業の場の確保に努めます。また、すべての勤労者が安心して働けるよう、労働環境の改

善に努め、働きやすいまちを目指します。 

２ 企業誘致・留置（人と地域を生かした豊かな産業が集積されています。） 

豊富な地域資源を有する本市ならではの多種・多様な産業基盤の構築・強化を図り、優良企業の

誘致及び既存企業の留置に努め、まちのブランド力向上につながる特色ある産業の発展につなげま

す。 

また、成長性や持続性のある企業が立地しやすい環境を整備し、働き手にとって魅力ある企業立

地の推進に努めます。 

３ 商工業 

（中小企業等事業者が地域経済の原動力となり、まち全体が活力にみなぎっています。） 

地域経済を支える市内中小企業等事業者の生産性向上や経営力強化を支援するとともに、創業・

起業を促進します。また、中心市街地の魅力向上及び商業・サービス業の活性化を推進します。 

４ 観光 

（観光資源の魅力を認知し、自信と誇りを持って市外の人におすすめできるまちになっています。）  

富士山をはじめとする食や自然、歴史・文化、スポット、イベントなど、富士宮ならではの観光

資源の魅力や認知度を高め、国内外からの観光客の誘客を図ります。また、観光客の滞在時間を延

ばすことにより、消費を促進し、経済の活性化につなげます。 

５ 農林水産業（富士山の恵みを活かした農林水産業が営まれています。） 

地域の特性と資源を最大限に活用した農林水産業の持続的な発展に向け、担い手の育成や先進技

術の導入を推進します。また、農林水産業の収益性の向上を目指すとともに、生産基盤の整備に努

め、農林水産業の振興を図ります。 

６ 食（富士山の豊かな水に育まれた食を、誰もが楽しめるまちになっています。） 

富士山麓の豊富な湧水と広大な自然環境に育まれて生産される、おいしく、安全で特色ある食材

を市内外に広め、消費の拡大を目指すとともに、地食健身を推進します。また、農林水産業だけで

なく観光、商業等との連携を図り、ブランド力の向上に努めます。 
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基本目標６ 富士山の魅力を活かした快適な居住環境を創造するまちづくり 

（都市整備） 

誰もが安全・安心に利用できる都市基盤整備を進め、富士山の魅力を活かした快適な居住環境

とにぎわいのあるまちづくりを進めます。 

 
政策番号 政策名（目指すまちの姿） 

（基本方針） 

１ 市街地整備（回遊性のある機能的な市街地が創出され、快適に生活を営んでいます。） 

富士山信仰の歴史・文化が香るにぎわいとおもてなしのまちとして、景観とユニバーサルデザイ

ンに配慮するとともに、回遊性のある快適で機能的な市街地整備を積極的に進めます。 

２ 道路（誰もが安全で快適に道路を利用しています。） 

交通インフラの効率的な機能維持、総合的な交通ネットワークの充実を図るとともに、人にやさ

しく安全で快適な道路整備を進めます。 

３ 公共交通（誰もが移動に困らない便利な公共交通ネットワークが構築されています。） 

重要な生活インフラとしての公共交通ネットワークの充実に努めることにより、多様化する移動

ニーズに応え、誰もが移動に困らない社会を目指します。また、様々な関係者と連携して利用促進

等を図り、持続的な公共交通を実現します。 

４ 住宅・住環境（安心して長く暮らし続ける住宅が確保されています。） 

住環境の質の向上と多様なニーズや、時代の変化に対応した安心して長く暮らせる住宅政策を進

めます。 

５ 治山・治水（自然災害等に対する備えが進んでいます。） 

頻発化、激甚化が懸念される自然災害等から市民の生命と財産を守り、被害を最小限に抑えるた

め、災害の発生が予測される地域の治山・治水対策を進めます。 

６ 公園（誰もが公園で心癒され、楽しんでいます。） 

都市公園等の適切な維持管理とバリアフリー化に取り組むとともに、多様なニーズや目的に対応

した公園整備を進めます。 

７ 上下水道（安全な水の供給と処理により、清潔で快適な暮らしが保たれています。） 

富士山からの豊富な地下水の清廉さを維持し、安全で安定した水の供給に努めます。また、公共

用水域の水質保全を図るため、下水道施設の計画的な整備や水洗化を推進します。 
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基本目標７ 便利で質の高い行政サービスを市民と共に創るまちづくり（共創） 

市民の主体的活動と多様化する社会に適応した行政の取組が相互に補完し合い、デジタル技術

や民間活力を効果的に活用しながら、便利で質の高い行政サービスを提供します。 

 
政策番号 政策名（目指すまちの姿） 

（基本方針） 

１ 行財政運営（変化やニーズに柔軟に対応した持続可能な行財政運営が図られています。） 

限られた行財政資源を効率的かつ効果的に活用するとともに、社会経済情勢の変化や複雑・多

様化する市民ニーズに柔軟に対応し、健全で持続可能な行財政運営の推進に努めます。 

２ 市民協働（協働の輪が広がり、多様なつながりが創出され、市民主体による活動が地域の魅

力を高めています。） 

市民活動団体が行う自主的・自発的な公益活動の活性化を促すことにより、地域の魅力発信や

様々な課題の解決に努めます。また、地域住民のつながりを創出し、互いに暮らしやすい共助社

会を目指します。 

３ 広聴広報 

（市政情報が正確かつ迅速に提供され、魅力的なまちと感じる人が増えています。） 

市民の意見を広く聴き、施策や市政運営にその意見を取り入れます。また、市民や市外に在住

する人が本市を魅力的に感じる様々な市政情報を効果的に発信し、愛されるまちを目指します。 

４ まちのブランド形成 

（地域資源や魅力が効果的に発信され、様々な人から高い評価が得られています。） 

地域の歴史や文化、自然環境、産業などの資源を活かし、それらを一体的に活用して地域のア

イデンティティを明確に打ち出していきます。また、地域の資源や魅力を効果的に情報発信する

ことで様々な人とのつながりを創出し、持続可能なまちを目指します。 

５ デジタル社会 

（安全に共有された情報が活用されることにより、地域の幸福度が向上しています。） 

地域幸福度向上の基礎となる情報が、様々なシーンで安全に共有・活用されるデジタル社会の

実現を目指します。 

また、行政サービスのデジタル化については、市民目線で業務のあり方を見直すことにより、

市民の利便性向上に努めます。 
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第 4 章  将来人口 
 

１ 将来推計人口 
本市の人口は、芝川町と合併した後の 2011 年に、約 135,800 人にまで達しましたが、そ

れをピークにその後は減少に転じ、しばらくは毎年 100 人程度の緩やかな減少となってい

ました。 
その後、人口減少のペースは大きくなり、2022 年に 13 万人を割り込んでからは毎年の

減少が 1,000 人前後まで拡大しており、2025 年の総人口 126,348 人は 15 年前のピーク時か

ら約 1 万人の減少となっています。 

本市の将来推計人口は、今後も減少傾向が見込まれ、このままでは 2025 年からの 10 年

間で約 12,600 人減少し、2035 年には約 113,800 人となることが予想されます。 
年齢階層別にみると、15 歳から 64 歳までの生産年齢人口が約 9,000 人減少する見込みで

あり、産業や地域活動の担い手の大幅な不足などが想定されます。 
また、こどもを産む世代となる人口の大幅な減少の影響により、0 歳から 14 歳までの年

少人口は 10 年間で約 25％減少する見込みであり、本市の将来にも大きな影響を及ぼすこ

とが想定されます。 
 

２ 目標人口 
将来都市像の実現に向けて、本市がまちづくりを持続的に推進していくためには人口減

少の抑制が最も重要なテーマとなります。 
本計画では、合計特殊出生率低下の抑制と市外への転出超過数の縮減、純移動率の改善

に取り組むことで 2035 年の目標人口を 115,000 人とします。 
  実績値 推計値 目標値 推計値 目標値 

  2015 年 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 

総人口 134,866 人 131,853 人 126,348 人 120,207 人 120,600 人 113,757 人 115,000 人 

高齢人口 

（75 歳以上） 

15,931 人 18,877 人 22,052 人 23,569 人 23,670 人 23,370 人 23,670 人 

11.8% 14.3% 17.5% 19.6% 19.6% 20.6% 20.6% 

高齢人口 

（65～75 歳） 

18,715 人 19,356 人 17,215 人 15,288 人 15,320 人 15,939 人 16,060 人 

13.9% 14.7% 13.6% 12.7% 12.7% 14.0% 14.0% 

生産年齢人口 

（15～64 歳） 

81,859 人 77,258 人 73,703 人 70,143 人 70,360 人 64,658 人 65,350 人 

60.7% 58.6% 58.3% 58.3% 58.3% 56.8% 56.8% 

年少人口 

（0～14 歳） 

18,361 人 16,362 人 13,378 人 11,207 人 11,250 人 9,790 人 9,920 人 

13.6% 12.4% 10.6% 9.3% 9.3% 8.6% 8.6% 

＊年齢構成別の割合は四捨五入しているため、合計が 100％にならない場合があります。  
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◇ 将来推計人口及び目標人口 

 
※2025 年までは実績値 
資料：2025 年までは住民基本台帳人口（4 月 1 日現在）、2030 年以降は住民基本台帳結果をもとに推計 

2035 年の推計人口 約 113,800 人 2035 年の目標人口  115,000 人 
 

◇ 年齢４区分による人口構造の変化 
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第 5 章  土地利用構想 
 

１ 土地利用の基本方針 
土地は、市民生活や産業活動を将来にわたって支えるかけがえのない資源です。 
自然環境の保全と安全性の確保に努めながら、地域の自然的、社会的、経済的、文化的

な諸条件に配慮し、主要幹線道路を最大限に生かした企業進出や住宅需要等の長期的な展

望のもとに土地利用を図っていくことが必要です。 
そこで、将来都市像の実現に向けて、総合的かつ計画的な土地利用を図るため、次のと

おり土地利用の基本方針を定めます。 

 

(1) 総合的かつ計画的な土地利用の推進 

本市の土地が、その特性により、どのような利用に適しているのかを評価する土地利用診

断を行い、それに基づく土地利用構想図を指針とした施策の展開を図りながら、総合的かつ

計画的な土地利用を推進します。 

人口減少が加速する中、発生する低・未利用土地や、空き家等の有効利用及び高度利用に

よる土地利用の効率化を図るとともに、地域の持続性確保につながる産業集積の促進を図る

ための土地利用の最適化を進めます。 

(2) 豊かな自然環境との共生 

豊かな自然環境を保全するとともに、健全な生態系の保全・再生や広域的な生態系ネッ

トワークの構築・維持に向けて、分野横断的に多様な主体が連携して取り組み、自然環境

と共生した土地利用を推進します。 
本市のゼロカーボンシティの実現に向けて、地域共生型の再生可能エネルギーの導入促

進に努めます。 

(3) 安全・安心な土地利用の確立 

甚大化する自然災害等から市民の生命と財産を守り、被害を最小限に抑えるため、自然

災害等の発生が予測される地域では、土地利用を適正に規制するとともに、より安全な地

域へ都市機能や居住を誘導するなど、安全で安心な土地利用を推進します。 

(4) 基幹道路を活用した産業基盤の整備 

富士山の広大な土地と豊かな水資源を活用して、第１次産業から第３次産業まで幅広く

産業が営まれており、特に、第２次産業については、豊かな水を活用した化学、医療用機

器や輸送用関連産業等、広がりのある構造となっていることから、産業間の連携を強化す

るとともに、新たな産業用地を確保していくため、既存集落の維持に向けた住宅政策と併

せ、基幹道路やインターチェンジ周辺への産業誘導を図ります。 
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(5) 魅力ある都市空間とゆったりとした生活空間の形成 

中心市街地については、富士宮駅や富士山本宮浅間大社、静岡県富士山世界遺産センタ

ーを核とした本市の中心部にふさわしい都市機能の再構築と世界遺産のまちにふさわしい

魅力あふれるにぎわいの再生を図ります。 
また、地域住民の生活利便性を向上させるため、都市空間と生活空間を繋ぐ交通ネット

ワークの充実を図るとともに、公園や緑地帯の整備を積極的に推進するなど、緑豊かな都

市機能と富士山と調和した美しい景観の形成を目指します。 
 

(6) 集落環境の維持 

本市は、これまで多くの町や村との合併を繰り返しながら、市域を拡大し、発展してき

たことから、地域固有の文化や風土を守ることを通じて、地域における郷土愛の醸成や人

材の育成を図ります。 
また、先人から引き継がれてきた田園風景を適切に保全しながら、富士山の景観と調和

した緑豊かな集落環境の形成を図ることにより、旧町村役場などを中心とした集落拠点の

機能の維持を目指します。 

 
 

２ ゾーン別土地利用の方向 
市全体が調和の保たれた発展を成し遂げられるよう、市域を 5 つのゾーンに区分し、各

地域の特性を生かした土地利用の方向を定めます。 
この土地利用の方向は、各ゾーンにおける保全、活用及び整備の概念を示すものであ

り、具体的な土地利用計画については、国土利用計画富士宮市計画、富士宮市土地利用事

業の適正化に関する指導要綱、関係法令等により推進します。 

 

(1) 自然環境保全ゾーン  

 地質、野生の動植物等学術上貴重な資源が存在する地域、災害防止や水源かん養等の公

益的な役割を果たしている地域、富士山の景観上重要な地域等は、自然環境を保全するゾ

ーンとし、現状の保存及び森林資源の育成に努めるとともに、自然林への復元、自然と親

しむ施設の整備等を進めます。 

(2) 景観活用交流ゾーン  

 恵まれた自然環境や草原景観を保全するとともに、スポーツ・レクリエーション施設等

の自然と共生し調和する施設や、農林水産業の生産と連携した新成長産業の振興のための

活用を図ります。 
また、田園風景を保全するとともに、交流、体験学習施設等自然と歴史・文化が共存す

る地域特性を生かした活用を図ります。 
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(3) 産業振興ゾーン  

 富士山の景観や自然との調和に配慮しながら、新東名高速道路、国道 139 号、国道 469 号

（富士南麓道路）等の広域幹線道路や今後整備が計画されている富士富士宮道路により、都

市発展軸を生かした活用を図ります。 
既存の工業団地周辺、国道 139 号の北山インターチェンジ、上井出インターチェンジ周辺

については、地域振興のための産業誘導を進めます。 
また、市街地に近い新東名高速道路新富士インターチェンジ周辺及び基幹道路周辺につい

ては、交通利便性を生かし、優良農地や森林を適切に保全し、農林水産業を含めた産業の振

興を図ります。 

(4) 集落環境整備ゾーン 

 集落と農地が混在する市街地周辺の市街化調整区域は、集落環境の整備と農業生産性の

向上、並びに優良農地の保全及び活用に努めます。 
 また、集落の拠点となる官公庁施設、文教厚生施設等の施設が集積している地域につい

ては、地域の利便性と自立性を高めるため、地域のコミュニティ機能の充実を図るととも

に、地域特性を生かし、地場産業と連携した産業文化の創出を図ります。 

(5) 市街地整備ゾーン 

 世界遺産のまちづくり、良好な環境の住宅地、地域をネットワークする道路網等快適で

機能的な都市環境を整備するゾーンとします。 
特に、富士山本宮浅間大社周辺については、にぎわいのある世界遺産富士山のまちとし

てふさわしい整備を進めます。 
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◇ ゾーン別土地利用概念図 
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第 6 章  将来都市像の実現に向けたイメージ 
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基本目標 政策（目指すまちの姿）

（１）　コミュニティ活動（地域の人たちの交流や活動が、活発に行われています。）

（２）　多様性の尊重（誰もが互いに尊重し合い、個性と能力を発揮できる環境が保たれています。）

（３）　国際化・多文化共生（互いの文化を理解し、地域で国際化・多文化共生が進められています。）

（４）　交通安全（交通安全の意識が高く、事故のない環境が保たれています。）

（５）　防犯・消費生活（犯罪を未然に防止し、安全・安心な暮らしが保たれています。）

（６）　防災・減災（自助・共助が実践され、地域の防災力が維持されています。）

（７）　消防（災害や事故に対して、迅速に対応できる体制が確保されています。）

（１）　地球環境（地球環境の保全に向けて、エネルギーを有効に利用しています。）

（２）　生活環境（環境にやさしい持続可能なまちになっています。）

（３）　自然環境（大切な自然環境を守り育てています。）

（４）　景観（富士山が美しく映える景観が創られています。）

（５）　花と緑・水辺（花と緑と水辺から、潤いと安らぎを感じています。）

（６）　水利用（限りある水資源を守り、有効に活用されています。）

（１）　こども・若者・子育て（こども・若者・子育て家庭の思いが実り、笑顔があふれています。）

（２）　青少年健全育成（地域ぐるみで、心身ともに健全な青少年を育む体制が整えられています。）

（３）　学校教育（豊かな人間性や社会性を持つ児童生徒が育っています。）

（４）　文化・芸術（地域の歴史・文化を学び、郷土に愛着を感じる心豊かな人が育まれています。）

（５）　スポーツ・レクリエーション

　　　　　　　　　　（それぞれの興味や関心に合わせて、誰もが気軽にスポーツに親しんでいます。）

（６）　生涯学習（多様な学習機会が確保され、誰もが生涯にわたって学び続けています。）

（１）　健康づくり（共に助け合い、誰もが健康で安心して暮らしています。）

（２）　医療（地域医療が充実し、安心して医療が受けられています。）

（３）　地域福祉（誰もが生きがいや役割を持ち、地域で支え合いながら暮らし続けています。）

（４）　高齢者福祉（高齢者が、生きがいと尊厳を持って元気に暮らしています。）

（５）　障がい者福祉（障がいのある人が、住み慣れた地域で自分らしく暮らしています。）

（６）　社会保障（誰もが必要な支援を受けられ、安心して生活が続けられています。）

（１）　労働・雇用（多様な人材が、安心していきいきと働き続けています。）

（２）　企業誘致・留置（人と地域を生かした豊かな産業が集積されています。）

（３）　商工業（中小企業等事業者が地域経済の原動力となり、まち全体が活力にみなぎっています。）

（４）　観光（観光資源の魅力を認知し、自信と誇りを持って市外の人におすすめするまちになっています。）

（５）　農林水産業（富士山の恵みを活かした農林水産業が営まれています。）

（６）　食（富士山の豊かな水に育まれた食を、誰もが楽しめるまちになっています。）

（１）　市街地整備（回遊性のある機能的な市街地が創出され、快適に生活を営んでいます。）

（２）　道路（誰もが安全で快適に道路を利用しています。）

（３）　公共交通（誰もが移動に困らない便利な公共交通ネットワークが構築されています。）

（４）　住宅・住環境（安心して長く暮らし続ける住宅が確保されています。）

（５）　治山・治水（自然災害等に対する備えが進んでいます。）

（６）　公園（誰もが公園で心癒され、楽しんでいます。）

（７）　上下水道（安全な水の供給と処理により、清潔で快適な暮らしが保たれています。）

（１）　行財政運営（変化やニーズに柔軟に対応した持続可能な行財政運営が図られています。）

（２）　市民協働

　　　　（協働の輪が広がり、多様なつながりが創出され、市民主体による活動が地域の魅力を高めています。）

（３）　広聴広報（市政情報が正確かつ迅速に提供され、魅力的なまちと感じる人が増えています。）

（４）　まちのブランド形成（地域資源や魅力が効果的に発信され、様々な人から高い評価が得られています。）

（５）　デジタル社会（安全に共有された情報が活用されることにより、地域の幸福度が向上しています。）

分野別の基本目標と政策の体系

４ 健康・福祉

誰もが健やかで安心できる暮らしを

地域で支えるまちづくり

５ 産業

富士山の恵みを活かした産業振興と

働きやすさの両立したまちづくり

６ 都市整備

富士山の魅力を活かした

快適な居住環境を創造するまちづくり

７ 共創

便利で質の高い行政サービスを

市民と共に創るまちづくり

１ くらし・安全

共に支え合い、

安全・安心に暮らせるまちづくり

２ 環境

富士山の恵みに育まれた環境を

未来へつなぐまちづくり

３ こども・教育文化

こどもが健やかに成長し、

心豊かな人が育つまちづくり
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第６次富士宮市総合計画 

前期基本計画 

４つの取組を推進するための重点プロジェクト 案 

 

 
取組１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

取組２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

取組３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

取組４ 明るい未来を支える人づくり 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり   

世界遺産「富士山」をはじめとする地域の魅力を活用して、まちににぎわいを創り出すとともに、

市民にとっても住み続けたいと感じる魅力的なまちづくりに取り組みます。 
 

■■■■■■ 主な取組 ■■■■■■ 

プロジェクト１ 市民が誇れる品格ある美しいまちを形成する 
本市が有する富士山世界文化遺産の構成資産をはじめとする豊かな歴史・文化資源について、そ

の文化的価値を高める整備を行い、市民の郷土に対する誇りと愛着を育みます。 
とりわけ、富士山本宮浅間大社と白糸ノ滝周辺については、「清流の美」、「空間の美」、「庭園の美」

をコンセプトに、美しく品格があり心癒される空間として整備し、市民だけでなく国内外からの多

くの来訪者で賑わう拠点的な地域となるよう本市のイメージアップを図ります。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

景観資源の保全と活

用 
（2-4-1） 

富士山を中心とした自然景観を保

全するとともに、地域の景観資源

を活用します。 

景観形成推進事業 
景観啓発事業 

花と緑のまちづくり

推進 
（2-5-1） 

美しい花いっぱいのまちづくり運

動を通じて、市民協働による花壇

づくりやフラワーポット設置など

の緑化を継続し、彩りのある空間

づくりを進めます。 

美しい花いっぱいのまちづくり

事業 
 

水辺空間の形成 
（2-5-2） 

富士山からの豊かな湧水を保全・

活用するため、湧水池の保全や、く

つろぎや潤いを感じられる親水空

間の活用と整備を進め、湧水の魅

力を発信します。 

神田川左岸整備事業 

世界文化遺産富士山

の継承 
（3-4-1） 

世界文化遺産の本質的価値を高め

るよう、史跡富士山や名勝・天然記

念物「白糸ノ滝」などの構成資産の

整備を進めます。 

世界遺産構成資産環境整備事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

文化財の保存・活用 
（3-4-3） 

市内文化財の把握や調査研究を進

め、市の魅力を掘り起こすととも

に、文化財を適切な方法や環境で

保存管理し、歴史・文化を後世に守

り伝えていきます。 

文化財保存・活用事業 
（仮称）郷土史博物館事業 
 

観光ブランディング

戦略の構築 
（5-4-1） 

観光資源の魅力や特徴をもとに、

統一的なブランドイメージやブラ

ンドメッセージを広く活用し、国

内外からの認知度を高めます。 

観光振興事業 

地域資源を活かした

まちづくりの推進 
（6-1-3） 

富士山本宮浅間大社や富士山世界

遺産センターを中心に、回遊性の

向上を図り、門前町としてのにぎ

わいと癒しの空間を創出します。 

世界遺産のまちづくり推進事業 

魅力の発掘・向上によ

るシビックプライド

の醸成 
（7-4-1） 

市民が地域のことを知り、関心を

深めるために、まちの魅力や課題

を取り上げ、市について知る機会、

考える機会を提供します。 

シティセールス推進事業 
地域間交流事業 
情報発信推進事業 

プロジェクト２ 歩いて楽しめる魅力ある中心市街地を形成する 
中心市街地のにぎわい創出に向けて、その核となる施設の整備や新たな出店を支援するとともに、

商店街においてイベントの開催を促す等により、歩いて楽しめる魅力的な地域を形成し、市民や来

訪者による回遊を促します。 
また、JR 富士宮駅周辺においては、世界遺産のまちの玄関口としてふさわしい景観とユニバーサ

ルデザインに配慮した空間とするため、既存の施設を活かしつつ、待合所やトイレ、サインなどを新

たに整備します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

花と緑のまちづくり

推進 
（2-5-1） 

美しい花いっぱいのまちづくり運

動を通じて、市民協働による花壇

づくりやフラワーポット設置など

の緑化を継続し、彩りのある空間

づくりを進めます。 

美しい花いっぱいのまちづくり

事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

水辺空間の形成 
（2-5-2） 

富士山からの豊かな湧水を保全・

活用するため、湧水池の保全や、く

つろぎや潤いを感じられる親水空

間の活用と整備を進め、湧水の魅

力を発信します。 

神田川左岸整備事業 
 

まちのにぎわいづく

りの推進 
（5-3-3） 

商店街の活性化を図るための企画

やイベント等への支援を行い、ま

ちなかのにぎわい創出を図りま

す。 

商工業振興事業 

受け入れ態勢の整備

による誘客の促進 
（5-4-3） 

ホテル誘致や施設整備などを通じ

て、観光客がゆっくりと安心して

滞在できる環境づくりに取り組み

ます。 

宿泊施設等誘致事業 

市街地の都市機能の

向上 
(6-1-2) 

富士宮駅周辺を中心に景観やユニ

バーサルデザインに配慮した、効

果的な整備を進めます。 

富士宮駅前広場等施設整備事業 

地域資源を活かした

まちづくりの推進 
（6-1-3） 

富士山本宮浅間大社や富士山世界

遺産センターを中心に、回遊性の

向上を図り、門前町としてのにぎ

わいと癒しを創出します。 

世界遺産のまちづくり推進事業 

快適な交通環境の確

保 
（6-2-1） 

歩行者や自転車等が安全で快適に

利用できるよう歩道空間や自転車

走行空間の整備を進めます。 

市道新設改良事業 
無電柱化推進事業 
交通安全施設整備事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

プロジェクト３ 自然を守り活用することで、地域の力を未来へつなぐ 
本市の豊かな自然を守ることは、市民の暮らしを豊かにし、地域の経済と健康を守る最善の投資

であり、市民が誇りを持てる自然豊かなまちを築く礎となることから、自然を守りそれを最大限活

用する取組を通じて、自然が私たちに与える様々な恩恵や機能を地域へ還元し、気候変動対策・防

災・資源循環・健康づくりに結びつけるなど、誰も取り残さない持続可能な社会を目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

地域の防災・減災力の

向上 
（1-6-1） 

湧水の異常出水対策を素早く実施

するため、地下水位を常時観測し、

異常出水時の体制移行に備えま

す。 

地下水保全対策事業 

良好な生活環境の確

保 
（2-2-2） 

大気汚染・水質汚濁・化学物質等の

環境監視測定を継続的に実施し、

必要な対策につなげることで生活

環境の保全を図ります。 

環境監視測定事業 

生物多様性保全の推

進 
（2-3-1） 

自然保護団体等と連携し、多様な

生態系の保全に努めるとともに、

草原環境や湿原環境の保全活動を

継続します。 

生物多様性地域戦略推進事業 
自然公園管理事業 

自然環境の保全と活

用 
（2-3-2） 

自然観察会の開催などを通じて、

自然とのふれあいや希少種などへ

の理解を深めます。 

自然環境保全事業 

景観資源の保全と活

用 
（2-4-1） 

貴重な史跡や歴史的建造物など、

地域の景観資源の保全と活用に努

めます。 

景観形成推進事業 

地下水・湧水の保全と

活用 
（2-6-1） 

観測井で地下水位の定点観測を実

施するとともに、水源保全監視員

等による湧水池の巡視活動を実施

します。 

地下水保全対策事業 

持続的発展に向けた

産業基盤の強化 
（5-2-1） 

富士山の湧水や豊かな自然など、

本市が有する豊富な地域資源と密

接に関連したバランスの良い産業

構造を目指します。 

企業立地推進事業 

農林水産業資源の保

全と活用 
（5-5-3） 

畜産堆肥の利用促進や、Ｊ－クレ

ジット制度を活用した、市有林の

適切な管理、森林環境譲与税を活

用した、森林・林業の普及啓発事業

を促進します。 

森林環境整備事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

プロジェクト４ 市民の日常の楽しみを創出し、地域活動の充実を図る 
地域の祭りやイベント、市民活動等を通じて地域の魅力を発信し、住民同士の交流促進を図るこ

とで、まち全体の活性化と市民の満足度向上を実現します。 
また、多世代が気軽に参加できるスポーツ環境の整備や魅力的な生涯学習メニューの提供を行う

ことにより、市民一人ひとりが日常生活の中で新しい発見や交流を楽しめる仕組みづくりを推進し

ます。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

地域交流拠点の充実 
（1-1-1） 

地域の交流拠点である交流センタ

ーを核に、地域における社会教育

活動や交流活動の活性化を促進す

るとともに、自治会活動の拠点と

なる区民館等の整備や、コミュニ

ティ広場等の用地取得に係る費用

の補助を行います。 

地域交流拠点施設整備事業 

地域コミュニティ団

体への活動支援 
（1-1-2） 

自治会活動の活性化を支援すると

ともに、自治会長に対する研修会

等の開催を通じ自治会の連携・強

化を図ります。 

自治振興事業 

多文化共生社会の推

進 
（1-3-2） 

外国人市民が地域の行事や活動に

積極的に参加できる地域づくりを

進めるため、やさしい日本語の普

及啓発や日本語学習支援を充実さ

せ、相互理解できる環境づくりを

進めます。 

多文化共生事業 

文化芸術活動の活性

化 
（3-4-2） 

市民が気軽に文化芸術に親しみ、

鑑賞・発表・体験できる機会を創

出するとともに、文化芸術活動に

取り組む市民や団体を支援し、活

動発表の場の整備・活用を図りま

す。 

市民文化祭事業 
市民芸術祭事業 

スポーツに親しむ環

境づくりの推進 
（3-5-1） 

誰もが、一人ひとりの体力や好み

に合わせて選択できるスポーツ教

室やスポーツイベントの充実を図

り、生涯にわたってスポーツに親

しめる環境を整備します。 

スポーツ交流事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

誰もが学び合える学

習活動の推進 
（3-6-1） 

生涯学習活動の啓発や相談・支援

を行うとともに、ＩＣＴの活用な

ど多様な学習機会の提供や情報発

信を行います。 

地区公民館事業 
読書と読み聞かせ推進事業 

プロジェクト５ 地域と人の魅力を活かして、観光客の滞在時間を延ばす 
朝霧高原と富士山本宮浅間大社周辺、芝川地区の各エリア間の回遊促進とそれを受け入れる宿泊

機能の整備を図ることで、来訪者がより長く、市内全体で充実した滞在を楽しめる環境整備を目指

します。 
また、富士山とともに歩んできた本市ならではの歴史・文化を資源として最大限活用し、市民と

来訪者双方が満足できる持続可能な観光振興を図ります。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

景観資源の保全と活

用 
（2-4-1） 

貴重な史跡や歴史的建造物など、

地域の景観資源の保全と活用に努

めます。 

景観形成推進事業 

世界文化遺産富士山

の継承 
（3-4-1） 

世界文化遺産富士山の価値を伝え

るとともに、国内外からの来訪者

を円滑に受入れるための整備等を

進めます。 

世界遺産のまちづくり推進事業 

文化財の保存・活用 
（3-4-3） 

市内文化財の把握や調査研究を進

め、市の魅力を掘り起こすととも

に、文化財を適切な方法や環境で

保存管理し、歴史・文化を後世に守

り伝えていきます。 

文化財保存・活用事業 
（仮称）郷土史博物館事業 
 

スポーツを活かした

まちづくりの推進 
（3-5-2） 

市が誘致する国際大会、全国大会

などを通じて、交流と賑わいを創

出するとともに、スポーツを楽し

みながら、地域の観光や歴史など

に触れるスポーツツーリズムに取

り組みます。 

スポーツ交流事業 
スポーツ大会誘致事業 

観光ブランディング

戦略の構築 
（5-4-1） 

観光資源の魅力や特徴をもとに、

統一的なブランドイメージやブラ

ンドメッセージを広く活用し、国

内外からの認知度を高めます。 

観光振興事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

観光マーケティング

の推進と観光プロモ

ーションの強化 
（5-4-2） 

観光客のニーズや動向を調査・分

析するとともに、観光資源創出や

掘り起こし、結び付け、磨き上げを

行い、観光客の誘客を図ります。 

観光振興事業 

受け入れ態勢の整備

による誘客の促進 
（5-4-3） 

ホテル誘致や施設整備などを通じ

て、観光客がゆっくりと安心して

滞在できる環境づくりに取り組み

ます。 

宿泊施設等誘致事業 

地域資源を活かした

まちづくりの推進 
（6-1-3） 

富士山本宮浅間大社や富士山世界

遺産センターを中心に、回遊性の

向上を図り、門前町としてのにぎ

わいを創出します。 

世界遺産のまちづくり推進事業 

 

プロジェクト６ 富士宮市で暮らす魅力を再発見・再認識する 
豊かな「自然」、「歴史・文化」、「食」、そしてそこで暮らす「人」の魅力といった本市ならでは

の魅力の創出や磨き上げ、結び付けを行い、市民がその魅力を体験・体感する機会を創出すること

により、市民の本市に対する誇りや愛着を育みます。 
また、様々な関連する団体等と連携しながら、本市の魅力を主体的に情報発信する仕掛けづくり

を行い、市内外の多くの人たちに選ばれるまちになることを目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

花と緑のまちづくり

の推進 
（2-5-1） 

美しい花いっぱいのまちづくり運

動を通じて、市民協働による花壇

づくりやフラワーポット設置など

の緑化を継続し、彩りのある空間

づくりを進めます。 

美しい花いっぱいのまちづくり

事業 

水辺空間の形成 
（2-5-2） 

富士山からの豊かな湧水を保全・

活用するため、湧水池の保全や、

くつろぎや潤いを感じられる親水

空間の活用と整備を進め、湧水の

魅力を発信します。 

神田川左岸整備事業 

若者の思いが実る環

境づくり 
（3-1-4） 

若者の探求心と創造性を養い、自

発的に挑戦できる機会を創出する

ことで、自分らしい未来を切り拓

く力を育みます。 

地域間交流事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

文化財の保存・活用 
（3-4-3） 

市内文化財の把握や調査研究を進

め、市の魅力を掘り起こすととも

に、文化財を適切な方法や環境で

保存管理し、歴史・文化を後世に

守り伝えていきます。 

文化財保存・活用事業 
（仮称）郷土史博物館事業 

戦略的なシティプロ

モーションの推進 
（7-3-2） 

市が持つ様々な魅力を市内外に広

く発信し、市のイメージアップを

図ります。 

情報発信推進事業 
ホームページ発信事業 

魅力の発掘・向上によ

るシビックプライド

の醸成 
（7-4-1） 

市民が地域のことを知り、関心を

深めるために、まちの魅力や課題

を取り上げ、市について知る機会、

考える機会を提供します。 

シティセールス推進事業 
地域間交流事業 
情報発信推進事業 

「地食健身」の推進に

よるシビックプライ

ドの醸成 
（5-6-2） 

地場産品を活用した講座等を行う

ことで、生産者の想いを知り、地

元食材への理解を深めるとともに

地産地消を進めます。 

食のまちづくり推進事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
１ 地域の魅力を活かしたにぎわいづくり 

 
 

■■■■■■ 成果指標（ＫＰＩ） ■■■■■■ 

客観指標 

指 標 
基準値 

（令和６年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
1 人あたり平均観光消費額（宿泊費を除く） ４，０００円 ４，５００円 
観光客数 ５８６万人 ６４５万人 
宿泊客数 ２７万人 ２９万人 
富士宮市公式ＳＮＳの登録者数 ５４，６９６人 ８４，０００人 

 

主観指標 

指 標 
基準値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
富士宮市は賑わいがあり魅力的なまちであると思う

人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

 
 

２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり   

人口減少が進む中、市民一人ひとりが協力し合い、安心して暮らせる生活環境や希望を持てる就

労環境を整え、若者や女性にも住みたいと思われるまちづくりに取り組みます。 
 

■■■■■■ 主な取組 ■■■■■■ 

プロジェクト１ 出会いをつなぎ、結婚・出産までを共に育む 
結婚・出産を希望する人に、精神的な不安や経済的な負担などから結婚や出産をためらうことが

ないように、将来の生活に希望を持てる機会の創出と意識の醸成を図ります。 
また、若者や女性が将来設計を描きやすい各ライフステージを見守る温かな社会的サポート体制

を構築し、安心して暮らせる地域づくりを目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

地域における子育ち・

子育て支援の推進 
（3-1-1） 

子を望む家庭や妊産婦及び乳幼児

の相談支援体制を構築し、切れ目

のない包括的な支援を行います。 

不妊・不育症治療費助成事業 
母子健康相談・健康教育・訪問事

業 
産後ケア事業 
子育て応援ヘルパー等派遣事業 

若者の思いが実る環

境づくり 
（3-1-4） 

出会いから結婚、妊娠、出産、子育

てにかけて、希望する若い世代を

切れ目なく支援します。 

出会い・交流応援事業 
結婚新生活支援事業 
不妊・不育治療費助成事業 

魅力的な就労環境の

創出 
（5-1-1） 

市内企業におけるワーク・ライフ・

バランスを推進し、誰もが安心し

て働くことができる環境整備に努

めます。 

勤労者福祉事業 
富士山 SDGs 人材マッチング事

業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

 
 

プロジェクト２ 地域が一体となって、子育てを応援する 
子育てする人が孤立することなく、安心して暮らしていけるように、各種相談体制を充実すると

ともに、保護者同士や地域の支援者等と気軽に交流できる機会を創出します。 
また、子育てする人が、仕事などの社会活動を行えるように、保育や放課後児童クラブ等の受入れ

を充実させるともに、育児休業の取得などを積極的に促す子育て応援企業を推奨し、地域全体で子

育て環境を底上げします。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

地域における子育ち・

子育て支援の推進 
（3-1-1） 

地域における子ども・子育て支援事

業の提供体制の充実を図るととも

に、市民や企業などとの交流・連携

を行うことにより、地域全体で子育

てを行う機運を高めます。 

放課後児童健全育成事業 
母子健康相談・健康教育・訪問

事業 
産後ケア事業 
子育て応援ヘルパー等派遣事

業 
保育・就学前教育の体

制確保及び推進 
（3-1-2） 

保育園、認定こども園、小規模保育

所、幼稚園等においてこどもの健や

かな育ちにつながるきめ細やかで

質の高い保育・教育を推進します。 

就学前教育・保育施設整備事業 
 

こどもや家庭への多

角的な支援 
（3-1-3） 

関係機関との連携を図り、発達が気

になるこどもの早期発見に努め、助

言や指導を行うとともに、各種手当

や給付金の支給、こども医療費の助

成等により、出産や子育てに伴う家

計負担の軽減を図ります。 

こども医療費助成事業 
５歳児健康診査等乳幼児健康

診査事業 

若者の思いが実る環

境づくり 
（3-1-4） 

こどもの誕生前から乳幼児期まで

の子育てを支援します。 
つながるおでかけサポート事

業 
子育てサポーター養成事業 

育成環境の充実 
（3-2-2） 

家庭教育学級、地域の青少年声掛け

運動、地域学校協働活動推進によ

り、家庭と地域の教育力の向上を図

るとともに、青少年相談センターで

は、様々な相談に応じるため、学校

や福祉部門と連携を図りながら、教

育相談・体制の強化を図ります。 

青少年教育相談事業 
地域学校協働本部事業 

学校・家庭・地域が連

携・協働した教育の推

進 
（3-3-2） 

学校・家庭・地域が連携・協働し、

社会全体でこどもを支え育んでい

くコミュニティ・スクール・地域学

校協働活動を推進します。 

コミュニティ・スクール推進事

業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

 
 

保険・予防の推進 
（4-1-2） 

妊娠・出産・子育ての切れ目ない支

援の充実を図るため、児童福祉との

一体的支援体制のもと、地域や関係

機関と連携を強化し、継続した支援

に努めます。 

健康診査事業 

魅力的な就労環境の

創出 
（5-1-1） 

市内企業におけるワーク・ライフ・

バランスを推進し、誰もが安心して

働くことができる環境整備に努め

ます。 

勤労者福祉事業 
富士山 SDGs 人材マッチング事

業 

多様なニーズに対応

した公園の整備の推

進 
（6-6-1） 

地域及び利用者のニーズや目的等

を考慮しながら、子どもから高齢者

まで幅広い世代が気軽に訪れ、心癒

され、楽しめる公園づくりを進めま

す。 

都市公園等整備事業 

プロジェクト３ 魅力的な仕事と多様な働き方の選択肢を提供する 
優良企業の誘致や既存企業の留置、サテライトオフィスの誘致等を積極的に進め、多様な働く場

や働き方の選択肢を提供することで、特に若者や女性が安心して長期的に暮らし、働き続けられる

環境整備を図ります。 
また、若者や女性をはじめとする全ての市民が希望に応じた仕事や働き方を市内で実現できるよ

うにするため、市内事業所等と協力して起業やスタートアップ支援、事業承継など、事業者の抱え

る様々な課題の解決に向けた伴走型支援を行います。 
 
（関連する主な取組） 

具体的な施策 
(基本目標-政策-施策) 

概 要 取 組 

多様性についての理

解の促進 
（1-2-1） 

女性の活躍の場を広げ、働きやす

く、仕事と生活のバランスがとれ

た、誰もが活躍できる環境をつくり

ます。 

男女共同参画推進事業 

地域における子育ち・

子育て支援の推進 
（3-1-1） 

地域における子ども・子育て支援事

業の提供体制の充実を図るととも

に、市民や企業などとの交流・連携

を行うことにより、地域全体で子育

てを行う機運を高めます。 

放課後児童健全育成事業 
子育て応援ヘルパー等派遣事

業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

 
 

魅力的な就労環境の

創出 
（5-1-1） 

市内企業におけるワーク・ライフ・

バランスを推進し、誰もが安心して

働くことができる環境整備に努め

ます。 

勤労者福祉事業 
富士山ＳＤＧｓ人材マッチン

グ事業 

地域に根差した人材

の確保 
（5-1-2） 

将来の人材確保に向け、若い年代か

ら働くこと・地元企業を知ってもら

うことを目的に、市内の小中学生や

高校生に対し企業紹介を行うなど、

地元で働くことに対する機運の醸

成に努めます。 

ＵＩＪターン者就業支援事業 

戦略的な企業誘致・留

置の推進 
（5-2-2） 

首都圏等にあるＩＴ企業や先進企

業等の誘致により、多種・多様な働

く場の創出につなげるとともに、進

出企業と市内の既存企業の交流と

連携を促し、新産業及び成長産業へ

の参入支援を図ります。 

企業立地推進事業 

 

プロジェクト４ 若い世代に多様な住環境の選択肢を供給する 
富士山をはじめとする本市の豊かな地域資源や暮らしやすい環境、住宅取得に対する優位性を生

かして、若い世代のニーズや多様なライフスタイルにも柔軟に対応した住宅供給を促進し、移住・

定住しやすい環境づくりを目指します。 
また、空き家の発生を抑制する取組の強化を図るため、中古住宅の安全を確保した上で流通を促

すための住宅リフォームに係る助成を行います。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概 要 取 組 

ゼロカーボンシティ

の推進 
（3-1-2） 

建築物の再生可能エネルギーの導

入やＺＥＨ・ＺＥＢ化等を推進しま

す。 

ゼロカーボンシティ推進事業 
再生可能エネルギー推進事業 

魅力的な就労環境の

創出 
（5-1-1） 

中小企業の福利厚生の充実を支援

するとともに、融資制度等を通じて

勤労者の安定的な生活を支援しま

す。 

勤労者福祉事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

 
 

公共交通ネットワー

クの充実 
（6-3-1） 

ＡＩや情報通信技術を活用し、広い

世代に配慮した利便性の高い交通

システムを検討していきます。 

生活交通確保対策事業 

快適な居住環境の整

備 
（6-4-1） 

市民がいつでも安心して暮らせる

よう、環境に配慮した住宅の推進な

ど、居住環境の整備に努めます。 

若い世代の住生活の支援 

空き家対策の推進 
（6-4-2） 

空き家は今後も増加することが見

込まれるため、空き家の状況に応じ

た除却補助金の活用、移住者が居住

する場合に改修補助金を交付する

など、空き家対策の適切な対応を進

めます。 

空き家対策支援事業 

地域特性を生かした

集落環境の形成 
（6-4-3） 

周辺の自然環境と調和した、ゆとり

ある良好な居住環境が見込まれる

郊外部において、優良田園住宅制度

を推進します。 

優良田園住宅制度 

移住・定住の促進 
（7-4-1） 

地域住民や地元企業などと連携し、

移住定住プロモーションを効果的

に展開するとともに、移住希望者の

ニーズにあった支援に取り組みま

す。 

移住・定住促進事業 
シティセールス推進事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

 
 

プロジェクト５ 地域の未来を拓くＵＩＪターンを促進する 
市外、県外等の大学へ進学した学生が、就職時の「宮帰り（Ｕターン）」を選択できる取組を推

進するため、キャリア教育などを通じて市内の企業と接する機会を増やすとともに、市内の企業の

情報を効果的に発信します。 
また、移住定住サポーターや相談窓口を充実させて、多様なニーズに対応したきめ細かな移住支

援を行うなど、地方での暮らしを希望する人を受け入れるための取組を首都圏中心に推進します。 
 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

若者の思いが実る環

境づくり 
（3-1-4） 

若者の探求心と創造性を養い、自発

的に挑戦できる機会を創出するこ

とで、自分らしい未来を切り拓く力

を育みます。 

地域間交流事業 

魅力的な就労環境の

創出 
（5-1-1） 

市内企業におけるワーク・ライフ・

バランスを推進し、誰もが安心して

働くことができる環境整備に努め

ます。 

勤労者福祉事業 
富士山ＳＤＧｓ人材マッチン

グ事業 

戦略的な企業誘致・留

置の推進 
首都圏等にあるＩＴ企業や先進企

業等の誘致により、多種・多様な働

く場の創出につなげます。 

企業立地推進事業 

地域に根差した人材

の確保 
（5-1-2） 

将来の人材確保に向け、若い年代か

ら働くこと・地元企業を知ってもら

うことを目的に、市内の小中学生や

高校生に対し企業紹介を行うなど、

地元で働くことに対する機運の醸

成に努めます。 

ＵＩＪターン者就業支援事業 

戦略的なシティプロ

モーションの推進 
（7-3-2） 

市が持つ様々な魅力を市内外に広

く発信し、市のイメージアップを図

ります。 

情報発信推進事業 
ホームページ発信事業 

移住・定住の促進 
（7-4-1） 

地域住民や地元企業などと連携し、

移住定住プロモーションを効果的

に展開するとともに、移住希望者の

ニーズにあった支援に取り組みま

す。 

移住・定住促進事業 
シティセールス推進事業 

 
  

- 54 -



４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
２ 若者や女性にも選ばれる地域づくり 

 
 

■■■■■■ 成果指標（ＫＰＩ） ■■■■■■ 

客観指標 

指 標 
基準値 

（令和６年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
出生率（人口千人当たり） ４．５人 ４．５人 
移住相談窓口を利用した県外からの移住者数（累計） １３４人 ７５０人 

主観指標 

指 標 
基準値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
富士宮市は若者や女性が住みたいと思うような魅力

的なまちであると思う人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

 

３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり   

予測が難しい自然災害などへの備えはもとより、医療や福祉、地域コミュニティが充実し、年齢を

問わず誰もが健康で安心して暮らせるまちづくりに取り組みます。 
 

■■■■■■ 主な取組 ■■■■■■ 

プロジェクト１ 地域のつながりを強化し、災害リスクに対する不安をなくす 
様々な自然災害を想定し、災害時の備蓄品の確保や、多様な情報伝達手段の構築、地域住民の防

災意識の向上を図ることで、災害発生時の迅速な対応と被害最小化に努めます。 
また、自主防災組織の強化や、事業所の BCP 計画の策定・推進などにより、地域の防災・減災

力を高めるとともに、再生可能エネルギーや蓄電池の導入を促進し、災害時にも電力やガス等のエ

ネルギーが供給・消費できる地域づくりを目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

地域の防災・減災力の

向上 
(1-6-1) 

防災研修や各種訓練の実施によ

り、自主防災会による「自助」「共

助」の意識の向上を図り、地域防

災を担う人材を育成します。 

防災教育・訓練事業 

防災・減災基盤の強靭

化 
(1-6-2) 

地域防災計画や国土強靱化計画等

の見直しにより、総合的な防災対

策に努めるとともに、異常気象や

災害時における物資の受援、被災

者支援などのシステム化を目指し

ます。 

富士宮市事前都市復興計画推進

事業 
防災教育・訓練事業 

消防体制の強化 
(1-7-1) 

消防体制充実のため、車両更新、

資機材整備を実施するとともに消

防職・団員の資質向上を図る等、

消防力の強化に取り組みます。 

消防団活動事業 
消防車両等更新事業 

ゼロカーボンシティ

の推進 
(2-1-3) 

地域資源を活用した再生可能エネ

ルギーの導入や次世代型太陽電池

の導入を推進し、脱炭素化を図り

ます。 

再生可能エネルギー推進事業 
ゼロカーボンシティ推進事業 

地域医療体制の確保 
(4-2-1) 

災害時等医療救護体制の強化に努

めます。 
富士宮市災害時等医療救護計画

の推進 

- 56 -



４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

 

市立病院の医療環境

の充実 
(4-2-2) 

災害拠点病院として的確に対応で

きる職員及びＤＭＡＴの育成に努

めます。 

災害医療技能の習得促進 

道路ネットワークの

充実 
(6-2-2) 

災害発生の恐れのある個所をパト

ロールし現状を把握するととも

に、緊急輸送路の無電柱化などを

進め災害時の緊急車両の通行を確

保します。 

無電柱化推進事業 

治山・治水事業の推進 
(6-5-1) 

大雨などによる市街地の浸水被害

に対応するため、公共下水道事業

による雨水渠や都市下水路の整備

及び監視体制の強化に努めます。 

公共下水道事業（雨水事業） 

砂防事業の推進 
(6-5-2) 

大沢崩れを中心とした砂防指定地

の施設整備を国や県に要請すると

ともに、砂防指定地外でも危険な

河川・渓流の整備について、協議

し進めていきます。 

砂防推進事業 
河川等維持管理事業 

災害未然防止の対応 
(6-5-3) 

無許可・無届の森林開発等による

土地の造成・違法な盛土に対応で

きるよう巡視を行い、関係部署及

び関係機関との連携を図り、迅速

な対応を行います。 

関係機関と連携した森林開発等

に関する違法盛土対策 

効果的できめ細やか

な情報発信の推進 
(7-3-1) 

伝える相手や内容によって複数の

広報媒体を適切に組み合わせ、見

やすさや分かりやすい表現を重視

して、効果的な広報を行います。 

情報発信推進事業 

 
  

- 57 -



４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

 

プロジェクト２ 暮らしを守るインフラの整備で、安全・安心なまちを実現する 
急激な自然環境の変化や人口減少の加速化、高度成長期に整備したインフラの老朽化などの課題

に直面する中、こうした現状を踏まえながらも、暮らしを日常から守り、万一の事態にも強く対応で

きる仕組みを整えます。 
防災・減災と国土強靱化を軸とした安全基盤の強化、インフラの長寿命化と維持管理の徹底、移動

と交通の安全・利便性を高める交通インフラの整備を行うことにより、未来につながる安全・安心の

まちを目指します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概 要 取 組 

交通安全施設等の整

備 
(1-4-3) 

通学路及び未就学児が集団で日常

的に移動する経路等を中心に、反

射鏡（カーブミラー）、区画線、道

路照明灯等の整備を進めます。 

交通安全施設維持管理事業 

防災・減災基盤の強靭

化 
(1-6-2) 

建築物の耐震化・減災化を進める

とともに、生活者視点から避難所

の環境改善を目指し、防災倉庫の

設置や非常用食料等の備蓄と防災

資機材の整備に努めます。 

富士宮市事前都市復興計画推進

事業 
防災用施設・資機材等整備事業 

市街地の都市機能向

上 
(6-1-2) 

富士宮駅周辺を中心に景観やユニ

バーサルデザインに配慮した、効

果的な整備を進めます。 

富士宮駅前広場等施設整備事業 

快適な交通環境の確

保 
(6-2-1) 

道路パトロールを強化し、舗装や

施設等を日常的に点検し補修・修

繕などを行うとともに、舗装や橋

梁の長寿命化を計画的に進めま

す。また、地域を連携する道路や、

緊急車両の通行などを考慮し、移

動しやすい道路整備を進めます。 

舗装・橋りょう長寿命化修繕事

業 
無電柱化推進事業 

道路ネットワークの

充実 
(6-2-2) 

安全で快適な道路ネットワークを

形成するため、都市計画道路の整

備を進めます。 

都市計画道路整備事業 

広域幹線道路の整備

促進 
(6-2-3) 

隣接自治体との主要な連絡道路と

なる国道 469 号（富士南麓道路）

の整備促進、一般広域道路富士富

士宮道路の建設促進を関係機関に

強く働きかけます。 

国や県への要望活動 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

 

公共交通ネットワー

クの充実 
(6-3-1) 

ＡＩや情報通信技術を活用し、広

い世代に配慮した利便性の高い交

通システムを検討します。 

生活交通確保対策事業 

安全な生活用水の安

定した供給 
(6-7-1) 

水道施設や水道管の耐震化及び新

水源の開発を推進するとともに、

適正な維持管理を継続します。 

水道施設耐震化整備事業 
上水道老朽管布設替事業 
 

持続可能な下水道施

設の機能確保 
(6-7-2) 

下水道ストックマネジメント計画

に基づく施設の更新を行うと共

に、浄化センターの機能維持に努

めます。 

下水道ストックマネジメント計

画事業 

効率的・効果的なマネ

ジメントの推進 
(7-1-2) 

公共施設等の総合的かつ効果的な

管理運営を行い、効率的な行政運

営及び財政負担の軽減・平準化を

図ります。 

公共施設等総合管理事業 

プロジェクト３ 世代を超えて支え合い、地域が一体となって健康寿命を伸ばす 
高齢化が進む現代において、若い世代と高齢世代が互いに学び合い、地域全体の力を結集して病

気に対する予防と自立支援の強化を図ることにより、健康寿命の延伸を目指します。 
そのためには、日々の暮らしを支える仕組みづくりが重要であることから、世代を超えた支え合

いの仕組みを地域の基盤として定着させ、地域包括ケアの連携強化を核に、病気を未然に防ぎ、機

能低下を遅らせ、地域で支え合う循環を作る取組を強化します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

スポーツに親しむ環

境づくりの推進 
(3-5-1) 

誰もが、一人ひとりの体力や好み

に合わせて選択できるスポーツ教

室やスポーツイベントの充実を図

り、生涯にわたってスポーツに親

しめる環境を整備します。 

スポーツ交流事業 

健康づくりの推進 
(4-1-1) 

各世代の健康課題に対応した保健

事業に取り組むとともに、心の健

康づくりの推進のため、周知啓発

と支援体制の整備に努めます。 

健康診査事業 

保健・予防の推進 
(4-1-2) 

フレイルや要介護状態への移行を

予防するため、高齢者自身による

取組や地域活動への参加を支援す

るとともに、関係機関や団体と連

携し介護予防事業に取り組みま

す。 

介護予防事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

 

包括的な支援体制の

構築 
(4-3-2) 

地域福祉活動への住民参加を促す

人への支援、住民の交流の場・活

動拠点の整備、住民への研修など、

地域住民等が主体的に地域生活課

題を把握して解決を試みることが

できる環境を整備します。 

地域包括ケア推進事業 

自立と社会参加の促

進 
(4-4-1) 

高齢者がもつ知識・技術・経験を

生かし、地域で活躍できる場と機

会を確保し、ふじさんシニアクラ

ブ、シルバー人材センター等の高

齢者の活動を支援します。 

高齢者つながり・生きがい創出

事業 

地域生活支援体制の

充実 
(4-4-3) 

民・産・学・官・専門職・専門機関

等との連携による地域包括ケアシ

ステムを推進します。 

地域包括ケア推進事業 

「地食健身」の推進に

よるシビックプライ

ドの醸成 
(5-6-2) 

地場産品を活用した講座等を行う

ことで、生産者の想いを知り、地

元食材への理解を深めるとともに

地産地消を進めます。 

食のまちづくり推進事業 

 

プロジェクト４ 地域とともに、医療・福祉のネットワークを構築する 
少子高齢化や医療・介護ニーズの多様化が進む中、医師・看護師・介護従事者だけでなく、市

民、学校、企業、行政等が一体となって支え合う仕組みが求められていることから、互いの専門性

と地域資源を尊重し合い、情報と人材を適切に結ぶ医療・福祉のネットワークの構築を目指しま

す。 
また、地域の中核病院である市立病院については、病院 DX の推進や、施設改修、高度医療機器

の更新、かかりつけ医との連携強化等を推進し、市民へ良質な医療を提供します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

救急体制の整備 
(1-7-3) 

救急体制充実のため、メディカル

コントロール体制を通じて、医療

機関との連携を強化し、救急隊員

の養成及び資質向上を図るととも

に、応急救護体制を充実させるた

め救急車の適正利用の啓発及び救

命講習を実施します。 

救急医療体制充実事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
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地域医療体制の確保 
(4-2-1) 

医療機関及び関係団体等との連携

を強化し、地域医療環境を守り、

支えるための体制づくりに努めま

す。 

救急医療センター管理業務 
第二次救急医療機関補助 
在宅医療・介護連携推進事業 

市立病院の医療環境

の充実 
(4-2-2) 

地域の中核病院として急性期機能

の高度化を図るため、施設及び最

適な医療機器の整備を推進すると

ともに、病院ＤＸの推進により業

務の効率化及び患者サービスの向

上を図ります。 

市立病院施設設備整備事業 
病院情報システム更新及び病院

ＤＸ推進事業 
高度医療機器更新等整備事業 

包括的な支援体制の

構築 
(4-3-2) 

地域住民等が地域生活課題に関す

る相談を包括的に受け止め、情報

提供や助言を行うとともに、必要

に応じて支援関係機関につなぐこ

とのできる体制を整備します。 

重層的支援体制整備事業 

地域づくりを担う主

体間の連携の推進 
(4-3-3) 

地域住民が世代を超えた地域づく

りをできるようにするために、富

士宮市社会福祉協議会と協働し、

各地域における地区社会福祉協議

会を支援します。 

重層的支援体制整備事業 
社会福祉協議会支援事業 

地域生活支援体制の

充実 
(4-4-3) 

民・産・学・官・専門職・専門機関

等との連携による地域包括ケアシ

ステムを推進します。 

地域包括ケア推進事業 
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プロジェクト５ 安心して住み慣れた地域で暮らし続けられる環境を創出する 
全ての市民が住みたいと希望する場所で安心して生活を継続できるように、地域コミュニティの

維持・強化をはじめとする人と人とがつながる地域づくりを推進します。 
また、高齢者を敬い、地域全体で支え合う持続可能な生活環境を創出するため、買い物や移動手

段を維持するとともに、元気な高齢者の活動を応援する取組を進めます。 
さらに、行政手続のオンライン化や地域の実状を反映した行政サービスの提供を行うなど、そこ

に住む人たちの利便性やつながりを高めるためのデジタル技術の活用を推進します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

持続可能な地域コミ

ュニティづくりの促

進 
(1-1-3) 

幅広い世代が自治会活動に関わる

ことを促進するとともに、地域活

動の役割や必要性について市民に

情報提供を行い、コミュニティ意

識の向上を図ります。 

自治振興事業 

多文化共生社会の推

進 
(1-3-2) 

外国人市民が地域の行事や活動に

積極的に参加できる地域づくりを

進めるため、やさしい日本語の普

及啓発や日本語学習支援を充実さ

せ、相互理解できる環境づくりを

進めます。 

多文化共生事業 

防犯対策の強化と犯

罪被害者への支援 
(1-5-1) 

地域が一体となって犯罪を防止す

る体制の強化を図るとともに、犯

罪被害にあわれた方々への支援を

行います。 

防犯まちづくり推進事業 

包括的な支援体制の

構築 
(4-3-2) 

あらゆる地域住民が排除されず地

域社会に参画し、支え手側と受け

手側に分かれるのではなく、役割

を持ち、地域住民同士で支え合い

ながら共に生活していく地域づく

りを支援します。 

重層的支援体制整備事業 

自立と社会参加の促

進 
(4-4-1) 

高齢者がもつ知識や経験を生か

し、地域で活躍できる場と機会を

確保し、ふじさんシニアクラブ、

シルバー人材センター等の高齢者

の活動を支援します。 

高齢者つながり・生きがい創出

事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

 

福祉環境の整備・充実 
(4-4-2) 

増加する一人暮らしの高齢者等が

住み慣れた地域で尊厳を持って生

活できるよう、住民に身近な地域

で地域包括支援センターを設置す

るとともに、関係機関とのネット

ワークを強化し、多様なニーズに

対応できる体制の整備を推進しま

す。 

高齢者つながり・生きがい創出

事業 

地域生活支援体制の

充実 
(4-4-3) 

地域における高齢者等の困りごと

をもとに、住民等の多様な主体が

参画し、必要な支援の実現に向け

て取り組みます。 

在宅福祉事業 

安心して地域生活を

送るための支援 
(4-5-1) 

障がい者が自らの意思で必要な支

援を受けながら生活できるよう相

談及び支援体制を充実させ、適切

な障害福祉サービスの提供や補装

具の給付等を行います。 

地域生活支援事業 
障害福祉サービス事業 

官民連携による交通

システムの整備 
(6-3-3) 

地域の実情に即した移動支援な

ど、共創型の交通システムを推進

します。 

生活交通確保対策事業 

地域特性を活かした

集落環境の形成 
(6-4-3) 

郊外部における既存中心集落の拠

点性向上や、集落環境の整備を進

めるとともに、地域の特性を生か

した定住推進などを支援します。 

市街化調整区域集落拠点活性化

事業 

DX がもたらす市民サ

ービスの向上 
(7-5-1) 

自治体の窓口ＤＸ化を進め、行政

手続きがデジタルで完結する仕組

みを整備するとともに、住民等が

デジタル化の利便性を実感できる

ようなサービスを提供します。 

自治体ＤＸ推進事業（「ストレス

の無い窓口」事業） 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
３ 安心して健やかに暮らせる幸せづくり 

 

■■■■■■ 成果指標（ＫＰＩ） ■■■■■■ 

客観指標 

指 標 
基準値 

（令和６年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
自主防災組織による防災訓練実施率 ７０％ １００％ 
道路・橋りょう施設長寿命化率 
橋りょう長寿命化修繕化率 
舗装長寿命化修繕化率 
※舗装個別施設計画に基づく長寿命化修繕化率 

 
橋りょう１４．３％ 
舗装     ０％ 

 
橋りょう５７．１％

舗装  ２３．４％

市内における交通事故件数 ５６０件 ５００件

市内における刑法犯認知件数 ※基準年令和６年 ５７０件 ５４０件

健康寿命（平均自立期間）（男性） 
            （女性） 

７９．８年

８４．４年

８０．８年

８５．３年

 

主観指標 

指 標 
基準値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
富士宮市は誰もが健康で安心して暮らせるまちであ

ると思う人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
４ 明るい未来を支える人づくり 

 

４ 明るい未来を支える人づくり   

幸福を実感できる明るい社会を目指し、未来を担う人材の育成や市外に住みながら継続的に地域

に関わる人を創出するまちづくりに取り組みます。 
 

■■■■■■ 主な取組 ■■■■■■ 

プロジェクト１ 協働によるまちづくりで未来を拓く 
市民や企業等が行政と対等なパートナーとして政策形成や施策実施、評価を行えるように、行政

サービスに利用者のニーズを的確に反映させる取組を進めます。 
また、市民協働を通して、市民一人ひとりが主体的に地域課題の解決や地域づくりに参画する仕

組みを構築し、行政サービスの質の向上や透明性、説明責任の確保による持続可能なまちづくりを

推進します。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 

(基本目標-政策-施策) 
概要 

取組 

効率的・効果的なマネ

ジメントの推進 
(7-1-2) 

行政能力の向上及び事務事業の効

率化を図り、市民とともに支え合

う自立したまりづくりを進めま

す。 

市民協働の推進 
民間委託等の推進 

多様な主体との連携

強化 
（7-1-3） 

行政課題の解決に向けて、国・県・

市町村、企業、大学など多様な主

体と広域的に連携強化を図りま

す。 

行政課題解決に向けた広域連携

事業 

市民参画・市民協働の

促進 
（7-2-1） 

市民の公益活動を促進し、市民活

動の活性化を図り、市民活動団体

や様々な担い手との協働を進める

とともに、多様な主体との官民連

携により、市民の満足度を向上さ

せる取組を進めます。 

ＮＰＯ等協働事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
４ 明るい未来を支える人づくり 

 

多様な市民活動への

支援 
（7-2-2） 

多様な市民活動団体が互いに交流

する機会を創出し、それぞれの団

体の特性を生かした団体連携によ

る活動や、新たに市民活動を始め

る市民や団体の活動を支援しま

す。 

ＮＰＯ等協働事業（市民活動応

援事業） 

協働意識の醸成と人

材育成 
(7-2-3) 

市民活動団体の活動を発信し、新

たな活動を始めるきっかけづくり

と協働意識の醸成に努めるととも

に、市民活動の新たな担い手の育

成を図ります。 

ＮＰＯ等協働事業（市民活動応

援事業、市民活動人材育成事業） 

双方向コミュニケー

ションによる広報活

動の推進 
(7-3-3) 

ＳＮＳ等を活用した双方向のコミ

ュニケーションを推進するととも

に、ワークショップや懇話会等、

市民の声や意見を聴き、共に施策

を作り上げます。 

広聴事業 
情報発信推進事業 

関係人口の創出・拡大 
(7-4-3) 

若者チャレンジ支援施設や地域お

こし協力隊制度などを活用し、関

係人口の創出につなげるととも

に、二地域居住を推進し、地域活

動の担い手の確保に努めます。 

移住・定住促進事業 
地域間交流事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
４ 明るい未来を支える人づくり 

 

プロジェクト２ 学びを力に、未来の担い手を育成する 
グローバル化やデジタル化が急速に進展する中、幅広い世代の市民が、必要な知識・技能・価値

観を身に付ける機会を増やし、地域社会に積極的に参画できる人材を育成します。 
特に、次代を担う子どもたちや若者に対しては、多彩な学びと経験の機会を提供し、自立心や創

造性、協調性など社会で必要とされる資質・能力を育む取組を進めます。また、全ての市民に対し

ても、生涯学習や地域活動への参加を促進し、市民全体が主体的に地域づくりに関わる風土の醸成

や、「未来の富士宮市の担い手」の育成を進めます。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

グローバル人材の育

成 
(1-3-3) 

国際社会においての積極性やコミ

ュニケーション能力を高め、グロ

ーバル社会に対応できる人材の育

成を図ります。 

中学生国際交流事業 
都市交流事業 

若者の思いが実る環

境づくり 
(3-1-4) 

若者の探求心と創造性を養い、自

発的に挑戦できる機会を創出する

ことで、自分らしい未来を切り拓

く力を育みます。 

地域間交流事業 

確かな学力を育む教

育の推進 
(3-3-1) 

確かな学力が育つ授業の充実を図

るとともに、学校教育活動全体を

通じて、人間関係を築き、徳のあ

る人間性とたくましい体を育てる

環境づくりを推進します。 

教育指導研修事業 
富士山学習研究事業 

誰もが学びあえる学

習活動の推進 
(3-6-1) 

生涯学習活動の啓発や相談・支援

及びＩＣＴの活用など多様な学習

機会の提供を行うとともに、学習

の成果を生かした地域づくりを推

進します。 

地区公民館事業 
読書と読み聞かせ推進事業 

ＤＸがもたらすスマ

ート行政の推進 
(7-5-2) 

デジタル社会の目指すべき姿を実

現するため、デジタル技術の利活

用への理解を深めるための体験や

研修、新しいデジタル技術の共有

や運用の支援環境を整えること

で、積極的なデジタル化を構想し、

具現化できる体制を整備します。 

自治体ＤＸ推進事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
４ 明るい未来を支える人づくり 

 

プロジェクト３ 富士宮市の応援団を増やし、共に明るい未来を創る 
富士山をはじめとする豊かな自然環境や歴史・文化資源など、本市が持つ魅力的な資源を最大限

に活用して、本市に愛着を持つ人や本市に魅力を感じる人など、市外に在住する本市の応援団（関

係人口）を増やし、共創によるまちづくりを推進します。 
また、本市だけでは解決が困難な課題などに対して、国や県、市町村、民間企業等との市域を超

えた広域的な連携を図り、その課題解決に取り組みます。 

（関連する主な取組） 
具体的な施策 概要 取組 

多様な主体との連携

強化 
(7-1-3) 

行政課題の解決に向けて、国・県・

市町村、企業、大学など多様な主

体と広域的に連携強化を図りま

す。 

行政課題解決に向けた広域連携

事業 

戦略的なシティプロ

モーションの推進 
(7-3-2) 

市が持つ様々な魅力を市内外に広

く発信し、市のイメージアップを

図ります。 

情報発信推進事業 
ホームページ発信事業 

移住・定住の促進 
(7-4-2) 

地域住民や地元企業などと連携

し、移住定住プロモーションを効

果的に展開するとともに、移住者

の定住に向けた支援体制づくりに

努めます。 

移住・定住促進事業 
シティセールス推進事業 

関係人口の創出・拡大 
(7-4-3) 

ふるさと納税制度を活用して「関

係人口」の創出に努めるとともに、

シティセールスを通じて市外在住

者にまちの魅力を効果的に発信し

ます。 

シティセールス推進事業 
ふじのみや寄附金事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
４ 明るい未来を支える人づくり 

 

プロジェクト４ 多様性を尊重し、誰もが輝く未来を創る 
多様性を尊重し、個性や能力を最大限に発揮させる取組を進めることにより、性別・年齢・国籍、

障がいの有無などに関係なく、一人ひとりが自分の力を最大限に発揮できる社会の構築を目指しま

す。 
 また、社会全体のウェル・ビーイング（幸福）を高め、持続可能性と公正さを両立させつつ、国際

的な視点を取り入れた世界に誇る魅力ある地域づくりを進めます。 
 
 

具体的な施策 概要 取組 
多様性についての理

解の促進 
(1-2-1) 

ジェンダーギャップ解消に向けた

意識改革により、性別や年齢など

にかかわらず、個性と能力を発揮

できる男女共同参画社会の基盤を

作ります。 

男女共同参画推進事業 

人権の尊重・非核平和

の推進 
(1-2-3) 

人権の啓発を推進し、各種相談窓

口との連携を図るとともに、平和

に対する市民の意識向上を図りま

す。 

核兵器廃絶平和都市宣言事業 

多文化共生社会の推

進 
(1-3-2) 

外国人市民が地域の行事や活動に

積極的に参加できる地域づくりを

進めるため、相互理解できる環境

づくりを進めます。 

多文化共生事業 

確かな学力を育む教

育の推進 
(3-3-1) 

増加する不登校児童・生徒への支

援の充実を図るなど、多様な教育

的ニーズに対応した教育を推進し

ます。また、インクルーシブ教育

システムの実現に向けた学びの場

を整備します。 

 

包括的な支援体制の

構築 
(4-3-2) 

あらゆる地域住民が排除されずに

地域社会に参画し、支え手側と受

手側に分かれるのではなく、役割

を持ち、地域住民同士で支え合い

ながら共に生活していく地域づく

りを支援します。 

重層的支援体制整備事業 

社会参加をするため

の支援 
(4-5-2) 

市、公共職業安定所、学校、就労移

行型施設、企業等の相互連携体制

の充実により、障がい者の雇用の

促進に努めます。 

障がい福祉サービス事業 
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４つの取組を推進するための重点プロジェクト 
４ 明るい未来を支える人づくり 

 

■■■■■■ 成果指標（ＫＰＩ） ■■■■■■ 

客観指標 

指 標 
基準値 

（令和６年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
関係人口創出数 １０，９９２人 １６，０００人 
包括連携協定締結数 １９件 ２９件 
市主催の生涯学習講座を受講した人の割合 １７．９％ ２１．５％ 

主観指標 

指 標 
基準値 

（令和７年度） 
目標値 

（令和１２年度） 
富士宮市では、将来の地域を支える人材が育ってい

ると思う人の割合 
アンケートで把握 アンケート後設定 

 

- 70 -



 

 
第６次富士宮市総合計画 

前期基本計画 
土地利用計画 案 

 
土地利用計画は、基本構想における土地利用構想を受け、具体的な施策やそれらの

施策をイメージした土地利用構想図などを定めたものです。 

 

１ 総合的かつ計画的な土地利用の推進 
２ 豊かな自然環境との共生 
３ 安全・安心な土地利用の確立 
４ 基幹道路を活用した産業基盤の整備 
５ 魅力ある都市空間とゆったりとした生活空間の形成 
６ 集落環境の維持 
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・ 



 

1 総合的かつ計画的な土地利用の推進 

土地利用の基本方針 
本市の土地が、その特性により、どのような利用に適しているのかを評価する土地利用診断を行

い、それに基づく土地利用構想図を指針とした施策の展開を図りながら、総合的かつ計画的な土地

利用を推進します。 
人口減少が加速する中、発生する低・未利用土地や、空き家等の有効利用及び高度利用による土

地利用の効率化を図るとともに、地域の持続性確保につながる産業集積の促進を図るための土地利

用の最適化を進めます。 
 

施策の内容 

1 土地利用構想図に基づく土地利用事業などの誘導・調整 
「土地に聴き 人が拓く 均衡ある土地利用」の理念のもと、土地の特性を分析した土地分級によ

る体系的な診断を行います。また、富士宮市総合計画において定められた土地利用構想図に基づ

き、土地利用事業などの誘導・調整を行うとともに、本計画や個別法などの適切な運用により、総

合的かつ計画的な土地利用の実現を図ります。 

2 政策的な土地利用の推進 
本計画の実現を目指すため、総合的かつ計画的な土地利用を推進する地域の設定が必要です。 
このため、土地利用を計画的に推進する地域として「政策推進エリア」を設定するとともに、土地

利用の基本方針を定め、適切な立地と誘導を図ります。 

3 低・未利用地の活用と適切な国土管理の促進 
本市内の各地では、空地、空家、耕作放棄地などが発生し、多岐にわたる対策が必要です。 
このため、取組手法や多様な主体の連携のあり方を検討し、それぞれの低・未利用地の実情に応じ

て、その有効活用や、安全性と周辺環境に配慮した適切な管理などに努めます。 

4 郷土への理解や保全・継承の取組への参加促進による地域の持続性確保 
市民が集落や都市の成り立ちを知り、保全・再生に対する意識を醸成するためには、郷土の自然や

歴史・文化を理解することが大切です。このため、自然保全などの取組や生涯学習を通じた郷土を知

る機会を充実させ、市民参加の促進を図ります。 
また、先人から引き継がれた郷土の自然や歴史・文化を適切に維持・保全・再生し、後世に継承し

ていきます。 

5 土地情報の整備と活用 
土地利用に関する基本構想を共有できるようにするため、本計画及び土地利用構想図をホームペ

ージに掲載するなど、適切な情報提供を行います。 
また、土地利用構想図の各地域の範囲や土地に関する情報などを地理情報システムで一元化して

管理・活用することにより、行政サービスの向上を図ります。 
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2 豊かな自然環境との共生 

土地利用の基本方針 
豊かな自然環境を保全するとともに、健全な生態系の保全・再生や広域的な生態系ネットワーク

の構築・維持に向けて、分野横断的に多様な主体が連携して取り組み、自然環境と共生した土地利

用を推進します。 
本市のゼロカーボンシティの実現に向けて、地域共生型の再生可能エネルギーの導入促進に努め

ます。 
 

施策の内容 

1 森林の適切な維持管理 
本市は、豊かな森林を有する富士山、天子山系、南の丘陵部に囲まれています。このため、雄大

な土地・澄んだ空気・清らかな水に恵まれ、多様な野生動植物に欠かすことができない生息・生育

環境となっています。 
このような自然環境は、本市固有の共有財産であり、これからも維持していくためには、森林の

持つ公益的機能を高度に発揮させるとともに、荒廃化の予防や安全性の確保、天然林の再生、良好

な環境・景観の保全を図るため、森林の適切な維持管理を推進します。 

2 健全な生態系の保全・再生 
本市は、自然的・文化的側面から貴重な種や植物群落を有し、特定希少野生動植物を始めとする多

様な野生動植物が生息・生育しています。 
このため、原生的な自然環境の保全に加え、生態系に配慮した土地利用を推進します。また、森・

里・まち・川などの繋がりを確保した広域的な生態系ネットワークの形成を図り、流域レベルや地域

レベルでの生態系の保全・再生を推進します。 

3 地下水の保全と活用 
本市の貴重な財産である豊かな地下水は、住民生活や産業基盤を支えています。その重要な地下

水の水源・水質を保全するため、森林の適切な維持管理によって森林に備わる水源かん養機能を高

度に発揮させ、適切な水源・水質の保全を図ります。 
また、市民・企業の適正な地下水量の利用を推進するとともに、湧水量や地下水位、水質の調査を

継続し、適切な活用や保全により、健全な水循環の形成を図ります。 

4 自然環境と共生した産業振興 
富士山の恵みである自然環境や豊富な湧水、良好な景観資源は、本市の産業にとって大切な地域

資源です。このため、産業振興に伴う生態系の破壊、地下水の枯渇や汚染など、自然環境に悪影響を

与えることがないよう、地域資源の適切な保全・活用を図ります。 
特に、「緑・産業振興地域」については、豊かな緑に囲まれた森の中のまちづくりをイメージし、

富士山の景観や自然などに調和した整備を進めます。 
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5 カーボンニュートラルの推進 
本市に導入されている再生可能エネルギーについては、太陽光発電と水力発電が多くを占めてお

り、再生可能エネルギーの地産地消に向けた方策の推進を図ります。 
また、再生可能エネルギー設備の設置に当たっては、富士山の景観、豊かな自然環境、安全安心な

生活環境との調和が必要であるため、地域との共生を図りながら再生可能エネルギーの導入拡大・

活用を進めます。 
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3 安全・安心な土地利用の確立 

土地利用の基本方針 
甚大化する自然災害等から市民の生命と財産を守り、被害を最小限に抑えるため、自然災害等 

の発生が予測される地域では、土地利用を適正に規制するとともに、より安全な地域へ都市機能や

居住を誘導するなど、安全で安心な土地利用を推進します。 
 

施策の内容 

1 ハザードマップの適切な活用 
本市では、富士山の噴火や河川の氾濫、土砂災害などに備え、富士宮市防災マップ（富士山ハザ

ードマップ、洪水ハザードマップ、土砂災害ハザードマップなど）を作成しています。 
これらに示された災害予測地域については、常に情報を更新し、市民への認知拡大に向けた啓発

を進めるとともに、防災意識の醸成、避難体制の強化、日常的な防災対策に努めます。また、必要

に応じて富士山火山避難計画などの関連計画の見直しも実施します。 

2 災害危険性に配慮した適切な立地誘導 
本市内では、様々な自然災害に対して被災する可能性のある地域が見られます。頻発する大規模

な自然災害から市民の生命と財産を守り、被害を最小限に抑えるため、災害ハザードエリアの土地

利用を適切に見直すとともに、土地利用構想図の「防災・水資源保全地域」における土地利用や盛

土・切土などを抑制し、比較的危険性の低い地域への立地誘導や円滑な避難に向けた備えなどによ

り、自然災害に配慮した土地利用を推進します。 

3 自然災害に強い生活環境の形成 
過去の大規模地震では、建物やブロック塀の倒壊・損壊による人的な被害を受けていることから、

自然災害が発生した際の被害を最小限に抑えるため、建物の耐震補強やブロック塀の撤去などを進

めます。 
ハード面については、台風や集中豪雨による水害や土砂災害を未然に防止するため、流域治水の

推進、河川や水路の改修、都市下水路などの排水対策及び土砂災害防止施設の整備を進め、より安全

性の高い地域への都市機能や居住の誘導を図るとともに、今後も避難場所の整備に取り組みます。

また、ソフト面については、浸水想定区域や土砂災害警戒区域などの周知、要配慮者利用施設等での

避難訓練及び警戒避難体制の整備を進めます。 
さらに、防災・減災を明確に意識した都市づくりを推進するための具体的施策などを定める防災

都市づくり計画の策定（令和７年）に加え、減災や復興のための都市づくりを住民・事業者・行政が

協働で進めるためにそれぞれの取組を整理する事前都市復興計画、災害に強く災害時の避難や応急

活動を支えることができる空間づくりの基本方針の策定の必要性を検討し、安全で安心な生活環境

の形成を推進します。 
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4 基幹道路を活用した産業基盤の整備 

土地利用の基本方針 
富士山の広大な土地と豊かな水資源を活用して、第１次産業から第３次産業まで幅広く産業が営

まれており、特に、第２次産業については、豊かな水を活用した化学、医療用機器や輸送用関連産

業等、広がりのある構造となっていることから、産業間の連携を強化するとともに、新たな産業用

地を確保していくため、既存集落の維持に向けた住宅政策と併せ、基幹道路やインターチェンジ周

辺への産業誘導を図ります。 
 

施策の内容 

1 緑・産業振興地域内の産業立地の推進 
本市では、第４次国土利用計画富士宮市計画において、国道 469 号などの広域幹線道路や本市の

立地特性をいかし、富士山の景観や自然環境と調和した産業立地を図ってきました。 
本計画においては、富士山麓地域に政策推進エリアの一つとして「緑・産業振興地域」を位置付

け、県道富士白糸滝公園線より市街地側を中心に、最新のハザードマップを参考としながら国道

139 号や国道 469 号という恵まれた交通アクセスをいかし、積極的な産業立地を推進します。 

2 既存集落等の維持に向けた就業の場の創出 
本計画においては、富士山の景観や自然などと調和しながら、既存の工業団地、インターチェンジ

周辺や幹線道路からのアクセスの良さなどの地域特性をいかした就業の場の創出を促す「職住近接

産業地域」を政策推進エリアの一つとして位置付け、集落地域で暮らしながら就業や日常生活を持

続できる環境を確保するため、都市計画法の地区計画などの諸制度の活用によって職住が近接した

地域振興となる産業立地を推進します。 

3 市街地の定住や近隣の産業の活性化 
都市計画道路田中青木線、県道富士富士宮由比線などの主要な道路や市街地に近い立地特性をい

かし、地域の産業や人財、その他の資源を活用した産業振興や低・未利用地の活用などを図ります。 
本計画においては、農林水産業を含めた既存産業の活性化や第６次産業化、新たな産業の立地に

取り組む「（仮称）産業共生振興地域」を政策推進エリアの一つとして位置付け、暮らし続けられる

地域づくりにつながる土地利用を推進します。 

4 農林水産業の振興 
農業の振興については、農業振興地域整備計画に基づき、農業の振興と生産性の向上を図るため、

農用地を確保し、生産基盤の維持・保全を図ります。 
また、営農環境を整えるため、認定農業者を中心とした担い手や農業生産組織の育成強化のほか、

農地の集積・集約化、荒廃農地の再生、農地の流動化や多様な農業者の農地利用の促進による遊休農

地の解消、適正な維持管理などにより、農業経営基盤の強化を進めます。 
林業の振興については、広大な森林の適切な管理を推進し、生産コストの低減と省力化を図るた

め、林道、作業道などの整備を進めます。 
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また、林業経営の改善に向けて、集約化施業の推進など、良好な森林整備を進めるとともに、担い

手の育成、ブランド化の推進、木材需要の拡大を図ります。 
水産業の振興については、ニジマスの生産量が全国トップクラスを誇っていることから、豊富な

水をいかして富士宮産のブランド化を更に推進し、消費拡大を図ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

- 77 -



 

5 魅力ある都市空間とゆったりとした生活空間の形成 

土地利用の基本方針 
中心市街地については、富士宮駅や富士山本宮浅間大社、静岡県富士山世界遺産センターを

核とした本市の中心部にふさわしい都市機能の再構築と世界遺産のまちにふさわしい魅力あふ

れるにぎわいの再生を図ります。 

また、地域住民の生活利便性を向上させるため、都市空間と生活空間を繋ぐ交通ネットワーク

の充実を図るとともに、公園や緑地帯の整備を積極的に推進するなど、緑豊かな都市機能と富士

山と調和した美しい景観の形成を目指します。 
 

施策の内容 

1 中心市街地の拠点機能の強化 
中心市街地の拠点機能を強化するため、富士宮駅や富士山本宮浅間大社、静岡県富士山世界遺産

センターを核とし、交通ネットワークとの連携を図りつつ、中心市街地の土地の有効利用を促進し

ます。 
また、世界遺産にふさわしいまちづくりとして、富士山本宮浅間大社の門前町の街並みやにぎわ

いを再生し、品格のある癒しの空間を創出します。さらに、魅力あふれる店舗づくりなどによる商

店街の活性化や市民の活動・交流のための機能の充実に取り組みます。 

2 居住環境の向上と市街地の整備 
市街化区域における快適な居住環境を形成するため、適切な土地利用を誘導し、地区計画や建築

協定などの導入やブロック塀の生け垣化の推進、宅地の細分化の防止、低・未利用地の適切な管理・

活用などにより、居住環境の保全・改善を図ります。 

3 良好な都市環境の形成 
市街化区域においては、快適な都市環境及び良好な市街地景観を形成するために都市の緑化を推

進し、街区公園などの配置とともに、住宅地、商業地、工業地、公共施設においても緑地などを配置

します。 
また、中心市街地においては、世界遺産にふさわしいまちづくりとして文化的資源・歴史及び富士

山の本質的な価値を高めるため、花・緑・水による、彩り・安らぎ・潤いの空間の創出を図ります。 

4 魅力的な景観の形成 
本市は、市内の様々な場所から、四季折々に変化する美しい全姿を望むことができる富士山とい

う日本有数の景観資源を有しています。 
また、富士山麓に広がる美しい田園風景や広大な高原風景、芝川地域特有の谷間風景は、本市固有

の景観であるとともに、貴重な財産です。 
このため、景観法や富士宮市富士山景観条例などに基づき、富士山の眺望を保全し、美しい景観を

後世に継承していくものとし、地域の資源などの適切な保全・活用を図るとともに、土地利用の際に

は、富士山の眺望や周辺景観との調和に配慮し、良好な景観形成を誘導します。特に、景観計画の重

点地区に位置付けられている富士山本宮浅間大社周辺地域などでは、門前町にふさわしく趣と落ち
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着きのある街並みや富士山の眺望保全など、魅力ある景観形成を図ります。 

5 地域間の連携充実による持続可能な生活環境の創出 
本市では、市街化区域が市域の南側に位置し、市街化調整区域に産業拠点や集落が点在する都市

構造となっているため、地域の実情に即した便利な生活交通の実現を目指し、交通事業者と連携し

た市民の交通手段の確保に取り組んでいます。このため、従来の交通手段の維持を図るとともに、地

域ごとの実情に合わせ、都市空間と生活空間を繋ぐ交通ネットワークの形成に努めます。 
また、隣接自治体を始めとする環富士山地域との、広域交通をいかした産業・観光などの連携も期

待されることから、官民の連携や住民などの交流・取組の促進による地域づくり、最新技術の活用や

地域間の連携、多様な生活スタイルの受入れなどによって地域ごとの課題解決や魅力向上を図り、

安定して生活し続けられる地域環境を創出します。 
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6 集落環境の維持 

土地利用の基本方針 
本市は、これまで多くの町や村との合併を繰り返しながら、市域を拡大し、発展してきたこと

から、地域固有の文化や風土を守ることを通じて、地域における郷土愛の醸成や人材の育成を図 

ります。 

また、先人から引き継がれてきた田園風景を適切に保全しながら、富士山の景観と調和した緑

豊かな集落環境の形成を図ることにより、旧町村役場などを中心とした集落拠点の機能の維持

を目指します。 
 

施策の内容 

1 集落環境の整備と拠点機能の強化 
市街化調整区域では、旧町村役場などを中心とした集落において、農林水産業の振興、各産業の

バランスの取れた雇用対策、都市農村交流などの活性化、計画的な定住推進や拠点機能の強化な

ど、地域づくりが必要です。 
このため、政策推進エリアの一つとして「集落拠点地域」を位置付け、指定大規模既存集落制度

や優良田園住宅制度、都市計画法の地区計画などの諸制度の活用によって中心集落における生活機

能の確保とコミュニティの向上、集落環境の整備や周辺住民の日常生活に必要な商店などの機能の

確保に努めるとともに、地域を主体としたまちづくりの計画検討や住民同士の交流などの取組の活

性化により、持続性のある居住環境づくりを推進します。 

2 次世代の移住・定住推進 
少子高齢化や人口減少が急速に進む社会情勢において、地域人口が少ない市街化調整区域の各集

落地域では、若年層世代の地域への愛着を醸成するとともに、UIJ ターンなどによる次世代の担い手

の定着が望まれています。 
このため、指定大規模既存集落制度や優良田園住宅制度のほか、空家等の既存ストックの有効活

用・適正管理などを含めた計画的な住宅政策を推進します。 
また、地域と連携して移住・定住を図るための取組を引き続き推進します。 
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地域区分 土地利用方針
1 自然保全地域 良好な自然環境や優れた自然の風景地を保護するための保全・整備を

図る。

2 環境緑地地域 都市空間の秩序、緩衝、遮断などの諸機能を持つ緑地環境として保全・
整備を図る。

3 防災・水資源保全地域 （防災保全地域）
土地の形質の変更を規制する。

（水資源保全地域）
水の流出を抑制し、水の量的・質的な保全、汚染防止、浄化及び水害
防止を図る。

4 林業・森林保全地域 防災、水資源保全などの公益的機能に留意しつつ、地域の実態に即して、
林業地域、採草地などの利用を図る。

5 林業地域 林木生産や特用林産物の生産によって達成される森林の経済機能を維
持保全し、再生産を図る。

6 農業地域 農業の生産に供する田・畑・樹園地・採草放牧地として整備保全し、農
業農村基盤整備を図る。

7 市街地・集落地域 交通その他の都市基盤の整備状況、整備計画、土地所有の動向、地元
意向などから見た宅地利用の適地において、市街地、工業地、集落などの
整備・開発を図る。

地域区分別の土地利用方針
土地の持つ特性を評価した上で、その土地に最も適した利用方針・保全方針を示した

ものです。

地域区分 土地利用方針
緑・産業振興地域 豊かな自然環境を保全するとともに、国道469号などの広域幹線道路や

本市の立地特性をいかし、富士山の景観や自然との調和に配慮した上で、
産業の立地を推進する。

集落拠点 地域 周辺の自然環境や営農環境と調和し、集落の拠点機能の維持強化を図
りつつ、緑豊かで富士山と調和した集落環境の形成を図る。

職住近接 産業地域 豊かな自然環境や優良農地を保全しつつ、国道139号や国道469号な
どの広域的な幹線道路の利便性をいかし、周辺の自然環境や集落環境、
景観と調和した産業の立地を推進する。

（仮称）産業共生振興地域 都市計画道路田中青木線、県道富士富士宮由比線などの主要な道路
や市街地に近い立地特性をいかし、優良農地の保全を図るとともに、農林
水産業を含めた産業の振興及び立地を推進する。

（政策推進エリア）
土地利用を積極的かつ計画的に推進する地域を設定し、土地利用の基本方針のもと、

適切な立地と誘導を図るエリアを示したものです。

■土地利用構想図
総合的かつ計画的な土地利用を図るため、土地が持つ特性により、その土地の最適な

利用・保全の方法を評価し、各種法令の規制の状況を加えたものを図化し、それを踏ま
えた上で政策的な要因を付与したものです。

「政策推進エリア」は、一定の交通条件が整っていること、良好な自然環境や優れた
風景地に支障がないことを考慮し、土地利用診断における土地利用上影響の少ない地域
に適切な立地と誘導を図っていくことを目的に設定しています。
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■土地利用構想図
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 第６次富士宮市総合計画  

 前期基本計画  

基本目標別計画 案 

 
基本目標１ くらし・安全・・・・・・・・・ 86 
基本目標２ 環境・・・・・・・・・・・・・・102 
基本目標３ こども・教育文化・・・・・116 
基本目標４ 健康・福祉・・・・・・・・・130 
基本目標５ 産業・・・・・・・・・・・・・・144 
基本目標６ 都市整備・・・・・・・・・・158 
基本目標７ 共創・・・・・・・・・・・・・・174 
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基本目標別計画
基本目標の見方 前期基本目標では、基本目標の各分野において、「政策」

「施策」「主要な事業」「関連計画」を示します。

政策

各分野での政策を
分かりやすく記載
しています。

目指すまちの姿

10年後に目指すま
ちの姿について記
載しています。

貢献するSDGs目標

各政策に対応する
SDGsの目標を記載
しています。

基本方針

政策の基本となる
方針を記載してい
ます。

施策の内容

前期基本計画期間
に実施する取組と、
その内容を記載し
ています。
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主要な事業

政策における主要な事
業と、その内容を記載
しています。

関連計画

政策の推進に関連する
個別計画等を記載して
います。
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基本目標１ くらし・安全 

 

基本目標１ くらし・安全 
共に支え合い、安全・安心に暮らせるまちづくり 

コミュニティの充実を図り、防災・減災対策を進めるとともに、年齢や性別、国籍を

問わず、互いに繋がり合いながら、安全・安心に暮らせる地域社会を形成します。 

 
政策１ コミュニティ活動 

政策２ 多様性の尊重 

政策３ 国際化・多文化共生 

政策４ 交通安全 

政策５ 防犯・消費生活 

政策６ 防災・減災 

政策７ 消防 
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基本目標１ くらし・安全 

 

政策１ 

コミュニティ活動 
 

目指す 
まちの姿 

 地域の人たちの交流や活動が、活発に行われています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 
 

基本方針 
市民活動の拠点となる施設を核に、こどもから高齢者まで幅広い地域住民が交流し、コミュニティ

意識の向上を図ります。 
また、地域コミュニティの中心的な団体である自治会の持続可能な運営を支援します。 

 

施策の内容 

１ 地域交流拠点の充実 
○ 地域の交流拠点である交流センターを核に、地域における様々な社会教育活動や交流活動

の活性化を促進します。 
○ 自治会活動の拠点となる区民館等の整備や、コミュニティ広場等の用地取得に対する支援

を行います。 
 

２ 地域コミュニティ団体への活動支援 
○ 自治会活動の活性化を支援するとともに、自治会長に対する研修会等の開催を通じ自治会

の連携・強化を図ります。 
○ 自治会運営の効率化を図るため、ＩＣＴの利用促進と市から自治会に依頼する業務等の削

減に努めます。 
○ 自治会活動をはじめとする様々な地域コミュニティ活動に市民が安心して取り組めるよう

市民活動災害補償制度を継続します。 
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基本目標１ くらし・安全 

 

３ 持続可能な地域コミュニティづくりの促進 
○ 幅広い世代が自治会活動に関わることを促進します。 
○ 地域活動の役割や必要性について市民に情報提供を行い、コミュニティ意識の向上を図り

ます。 
 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

地域交流拠点施設整備事業 
世代を超えた交流が可能な地域交流拠点施設の

整備 

地域コミュニティ施設整備事業 
地域住民の活動の拠点となる区民館等の整備に

対する支援 

自治振興事業 自治会のＩＣＴ化など自治会活動等への支援 
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基本目標１ くらし・安全 

 

政策２ 

多様性の尊重 
 

目指す 
まちの姿 

 誰もが互いに尊重し合い、個性と能力を発揮できる環境が保たれています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
性別や年齢などにかかわらず個性と能力を発揮でき、人権が尊重される社会の実現のため、多様

性についての理解の促進と関連施策を総合的に推進します。 
 

施策の内容 

１ 多様性についての理解の促進 
○ ジェンダーギャップ解消に向けた意識改革により、男女共同参画社会を実現する基盤をつ

くります。 
○ 女性の活躍の場を広げ、働きやすく、仕事と生活のバランスがとれた、誰もが活躍できる環

境をつくります。 
○ 性別、世代、障がいの有無等にかかわらず、誰もが安心して暮らせるまちをつくります。 

２ 困難な問題を抱える人を支える社会づくりの推進 
○ 困難な問題を抱える全ての人の人権の尊重と、ウエルビーイングの実現を目指した支援に

努めます。 
○ 誰もが安心して暮らせるＤＶのない社会の実現に努めます。 

３ 人権の尊重・非核平和の推進 
○ 市民一人ひとりが人権への理解を深め、互いの人権を尊重し合えるよう、人権の啓発を推

進し、各種相談窓口との連携を図ります。 
○ 平和に対する市民の意識の向上を図るため、核兵器廃絶平和都市宣言の趣旨を周知し、後

世に伝えるための事業を行います。 
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基本目標１ くらし・安全 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 
男女共同参画推進事業 男女共同参画社会の推進 

女性の活躍推進事業 
つながるおでかけサポート事業、子育てサポー

ター養成事業 
核兵器廃絶平和都市宣言事業 被爆地への中学生派遣など 

 

関連する主な計画 
 
○ 富士宮市男女共同参画プラン 
○ 富士宮市困難な問題を抱える女性への支援及び配偶者等からの暴力の防止並びに被害者支

援基本計画 
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基本目標１ くらし・安全 

 

政策３ 

国際化・多文化共生 
 

目指す 
まちの姿 

 互いの文化を理解し、地域で国際化・多文化共生が進められています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
姉妹都市・友好交流関係都市をはじめとする多様な海外都市との交流を深め、国際感覚を持つ人

づくりを目指すとともに、外国人市民が安心して暮らし、活躍できる環境づくりを進めます。 
 

施策の内容 

１ 国際交流の促進 
○ 姉妹都市・友好交流関係都市との相互訪問や多様な海外都市との交流を通して、市民の国

際理解への意識の向上を図ります。 
○ 民間団体を主体とした国際交流活動の推進に努めます。 

２ 多文化共生社会の推進 
○ 外国人市民が地域の行事や活動に積極的に参加できる地域づくりを進めるため、やさしい

日本語の普及啓発や日本語学習支援を充実させ、相互理解できる環境づくりを進めます。 
○ 外国人市民向けの日常の困りごとなどの相談窓口の充実を図ります。 

３ グローバル人材の育成 
○ 国際社会においての積極性やコミュニケーション能力を高め、グローバル社会に対応でき

る人材の育成を図ります。 
○ 姉妹都市・友好交流関係都市との交流事業や外国人市民との交流を通して、豊かな国際感

覚を持つ人材が育つ環境づくりを進めます。 
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基本目標１ くらし・安全 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

都市交流事業 
姉妹都市・友好都市をはじめとする海外都市と

学生などの市民が相互理解等に向けた交流事業

を実施 

中学生国際交流事業 
中学生の海外派遣研修、友好都市の中学生との

交流など 

多文化共生事業 
日本人市民と外国人市民がお互いの文化を理解

し共に暮らし活躍できる地域づくり 
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基本目標１ くらし・安全 

 

政策４ 

交通安全 

目指す 
まちの姿 

 交通安全の意識が高く、事故のない環境が保たれています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
警察署や交通安全協会など様々な関係団体と連携し、広く交通安全意識の普及啓発を図るととも

に、交通安全教育の推進と交通秩序の維持に努めます。また、歩行者等が安全・安心に通行できるよ

う交通安全施設の整備を進めます。 
 

施策の内容 

１ 交通安全意識の普及啓発 
○ 関係団体とともに交通安全運動を推進し、広く交通安全意識の向上を図ります。 
○ 高齢者の運転免許証自主返納を推進し、高齢ドライバーの交通事故削減を図ります。 
○ 若者や高齢者による自転車の事故を減らすため、警察署や交通安全協会など関係団体と連

携し、交通安全教育を推進します。 
○ 交通安全協力団体の育成と活動の充実を図ります。 
○ 自転車事故の被害を軽減するため、ヘルメット着用の促進を図ります。 

２ 交通秩序の維持 
○ 警察署や交通指導員会などの関係団体と連携し地域の実情に即した交通規制や交通秩序の

維持に努めます。 
○ 道路通行者の安全と良好な生活環境を確保します。 

3 交通安全施設等の整備 
○ 通学路及び未就学児が集団で日常的に移動する経路等を中心に、反射鏡（カーブミラー）、

区画線、道路照明灯等の整備を進めます。 
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基本目標１ くらし・安全 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

交通安全啓発事業 四季の交通安全運動街頭広報 

交通安全指導事業 登校時における交通安全街頭指導 

交通安全施設整備事業 歩道への点字ブロックの設置及び段差の解消 

 

関連する主な計画 
 
○ 富士宮市自転車活用推進計画 
○ 富士宮市交通安全計画 
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基本目標１ くらし・安全 

 

政策５ 

防犯・消費生活 
 

目指す 
まちの姿 

 犯罪を未然に防止し、安全・安心な暮らしが保たれています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 
 

基本方針 
多様化する犯罪を地域が一体となって防止する体制の強化を図ります。また、消費生活センター

を拠点に関係部門と連携し、消費者被害を未然に防止し、市民が安全で安心な消費生活を営むこと

ができるよう、消費者教育と相談体制の充実を図ります。 
 

施策の内容 

１ 防犯対策の強化と犯罪被害者への支援 
○ 自治会や警察、防犯協会等と連携し、市民の防犯意識の向上を図るとともに、自主防犯活動

に対する支援を継続し、地域が一体となって犯罪を防止する体制の強化を図ります。 
○ 公共施設及び自治会が管理する防犯設備等の適切な設置を推進します。 
○ 関係機関と連携し、犯罪被害にあわれた方々への支援を行います。 

２ 消費生活の安定と向上 
○ ライフステージに合わせた消費者教育を推進し、消費者の意識の向上を図ります。 
○ 消費生活の安定及び向上を図る活動を行う消費者団体の育成・支援を行います。 
○ 複雑化・多様化する悪徳商法などに対応するため、消費生活相談員の研修を充実させ、相談

体制の強化を図ります。 
○ 消費生活関連情報をはじめ、消費者に必要な様々な情報を提供します。 

３ 暴力団追放運動の推進 
○ 警察や関係団体との連携を密にし、暴力団をはじめあらゆる暴力を社会から追放し、明る

く住みよい環境づくりを行います。 
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基本目標１ くらし・安全 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

防犯まちづくり推進事業 
市民の防犯意識向上のための啓発、自主防犯活

動に対する支援 

防犯灯管理整備事業 LED 防犯灯の整備ほか 

消費生活向上事業 消費に関する知識の普及・啓発、情報提供ほか 

 

関連する主な計画 
 
○ 富士宮市消費者教育推進計画 
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基本目標１ くらし・安全 

 

政策６ 

防災・減災 
 

目指す 
まちの姿 

 自助・共助が実践され、地域の防災力が維持されています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
富士山噴火、地震、風水雪害等の災害による被害を最小限に抑えるため、日頃から建築物等の耐震

化や、自主防災会による防災訓練の内容の充実を図り「自助」「共助」の意識の向上に努めます。ま

た、避難所の整備や生活必需品等の備蓄を計画的に進め、防災力の高いまちを目指します。 
 

施策の内容 

１ 地域の防災・減災力の向上 
○ 防災研修や各種訓練の実施により、自主防災会による「自助」「共助」の意識の向上を図り、

地域防災を担う人材を育成します。 
○ 出前講座の開催や防災マップの配布により、市民の防災意識の向上を図ります。 
○ 安否確認を短時間で行うため、「わが家は大丈夫！黄色いハンカチ作戦」の周知を引き続き

行い意識の向上に努めます。 
○ 国、県、他市町村、ライフラインを管理する関係機関、協定団体、ボランティア組織などと

の連携強化と防災体制の機能強化を図ります。 
○ 湧水の異常出水対策を素早く実施するため、地下水位を常時観測し、異常出水時の体制移

行に備えます。 
○ 後発地震等による２次災害を防止するため、速やかに危険度判定ができるよう、平常時か

ら関係機関との訓練を通じて連携の強化を図ります。 

２ 防災・減災基盤の強靭化 
○ 地域防災計画や国土強靱化計画等の見直しにより、総合的な防災対策に努めます。 
○ 異常気象や災害時における物資の受援、被災者支援などのシステム化を目指します。 
○ 生活者視点から避難所の環境改善を目指し、防災倉庫の設置や非常用食料等の備蓄と防災

資機材の整備に努めます。 
○ 建築物の耐震化・減災化を進めます。 
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基本目標１ くらし・安全 

 

○ 大規模地震における電気火災の発生を防ぐため、感震ブレーカーの設置を推進します。 
 

３ 国民保護法に基づく体制の整備 
○ 武力攻撃等から市民を守るため、必要な啓発、訓練、避難体制の整備を行います。 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

富士宮市事前都市復興計画推進事業 
災害前に復興まちづくりの方向性や進め方等を

定めた計画の推進 

防災教育・訓練事業 ホームページ用防災マップの運用ほか 

 

関連する主な計画 
 
○ 富士宮市地域防災計画 
○ 富士宮市国土強靱化地域計画 
○ 富士宮市国民保護計画 
○ 富士宮市耐震改修促進計画 
○ 富士宮市防災都市づくり計画 
○ 富士宮市富士山火山避難計画 
○ 富士宮市橋梁長寿命化策定計画 
○ 富士宮市舗装維持管理計画 

○ 富士宮市無電柱化推進計画 
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基本目標１ くらし・安全 

 

政策７ 

消防 
 

目指す 
まちの姿 

 災害や事故に対して、迅速に対応できる体制が確保されています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
市民の生命、身体及び財産を守るため、災害や事故の多様化及び大規模化、住民ニーズの多様化等

の環境の変化へ的確に対応する消防体制の充実強化を図ります。 
 

施策の内容 

１ 消防体制の強化 
○ 消防体制充実のため、消防車両の更新、消防施設・資機材の整備を実施するとともに、消防

職・団員の資質向上を図る等、消防力の強化に取り組みます。 
○ 迅速かつ的確な消防体制を維持するため消防施設の整備・移転の調査研究を進めます。 
○ 地域の実情に応じ、消防水利を計画的に整備します。 
○ 大規模災害に対応するため、緊急消防援助隊等の応受援体制を含め、総合的な消防体制の

充実・強化を図ります。 

２ 火災予防対策の推進 
○ 防火思想の普及啓発活動及び住宅防火対策の推進を実施します。 
○ 防火対象物利用者が安心して利用できるよう防火管理体制の維持・指導の強化を図ります。 

３ 救急体制の整備 
〇 救急医療体制充実のため、メディカルコントロールを通じて、医療機関との連携を強化す

るとともに、市民に対して救急車の適正利用を広く啓発します。 
〇 応急救護体制を充実させるため、市民に救命講習の受講を促進し、応急手当能力の向上を

図ります。 
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基本目標１ くらし・安全 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

消防施設整備事業 消防施設の整備 

消防車両等更新事業 消防本部・消防団の消防車両等更新 

消防団活動事業 資機材整備、消防団員報酬等など 

 

関連する主な計画 
 
○ 富士宮市消防総合基本計画 
○ 富士宮市消防車両等更新計画 
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基本目標１ くらし・安全 

 

基本目標１「くらし・安全」の達成状況を測るための指標 
 

１）客観指標 

指  標 基準値 
（令和６年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

自治会などの地域活動に参加している人の割合 
アンケートで

把握 
アンケートで

把握 
日本語学習支援に関わる人数（日本語ボランティア
数） 

100 人 220 人 

市内における交通事故件数 560 件 500 件 

市内における刑法犯認知件数 ※基準年 令和 6 年 ※570 件 540 件 

自主防災組織による防災訓練実施率 70％ 100％ 

 

２）主観指標 

指  標 基準値 
（令和７年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

自治会活動などの地域活動に参加しやすいと思う人の
割合 

アンケートで
把握 

アンケート後
設定 

個人が尊重されていると思う人の割合 〃 〃 

日常の様々な場面で、安全・安心を感じる人の割合 〃 〃 

富士宮市は、防災対策がしっかりしていると思う人の割
合 

〃 〃 
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基本目標２ 環境 

 

基本目標２ 環境 
富士山の恵みに育まれた環境を未来へつなぐまちづくり 
富士山がもたらす豊かな水資源や自然環境、景観を保全するとともに、安全で快適な

生活環境を保つことで、市民が誇りとする郷土を次の世代に継承していきます。 

 
政策１ 地球環境 

政策２ 生活環境 

政策３ 自然環境 

政策４ 景観 

政策５ 花と緑・水辺 

政策６ 水利用 
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基本目標２ 環境 

 

政策１ 

地球環境 
 

目指す 
まちの姿 

 地球環境の保全に向けて、エネルギーを有効に利用しています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
地球環境を守るため、市民の環境保全意識を高め、環境保全活動につなげるように努めます。ま

た、エネルギーの有効利用や地産地消を推進するとともに、地球環境への負荷が少ない再生可能エ

ネルギーを導入し、ゼロカーボンシティの実現を目指します。 
 

施策の内容 

１ 地球環境保全活動の強化 
○ 地球温暖化防止対策を図るため、市域の温室効果ガス排出量を把握し、排出の抑制に関す

る施策を推進します。 
○ 気候変動適応計画に基づき、気候変動適応に関する施策を推進します。 
○ 地球温暖化対策実行計画や環境マネジメントシステムに基づき、環境管理活動の充実を図

ります。 
○ 環境保全意識の向上のため、環境イベントの開催や環境学習などの啓発活動を実施します。 

２ ゼロカーボンシティの推進 
○ 地域の景観や環境との調和を図り、地域資源を活用した再生可能エネルギーの導入や次世

代型太陽電池の導入を推進し、脱炭素化を図ります。 
○ エネルギー使用量の削減に努めるとともに、省エネ設備の導入や建築物のＺＥＨ・ＺＥＢ

化等を推進します。 

３ エネルギーの有効利用と地産地消の推進 
○ 地域資源を活用した持続可能な事業の創出を支援し、市民・団体・事業者とともに地域循環

共生圏づくりを行います。 
○ 環境に配慮したライフスタイルへの転換を推奨し、意識啓発や環境教育を推進します。 
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基本目標２ 環境 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

地球温暖化対策事業 クーリングシェルターの開設、地球温暖化防止

の普及啓発など 

ゼロカーボンシティ推進事業 再エネ・省エネ設備等の導入支援、公共施設の

省エネ化、Ｊ－クレジット制度の活用支援など 

再生可能エネルギー推進事業 太陽光発電、小水力発電、バイオマス発電など

の再生可能エネルギーの導入推進 
 

関連計画 
 

○ 富士宮市環境基本計画 
○ 地球温暖化対策地方公共団体実行計画（区域施策編） 
○ 富士宮市地球温暖化対策実行計画（事務事業編） 
○ 富士宮市ゼロカーボン推進戦略 
○ 富士宮市一般廃棄物処理基本計画 
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基本目標２ 環境 

 

政策２ 

生活環境 
 

目指す 
まちの姿 

 環境にやさしい持続可能なまちになっています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
循環型社会を形成するため、市民、事業者及び行政が協働し、ごみの発生・排出の抑制、再使用の

推進及び資源化の徹底に取り組みます。 
また、生活環境を安全で快適に保つため、処理施設の適正な維持・管理や公害防止対策の充実、環

境美化の推進及び環境衛生の充実に努めます。 
 

施策の内容 

１ 循環型社会の推進 
○ 市民及び事業者に対し、ごみの発生・排出抑制（リデュース）及び再使用（リユース）のた 

めの取組を啓発し、ごみを出さない社会づくりを推進します。 
○ 資源の有効活用や適正な分別の徹底により、資源循環の推進を図ります。 
○ 広報や環境教育などを通じて、意識の向上を図ります。 
○ 食ロス削減、使用済み紙おむつ、海洋プラスチックなどの新たな課題の解決に向けて取り

組みます。 

２ 良好な生活環境の確保 
○ 大気汚染・水質汚濁・化学物質等の環境監視測定を継続的に実施し、必要な対策につなげる

ことで生活環境の保全を図ります。 
○ 環境関連法令や県条例等に基づき、工場などの監視・指導を適切に行い、環境汚染の防止に

努めます。 
○ 環境美化意識やマナーの向上を図り、不法投棄、野焼き対策に取り組みます。 
○ 火葬場、市営墓地の適切な維持・管理に努めます。 
○ 蚊などの衛生害虫予防のため、空地等の管理指導に努めます。 
○ 狂犬病予防法に基づく登録や犬・猫の飼い主に対するマナーの向上のための啓発活動等 

犬・猫の適正な飼養を促進します。 
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基本目標２ 環境 

 

 

３ 持続可能な廃棄物処理体制の整備 
○ リチウムイオン電池など、時代の変化により新たに生じる廃棄物の適正な処理に努めます。 
○ 清掃センターの長寿命化・延命化を基本として、中間処理施設に関する先端技術及びごみ 

処理の広域化について調査研究します。 
○ 焼却灰等の資源化を継続します。 
○ 生活排水処理基本計画に則り、総合的かつ計画的な排水処理を推進します。 
○ 衛生プラントと星山浄化センターの効率的な共同処理について推進します。 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

資源ごみリサイクル事業 ごみの分別収集と再商品化 

ごみ減量化等推進事業 古紙等回収拠点等 

環境監視測定事業 水質や大気環境等の調査及び測定 

合併処理浄化槽設置整備事業 合併処理浄化槽への転換等の促進 

 

関連計画 
 

○ 富士宮市一般廃棄物処理基本計画 
○ 富士宮市環境基本計画 
○ 富士宮市分別収集計画 
○ 富士宮市災害廃棄物処理計画 
○ 富士宮市食品ロス削減推進計画 
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基本目標２ 環境 

 

政策３ 

自然環境 
 

目指す 
まちの姿 

 大切な自然環境を守り育てています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
富士山麓でこれまで受け継いできた優れた自然について、様々な人と自然環境保護・生物多様性

保全策を積極的に推進します。 
 

施策の内容 

１ 生物多様性保全の推進 
○ 自然環境や生物多様性と私たちの暮らしについて、啓発・ＰＲします。 
○ 自然保護団体等と連携し、多様な生態系の保全に努めます。 

２ 自然環境の保全と活用 
○ 富士宮市域自然調査研究会の調査により市域の自然環境を把握します。 
○ 草原環境や湿原環境の保全活動を継続します。 
○ 自然監視員を地域から選出し、市民とともに保全活動を進めます。 
○ 自然観察会の開催などを通じて、自然とふれあい自然環境への理解を深めます。 

３ 自然環境保護活動への支援 
○ 自然共生サイトの認定や保全活動を支援します。 
○ 希少な動植物や、貴重な樹木・樹林、湧水池を指定し、保全活動に携わる人や団体を支援し

ます。 
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基本目標２ 環境 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

自然環境保全事業 根原区火入れ、市域自然調査研究 

自然公園管理事業 
小田貫湿原、天神山自然観察の森、富士山ふれ

あいの森林などの維持管理と環境保全 

生物多様性地域戦略推進事業 
種の多様性保全に係る各種取組みの推進、自然

共生サイト認定支援 
 

関連計画 
 

○ 富士宮市環境基本計画 
○ 富士宮市生物多様性地域戦略 

 
  

- 108 -



基本目標２ 環境 

 

政策4 

景観 
 

目指す 
まちの姿 

 富士山が美しく映える景観が創られています。 

 

貢献する SDGs 目標 

  

 

基本方針 
富士山の「庭園都市」にふさわしい自然景観や歴史的な景観を適切に保全するとともに、周辺の景

観との調和に配慮した景観形成を誘導し、富士山が美しく映えるまちとして、市民とともに魅力的

な景観を創ります。 
 

施策の内容 

１ 景観資源の保全と活用 
○ 富士山を中心とした自然景観の保全に努めます。 

○ 貴重な史跡や歴史的建造物など、地域の景観資源の保全と活用に努めます。 

○ 優れた景観形成に寄与する活動等の表彰や景観学習などを実施し、市民の景観に対する意

識を高めます。 

 

２ 景観形成の推進 
○ 景観計画に基づき景観形成基準を設定し、官民が連携して良好な景観を推進します。 

○ 屋外広告物条例に基づく規制・誘導を行い、良好な景観形成に努めます。 

○ 良好な景観を形成し、安全かつ円滑な交通を確保するため、無電柱化を計画的に進めます。 
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基本目標２ 環境 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

景観形成推進事業 
景観形成ワークショップの開催など景観計画の

推進 

景観啓発事業 
市民の景観に対する意識醸成を目的とした富士

宮市景観賞や景観学習等の実施 

屋外広告物許可事業 屋外広告物条例に基づく規制・誘導 

 

関連計画 
 

○ 富士宮市景観計画 
○ 富士宮市無電柱化推進計画 
○ 富士宮市文化財保存活用地域計画 
○ 富士宮市緑の基本計画  
○ 富士宮市世界遺産のまちづくり整備基本構想 
○ 富士宮市都市計画マスタープラン 
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基本目標２ 環境 

 

政策5 

花と緑・水辺 
 

目指す 
まちの姿 

 花と緑と水辺から、潤いと安らぎを感じています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
豊かな自然の更なる魅力の創出を図るため、市民との協働により、花壇づくりや河川愛護を推進

し、心癒される花と緑と水辺の環境づくりに努めます。 
 

施策の内容 

１ 花と緑のまちづくり推進 
○ 美しい花いっぱいのまちづくり運動を通じて、市民協働による花壇づくりやフラワーポッ

ト設置などの緑化を継続し、彩りのある空間づくりを進めます。 

２ 水辺空間の形成 
○ 富士山からの豊かな湧水を保全・活用するため、湧水池の保全や、くつろぎや潤いを感じら

れる親水空間の活用と整備を進め、湧水の魅力を発信します。 
○ 河川愛護団体が行う清掃活動・啓発活動などを通して、意識の向上を図るとともに、県と連

携しながら取組を支援します。 
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基本目標２ 環境 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

神田川左岸整備事業 神田川左岸の整備による癒しの空間の創出 

美しい花いっぱいのまちづくり事業 緑化推進に対する助成、市街地の緑化推進など 

河川愛護事業 河川愛護活動の推進 

 

関連計画 
 

○ 富士宮市世界遺産のまちづくり整備基本構想 
○ 富士宮市都市計画マスタープラン 
○ 富士宮市緑の基本計画 
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基本目標２ 環境 

 

政策６ 

水利用 
 

目指す 
まちの姿 

 限りある水資源を守り、有効に活用されています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
水資源をかん養するとともに、地下水の調査や湧水池の巡回監視等を行うことにより、限りある

水資源の適正な利用を図ります。 
 

施策の内容 

１ 地下水・湧水の保全と活用 
○ 観測井で地下水位の定点観測を実施するとともに、水源保全監視員等による湧水池の巡視

活動を実施します。 
○ 富士宮市自然環境の保全及び育成に関する条例・地下水の保全及び利用に関する指導要綱

等に基づき、井戸の設置にあたり地下水の適正な利用について指導します。 

２ 水資源かん養の推進 
○ 広葉樹の苗木を育て、植樹を推進します。 
○ 植樹地「うるおいの森」の捕植や下草刈りを行い、森を育てます。 
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基本目標２ 環境 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

地下水保全対策事業 
地下水位観測用井戸での定点観測、異常湧水ポ

イントでの監視や湧水地の保全など 

広葉樹育苗・植樹事業 富士山に自生する広葉樹の育苗と植樹 

 
 
  

- 114 -



基本目標２ 環境 

 

基本目標２「環境」の達成状況を測るための指標 
 

１）客観指標 

指  標 基準値 
（令和６年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

温室効果ガス排出量削減率     ※基準年平成 25 年度 

 
※-18.9％ -46.0％ 

再生可能エネルギーによる発電電力量 
 

247,750
千 KWh 

548,899
千 KWh 

ごみ総排出量 
 

36.361ｔ 33,610ｔ 

１人あたりの緑地面積 
 

9.82 ㎡/人 10.5 ㎡/人 

自然共生サイトの数 
 

1 か所 3 か所 

 

２）主観指標 

指  標 基準値 
（令和７年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

富士宮市は、リサイクルや再生可能エネルギー活用等、
環境への取組が盛んであると思う人の割合 

アンケートで
把握 

アンケート後
設定 

富士宮市の空気や水は澄んでいてきれいだと思う人の割
合 

〃 〃 

富士宮市は、身近に自然を感じることができると思う人の
割合 

〃 〃 

富士宮市には、自慢できる景観があると思う人の割合 〃 〃 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

基本目標３ こども・教育文化 
こどもが健やかに成長し、心豊かな人が育つまちづくり 

こどもの健やかな成長を切れ目なく支えるとともに、市民が郷土の自然や歴史、文化

を学び、自分らしく心豊かに暮らせる環境づくりを進めます。 

 
政策１ こども・若者・子育て 

政策２ 青少年健全育成 

政策３ 学校教育 

政策４ 文化・芸術 

政策５ スポーツ・レクリエーション 

政策６ 生涯学習 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

政策１ 

こども・若者・子育て 
 

目指す 
まちの姿 

 こども・若者・子育て家庭の思いが実り、笑顔があふれています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 
 

基本方針 
誰もが自分らしく幸せに生きることができる社会～こどもまんなか富士宮～を実現するため、こ

ども・若者の権利を保障し、こども施策の充実を図るとともに、結婚・出産・子育ての選択ができ、

若い世代の希望がかなえられる環境づくりに努めます。 
 

施策の内容 

１ 地域における子育ち・子育て支援の推進 
○ 地域における子ども・子育て支援事業の提供体制の充実を図るとともに、市民や企業など

との交流・連携を行うことにより、地域全体で子育てを行う機運を高めます。 
○ 地域や関係団体と連携し、こどもが安心して過ごせる居場所づくりに取り組みます。 
○ 子を望む家庭や妊産婦及び乳幼児の相談支援体制を構築し、切れ目のない包括的な支援を

行うとともに、男女ともに妊娠前からの健康管理について正しい知識の普及啓発を推進し

ます。 
○ 妊産婦・こどもやその家庭の保健・福祉に関し、こども家庭センターにおいて包括的な支援

を行います。 
○ 児童虐待のない社会を目指し、啓発や相談等を行い、虐待の予防に努めます。 

２ 保育・就学前教育の体制確保及び推進 
○ 保育園、認定こども園、小規模保育所、幼稚園等においてこどもの健やかな育ちにつながる

きめ細やかで質の高い保育・教育を推進します。 
○ 各種保育サービスを充実させることにより、子育てと仕事が両立できる環境を整備します。 
○ 保育の担い手を確保できるよう、保育者が働きやすい環境を推進します。 
○ 社会情勢の変動を視野に入れ、持続可能な就学前教育・保育施設の提供体制となるよう検

討します。 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

３ こどもや家庭への多角的な支援 
○ 関係機関との連携を図り、発達が気になるこどもの早期発見に努め、助言や指導を行いま

す。  
○ 就学前のこどもの発達を支援するため、療育支援体制の充実を図り、こどもの成長に合わ

せた切れ目のない支援に努めます。 
○ 各種手当や給付金の支給、こども医療費の助成等により、出産や子育てに伴う家計負担の

軽減を図ります。 
○ ひとり親家庭への各種手当や給付金の支給、ひとり親家庭等医療費助成等により、生活の

安定と自立に向けた支援を行います。 
○ 就学前教育・保育施設等の利用者への経済的支援により、子育てに伴う家計負担の軽減を

図ります。 
○ 低所得世帯の一時預かり保育料及びこども誰でも通園利用料を、世帯状況に応じて減免し

ます。 

４ 若者の思いが実る環境づくり 
○ 出会いから結婚、妊娠、出産、子育てにかけて、希望する若い世代を切れ目なく支援しま

す。 
○ こどもの誕生前から乳幼児期までの子育て中の女性を支援するとともに、男性の家事や育

児への参画を促進します。 
○ 希望する働き方や理想とする家庭生活が送れるように、若者がライフデザインを考える機

会を創出します。 
○ 若者の探求心と創造性を養い、自発的に挑戦できる機会を創出することで、自分らしい未

来を切り拓く力を育みます。 
 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

放課後児童健全育成事業 放課後の児童の健全育成（放課後児童クラブ） 

こどもにやさしいまちづくり推進事業 子育てサロンへの助成など 

出会い・交流応援事業 結婚を希望している人の出会いを支援 

 

関連する主な計画 
 

○ 富士宮市こども計画（子ども・子育て支援事業計画、次世代育成支援行動計画、こどもの貧

困対策推進計画、子ども・若者計画） 
○ 富士宮市男女共同参画プラン 
○ 富士宮市健康増進計画・富士宮市食育推進計画・富士宮市歯科口腔保健計画 
○ 富士宮市障がい者計画 
○ 富士宮市障がい児福祉計画  
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基本目標３ こども・教育文化 

 

政策２ 

青少年健全育成 
 

目指す 
まちの姿 

 地域ぐるみで、心身ともに健全な青少年を育む体制が整えられています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
地域社会における人々との関わりを通じた学習・交流の場と機会を充実します。また、社会総掛か

りで、青少年を育む体制づくりを向上させるため、家庭・学校・地域の連携を強化し、青少年のため

の教育相談・指導体制を充実します。 
 

施策の内容 

１ 青少年活動の充実 
〇 ボランティア講座やボランティア体験などを通じて、たくましい精神力の養成、思いやる心

の育成、社会参加への意欲向上を図ります。 
〇 レクリエーションなどの体験活動を通して、心身の活性化やコミュニケーションの促進、社

会性や協調性の向上を図ります。 

２ 育成環境の充実 
〇 家庭教育学級、地域の青少年声掛け運動、地域学校協働活動推進により、家庭と地域の教育

力の向上を図ります。 
〇 青少年相談センターでは、様々な相談に応じるため、学校や福祉部門と連携を図りながら、

相談支援体制の強化を図ります。 
〇 青少年指導員の資質向上のための研修会や、万引き非行防止連絡会等への支援の充実により、

非行防止の指導体制の強化を図ります。 
〇 ＳＮＳの適切な利用に対する講座の開催などの啓発活動の強化を図ります。 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

青少年育成活動推進事業 青少年の非行防止活動の支援 

青少年教育相談事業 電話相談、面接相談、教育支援、夜間開設などの実施 

 

関連する主な計画 
 
○ 富士宮市こども計画（子ども・子育て支援事業計画、次世代育成支援行動計画、こどもの貧

困対策推進計画、子ども・若者計画） 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

政策３ 

学校教育 
 

目指す 
まちの姿 

 豊かな人間性や社会性を持つ児童生徒が育っています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
「富士山を心に、夢をもって生きる子ども」の育成を目指して、学校・家庭・地域が連携・協働し、

確かな学力、豊かな心、健やかな体の調和のとれた生きる力を育みます。また、安全・安心に学べる

より良い教育環境づくりに努め、一人ひとりのウェルビーイング（幸福）の向上を目指します。 
 

施策の内容 

１ 確かな学力を育む教育の推進 
○ こども一人ひとりの生きる力が育つ学校づくりを支援します。 
○ 確かな学力が育つ授業の充実を図るとともに、学校教育活動全体を通して、人間関係を築

き、徳のある人間性とたくましい体を育てる環境づくりを推進します。 
○ 「いじめ防止基本方針」に基づき、いじめ未然防止に努めます。 
○ 増加する不登校児童・生徒への支援の充実を図るなど、多様な教育的ニーズに対応した教

育を推進します。また、インクルーシブ教育システムの実現に向けた学びの場を整備しま

す。 
○ 学校の安全・安心の一層の推進に取り組みます。 
○ 教職員のキャリアステージや個人の状況に応じた支援体制を構築し、安心して働くことが

できる環境を整備します。 

２ 学校・家庭・地域が連携・協働した教育の推進 
○ 学校・家庭・地域が連携・協働し、社会全体でこどもを支え育んでいくコミュニティ・スク

ール・地域学校協働活動を推進します。 
○ 地域と密着した防災・防犯体制の充実を図ります。 
○ 地域資源及び地域人材を活用したキャリア教育を実施します。 
○ 部活動の教育的意義を踏まえつつ、持続可能な地域スポーツ・文化芸術活動の環境を整備

します。 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

３ 持続可能な教育環境の整備 
○ 少子化が進む中、良好な教育環境づくりを推進するため、学校の適正化を推進します。 
○ 安全で安心な教育環境の確保のため、施設・設備の改修、長寿命化に向けた取組を計画的に

実施します。 
○ 次世代の校務ＤＸによる業務改善や学びの質の向上を目的としたＩＣＴ環境の整備を推進

します。 
○ 食育の拠点施設として、学校給食センターの活用を図ります。 
○ 積極的に地場産品を取り入れるなど、学校給食の充実を図ります。 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

教育指導研修事業 確かな学力を育む教育の推進を目指した組織的

な研修体制の確立 
富士山学習研究事業 総合学習である富士山学習の推進 

コミュニティ・スクール推進事業 
学校と保護者や地域住民との組織的な連携・協

働体制の構築 

小・中学校校舎等整備事業 
長寿命化工事、トイレの洋式化等改修工事の実

施ほか 

部活動の地域連携・地域展開推進事業 持続可能な活動環境の整備 

 

関連する主な計画 
 
○ 富士宮市教育振興基本計画 
○ 「富士山を心に、夢をもって生きる子ども」を育てる富士宮の学校力育成会議提言ステー

ジⅢアクションプラン 
○ 富士宮市立学校の適正規模・適正配置に関する基本方針 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

政策４ 

文化・芸術 
 

目指す 
まちの姿 

 
地域の歴史・文化を学び、郷土に愛着を感じる心豊かな人が育まれていま
す。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
富士山の豊かな自然のもと、生まれ育まれ守られてきた歴史・文化の継承とそれらを背景とした

文化芸術活動の振興を図ります。また、様々な関連する分野と連携しながら、価値の共有や担い手の

育成、活動を継続できる環境整備、多様な手法による情報発信等を推進します。 
 

施策の内容 

１ 世界文化遺産富士山の継承 
○ 市民、企業、関係団体等と連携して、展示、講座、イベント等を行うことにより、世界文化

遺産富士山の価値を広く市内外に伝えます。 
○ ガイダンス機能やガイド体制の充実を図るなど、国内外からの来訪者を円滑に受入れるた

めの整備等を進めます。 
○ 多様なニーズに応えるため、世界遺産富士山の情報発信拠点となる富士山世界遺産センタ

ーと連携するネットワークの構築を進めるなど、効果的な情報発信に努めます。 
○ 世界文化遺産の本質的価値を高めるよう、史跡富士山や名勝・天然記念物「白糸ノ滝」など

の構成資産の整備を進めます。 

２ 文化芸術活動の活性化 
○ 市民が気軽に文化芸術に親しみ、鑑賞・発表・体験できる機会を創出します。 
○ 将来の文化芸術の担い手となるこどもたちに、優れた文化芸術に触れる機会を提供します。 
○ 地域のにぎわいづくりにもつながるよう、文化芸術活動に取り組む市民や団体を支援し、

活動発表の場の整備・活用を図ります。 
○ 市民の文化芸術活動の魅力を広く伝えるため、関係機関や団体と連携し、情報発信に努め

ます。 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

３ 文化財の保存・活用 
○ 市内文化財の把握や調査研究を進め、市の魅力を掘り起こします。 
○ 文化財を適切な方法や環境で保存管理し、歴史・文化を後世に守り伝えていきます。 
○ 展示等による価値の発信やイベント・講座を通じて、市民が歴史・文化への理解を深め、郷

土への愛着や誇りを持ち、大切に守り伝える思いを育みます。 
○ 市の歴史・文化のファンと協力して、観光や文化、教育やまちづくりなど様々な事業にその

魅力を活用します。 
○ 郷土の歴史・文化を学び未来を拓く、人づくりの拠点として博物館を整備します。 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

世界遺産構成資産環境整備事業 
構成資産（富士山本宮浅間大社、山宮浅間神社、

村山浅間神社、人穴富士講遺跡、白糸ノ滝）の

整備 
市史編さん事業  富士宮市史の刊行 
（仮称）郷土史博物館事業 郷土史博物館の整備 

 

関連する主な計画 
 
○ 富士宮市世界遺産のまちづくり整備基本構想 
○ 富士山世界文化遺産富士宮市行動計画 
○ 富士宮市文化財保存活用地域計画 
○ 富士宮市「史跡富士山」整備基本計画 
○ 名勝・天然記念物「白糸ノ滝」整備基本計画 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

政策５ 

スポーツ・レクリエーション 
 

目指す 
まちの姿 

 
それぞれの興味や関心に合わせて、誰もが気軽にスポーツに親しんでいま
す。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
「する」スポーツだけではなく、「みる」「ささえる」など、それぞれの興味や関心に合った視点で

スポーツに関わることができるよう環境を整えます。 
また、市民が安全・安心に利用できる施設の更新及び整備を進めるとともに、スポーツツーリズム

やスポーツ交流、レクリエーションスポーツなどスポーツによるまちづくりを推進し、人々の交流

機会を増やします。 
 

施策の内容 

１ スポーツに親しむ環境づくりの推進 
○ 市民がスポーツに触れるきっかけを作り、技術力向上を目指せる機会を創出するため、ト

ップアスリートを招いたイベントを開催します。 
○ 誰もが、一人ひとりの体力や好みに合わせて選択できるスポーツ教室やスポーツイベント

の充実を図り、生涯にわたってスポーツに親しめる環境を整備します。 
○ スポーツ施設ストック適正化計画に基づき、利用者が安全・安心して利用できるように、ス

ポーツ施設の整備、修繕などに取り組みます。 
○ 気軽にスポーツ・レクリエーション活動を楽しめる場として、小中学校の体育施設を開放

し、活用を図ります。 

２ スポーツを活かしたまちづくりの推進 
○ 市が誘致する国際大会、全国大会などを通じてスポーツへの関心を高めます。また、大会を

きっかけとした交流と賑わいを創出します。 
○ スポーツを楽しみながら、地域の観光や歴史などに触れるスポーツツーリズムに取り組み、

スポーツでのまちづくりに努めます。 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

体育施設整備事業 ストック適正化に基づく、体育施設の計画的な

整備 

スポーツ交流事業 
国内外のアスリート等を招いてのスポーツ教室

やスポーツへの関心を持てる機会の創出 
スポーツ大会誘致事業 国際大会、全国大会などの開催 

 

関連する主な計画 
 

〇 富士宮市スポーツ施設ストック適正化計画 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

政策６ 

生涯学習 
 

目指す 
まちの姿 

 多様な学習機会が確保され、誰もが生涯にわたって学び続けています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
多様な学習機会の創出や環境の整備を行うとともに、学習成果を生かしたまちづくりを推進しま

す。また、図書館の資料、施設及び設備の整備に努め、読書に親しみ利用しやすい読書環境の充実を

図ります。 
 

施策の内容 

１ 誰もが学びあえる学習活動の推進 
〇 生涯学習活動の啓発や相談・支援を行います。 
〇 ＩＣＴの活用など多様な学習機会の提供や情報発信を行います。 
〇 学習活動の成果を発表する場や互いに交流できる場を作ります。 
〇 地域、学校、民間団体、企業、大学などと連携し、互いに学び合いながら学習の成果を生か

した地域づくりを推進します。 
〇 図書館サービスの充実を図り、ＩＣＴの活用などに対応し、誰もが利用しやすい図書館運

営を行います。 
〇 図書館資料を充実させ、市民一人ひとりの学びを支えます。 

２ 多様なニーズに応じた学習環境の充実 
  〇 学習活動の場となる公民館などの施設の維持管理に努め、有効に活用します。 

〇 図書館を中心に、公民館・交流センター等の施設を活用し、市全域サービス網の整備を図り

ます。 
〇 図書館の利用環境の整備に努め、施設の充実を図ります。 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

地区公民館事業 
各種講座や学習成果の発表（公民館まつり等）

の実施 

読書と読み聞かせ推進事業 読み聞かせやセミナーの開催など 

学校・社会教育融合事業 地域の人材を活用した学習活動の実施 

図書館運営事業 図書館サービスの実施 

 

関連する主な計画 
 

〇 富士宮市子ども読書活動推進計画 
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基本目標３ こども・教育文化 

 

基本目標３「こども・教育文化」の達成状況を測るための指標 
 

１）客観指標 

指  標 基準値 
（令和６年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

出生率（人口千人当たり） 4.5 人 4.5 人 

「みんなで学び合う授業は楽しく、学び合うことによって授
業の目標が達成できている。」と答える児童生徒の割合 

94% 95% 

する、みる、ささえる のいずれかの形でスポーツに親しん
だ人の割合 

アンケートで
把握 

アンケート後
設定 

市主催の生涯学習講座を受講した人の割合 17.9％ 21.5％ 

 

２）主観指標 

指  標 基準値 
（令和７年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

富士宮市は、こどもが生き生きと育つ環境が整っていると
感じる人の割合 

アンケートで
把握 

アンケート後
設定 

富士宮市は、教育環境（小中学校）が整っていると思
う人の割合 

〃 〃 

文化、芸術、スポーツが盛んであり、それらを行う環境が
整っていると思う人の割合 

〃 〃 

富士宮市には、学びたいことを学べる機会があると思う人
の割合 

〃 〃 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

基本目標４ 健康・福祉 
 誰もが健やかで安心できる暮らしを地域で支えるまちづくり 

生涯にわたる健康で安心な暮らしの実現と、自分らしくいきいきと暮らせる社会の実

現に向けて、切れ目のない支援体制の充実を図り、地域で支える環境づくりを進めま

す。 

 
政策１ 健康づくり 

政策２ 医療 

政策３ 地域福祉 

政策４ 高齢者福祉 

政策５ 障がい者福祉 

政策６ 社会保障 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

政策１ 

健康づくり 
 

目指す 
まちの姿 

 共に助け合い、誰もが健康で安心して暮らしています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
健康寿命の延伸のため、市民一人ひとりの健康意識を高め、生涯にわたり心身ともに健康でいき

いきとした生活が送れるよう、地域や関係機関との連携を強化し健康づくり施策の推進を図ります。 
また、健康づくりを担う人づくり、コミュニティを生かした支援体制の充実に努めます。 

 

施策の内容 

１ 健康づくりの推進 
○ 妊娠・出産・乳幼児期から高齢期に至る各世代の健康課題に対応した保健事業に取り組み

ます。 
○ こころの健康づくりの推進のため、周知啓発と支援体制の整備に努めます。 
○ 地域で活動する健康づくりに関わる組織を育成するとともに活動を支援します。食は心身

の健康を支える上で重要であるため、関係機関や団体と連携し、生涯を通じた食育を推進

します。 

２ 保健・予防の推進 
○ 妊娠・出産・子育ての切れ目ない支援の充実を図るため、児童福祉との一体的支援体制のも

と、地域や関係機関と連携を強化し、継続した支援に努めます。 
○ 各種がん検診や特定健診等の啓発及び体制整備を行い、受診率の向上を図り、発症予防や

早期発見・早期治療、重症化予防につなげます。 
○ むし歯や歯周病等歯科疾患の予防と口腔機能の維持向上に努め、生涯を通じた歯と口の健

康づくりを支援します。 
○ フレイルや要介護状態への移行を予防するため、高齢者自身による取組や地域活動への参

加を支援するとともに、関係機関や団体と連携し介護予防事業に取り組みます。 
○ 感染症及び予防接種の情報を周知し、関係機関との連携強化に努めます。 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

健康推進啓発事業 
健康づくりの啓発、ラジオ体操奨励事業に対す

る助成など 

健康診査事業 妊産婦健診、乳幼児健診、各種がん検診など 

予防接種事業 乳幼児から高齢者までの各種予防接種 

 

関連計画 
 

○ 富士宮市健康増進計画・富士宮市食育推進計画・富士宮市歯科口腔保健計画 
○ いのち支える富士宮市自殺対策計画 
○ 富士宮市自転車活用推進計画 
○ 富士宮市地域福祉推進計画 
○ 富士宮市高齢者福祉計画・富士宮市介護保険事業計画 
○ 富士宮市新型インフルエンザ対策行動計画 
○ 富士宮市国民健康保険保健事業計画（データヘルス計画）・特定健康診査等実施計画 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

政策２ 

医療 
 

目指す 
まちの姿 

 地域医療が充実し、安心して医療が受けられています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
市民が安心して医療を受けることができる地域医療体制の構築を図るとともに、災害時に対応で

きる医療救護体制の強化に努めます。また、地域の中核病院として、市立病院の医療機能及び診療体

制の充実に努め、地域の医療機関と連携して、市民の健康と安心して受診できる地域医療体制の充

実を図ります。 

施策の内容 

１ 地域医療体制の確保 
○ 医療機関及び関係団体等との連携を強化し、地域医療環境を守り、支えるための体制づく

りに努めます。 
○ 救急医療体制の確保及び推進のため、１次救急医療、２次救急医療の体制強化に努めます。 
○ 市立病院と近隣病院との病病連携や地域の診療所（かかりつけ医）との病診連携の強化を

図ります。 
○ 災害時等医療救護体制の強化に努めます。 

２ 市立病院の医療環境の充実 
○ 地域の中核病院として急性期機能の高度化を図るため、施設及び最適な医療機器の整備を

推進します。 
○ より質の高い医療サービスを提供するため、医師や看護師など医療スタッフの確保に努め

ます。 
○ 災害拠点病院として的確に対応できる職員及びＤＭＡＴの育成に努めます。 
○ 新たな感染症に対応できる体制の整備に努めます。 
○ 将来にわたり安定した経営基盤の確立を図るため、収入の確保及び支出の削減に努めます。 
○ 病院ＤＸの推進により業務の効率化及び患者サービスの向上を図ります。 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

市立病院施設設備整備事業 
現有施設の長寿命化及び施設改修等の大規模な

リノベーションに向けた取組 
高度医療機器更新等整備事業 高度医療機器の更新 

病院情報システム更新及び病院ＤＸ推進事

業 

電子カルテ等システム（ハードウェア及びソフ

トウェア）の更新、スマートフォン導入等の病

院ＤＸの推進 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市災害時等医療救護計画 
○ 富士宮市立病院経営強化プラン 
○ 静岡県保健医療計画（富士保健医療圏） 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

政策３ 

地域福祉 
 

目指す 
まちの姿 

 誰もが生きがいや役割を持ち、地域で支え合いながら暮らし続けています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
住み慣れた地域や家庭で、誰もが安心して自立した生活ができるよう、地域のネットワークづく

り、地域を担う人づくり、居場所づくりなどの地域福祉の充実を図ります。また、地域住民、福祉団

体等との協働により、住民主体の地域福祉活動を推進し、地域共生社会の実現を目指します。 
 

施策の内容 

１ 地域福祉意識の向上 
○ 富士宮市社会福祉協議会、地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会を通して、地域福

祉意識の啓発を図ります。 

２ 包括的な支援体制の構築 
○ 地域福祉活動への住民参加を促す人への支援、住民の交流の場・活動拠点の整備、住民への

研修など、地域住民等が主体的に地域生活課題を把握して解決を試みることができる環境

を整備します。 
○ 地域住民等が地域生活課題に関する相談を包括的に受け止め、情報提供や助言を行うとと

もに、必要に応じて支援関係機関につなぐことのできる体制を整備します。 
○ 地域住民等が相談を包括的に受け止める場等では対応が難しい複合的で複雑な課題、制度

の狭間にある課題等を受け止め、課題解決に向けて幅広い関係者と連携・協働し、誰も取り

残されることのない相談体制を構築します。 
○ あらゆる地域住民が排除されず地域社会に参画し、支え手側と受け手側に分かれるのでは

なく、役割を持ち、地域住民同士で支え合いながら共に生活していく地域づくりを支援し

ます。 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

３ 地域づくりを担う主体間の連携の推進 
○ 地域住民が世代を超えた地域づくりをできるようにするために、富士宮市社会福祉協議会

と協働し、各地域における地区社会福祉協議会を支援します。 
○ 高齢者や障がい者等のうち、災害発生時に支援が必要な人に対し、支援体制の充実及び強

化を図ります。 
○ 配慮を要する高齢者や障がい者等の権利擁護を推進するため、成年後見制度の利用促進及

び市民後見人等の権利擁護人材の育成や活動支援を行います。 
○ 身寄りのない人も含め、判断能力が不十分な人の日常生活支援、意思決定支援など地域生

活を支える体制の構築を図ります。 
 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

重層的支援体制整備事業 
相談支援体制や地域づくりに関する事業を最大

限に活用しながら、誰一人取り残さない支援体

制を構築 

社会福祉協議会支援事業 社会福祉の増進を図るための支援 

富士宮市地域見守りあんしん事業 
高齢者の自宅に訪問する機会のある事業所等の

協力による、見守り活動 

成年後見制度利用支援事業 
権利擁護支援のための地域連携ネットワークの

構築 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市地域福祉推進計画 
○ 富士宮市避難行動要支援者避難支援計画 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

政策4 

高齢者福祉 
 

目指す 
まちの姿 

 高齢者が、生きがいと尊厳を持って元気に暮らしています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
高齢者が充実した生活を送ることができるよう、地域活動等の生きがいづくりを推進します。ま

た、どのような状態になっても、尊厳を持って安心して元気に暮らせるよう、住み慣れた地域で医

療・介護のみならず、住まい、生活支援などが一体となって提供される包括的な支援体制を整備しま

す。 
 

施策の内容 

１ 自立と社会参加の促進 
○ 高齢者がもつ知識・技術・経験を生かし、地域で活躍できる場と機会を確保し、ふじさんシ

ニアクラブ、シルバー人材センター等の高齢者の活動を支援します。 
○ 一人ひとりの状況に応じた介護保険サービスを提供し、自立した生活を送ることができる

よう支援します。 

２ 福祉環境の整備・充実 
○ 増加する一人暮らしの高齢者等が住み慣れた地域で尊厳を持って生活できるよう、住民に

身近な地域で地域包括支援センターを設置するとともに、関係機関とのネットワークを強

化し、多様なニーズに対応できる体制の整備を推進します。 
○ 介護保険制度や保健施策、地域のボランティアや団体、企業などとの連携を図りながら、健

康的で安心できる地域生活を支援するためのサービス等の充実に努めます。 
○ どのような状況になっても地域で安心して暮らし続けられるよう、関係機関や事業者と協

働し、住まいの相談など生活支援サービスの充実を図ります。 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

３ 地域生活支援体制の充実 
○ 民・産・学・官・専門職・専門機関等との連携による地域包括ケアシステムを推進します。 
○ 認知症になっても本人の意志が尊重され、住み慣れた地域での生活が続けられるよう、地

域の住民が認知症に対する理解を深め、共に暮らしていくための体制を整備します。 
○ 地域における高齢者等の困りごとをもとに、住民等の多様な主体が参画し、必要な支援の

実現に向けて取り組みます。 
 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 
高齢者保護事業 長生園の運営委託 

在宅福祉事業 
訪問理美容サービス、ホームセキュリティシス

テム使用料の一部助成 

高齢者つながり・生きがい創出事業 
高齢者の生きがい、喜び、健康、楽しみを支援

する高齢者施策の実施 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市地域福祉推進計画 
○ 富士宮市高齢者福祉計画・富士宮市介護保険事業計画 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

政策５ 

障がい者福祉 
 

目指す 
まちの姿 

 障がいのある人が、住み慣れた地域で自分らしく暮らしています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 
 

基本方針 
障がいのある人が、住み慣れた地域で自らの意思で必要な支援を受けながら生活ができる社会、

当たり前に働ける社会の実現に努めます。また、身近な場所で質の高い障害福祉サービスが利用で

きるよう、地域の理解・協力の一層の拡大に努め、互いに認め合いながら共生する社会の実現を目指

します。 
 

施策の内容 

１ 安心して地域生活を送るための支援 
○ 障がいに対する理解を深め、地域で共に支え合うための啓発活動を促進します。 
○ 障がい者が自らの意思で必要な支援を受けながら生活できるよう相談及び支援体制を充実

させ、適切な障害福祉サービスの提供や補装具の給付等を行います。 
○ 手話通訳者、点字翻訳者等の養成講座を開催し、意思疎通を支援する人材を育成します。 

 

２ 社会参加をするための支援 
○ 市、公共職業安定所、学校、就労移行型施設、企業等の相互連携体制の充実により、障がい

者の雇用の促進に努めます。 
○ 社会活動への参加がしやすいように、外出のために必要な支援を行います。 

 
 
 
 

- 139 -



基本目標４ 健康・福祉 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

地域生活支援事業 
移動支援、日中一時支援、意思疎通支援事業な

ど 
障害福祉サービス事業 自立支援給付、自立支援医療など 

地域生活支援拠点整備事業 
障がい児者やその家族の緊急時に備えるための

体制整備 

関連計画 
 

○ 富士宮市地域福祉推進計画 
○ 富士宮市障がい者計画 
○ 富士宮市障がい福祉計画 
○ 富士宮市障がい児福祉計画 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

政策６ 

社会保障 
 

目指す 
まちの姿 

 誰もが必要な支援を受けられ、安心して生活が続けられています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
誰もが安心して生活が続けられるように、医療・介護保険や要保護世帯への支援等、様々な社会保

障制度の充実を図ります。また、制度そのものの理解を深めるための情報提供の方法や相談体制を

整えるよう努めます。 
 

施策の内容 

１ 生活困窮者の支援 
○ 生活保護制度に沿った適切な支援を行うことにより、要保護世帯の生活の安定と自立を支

援します。 
○ 生活困窮者の個々の実情に応じた支援プランに基づき、生活困窮者の自立を支援します。 
○ 生活困窮者の自立に向けて切れ目のない支援を実施するため、生活保護事業と生活困窮者

自立支援事業の連携により、セーフティネットを強化します。 

２ 国民健康保険・後期高齢者医療制度の運用 
○ 健康寿命の延伸のため国民健康保険特定健診・特定保健指導を実施し医療費の伸びの抑制

につなげるとともに、適切な受診の促進等により医療費の適正化を図ります。また、静岡県

国民健康保険運営方針に基づき、県内市町における保険料の格差解消のための標準保険税

率の統一に向けて取り組みます。 
○ 後期高齢者健康診査を実施し、被保険者の健康の維持増進を図るとともに、後期高齢者医療

制度の周知に努めます。また、保険料の納付方法の多様化に対応し、新たな収納方法の導入

に取り組みます。 

3 介護保険の安定運営 
○ 安定的な介護保険事業の運営に努め、適切な介護保険サービスの提供体制の確保に取り組

みます。 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

○ 介護人材確保に向けての体制づくりを促進するとともに、介護職の魅力向上に取り組みま

す。 

4 国民年金制度の普及・啓発 
○ 国民年金に関する情報提供や各種相談を通じて、制度についての理解を深めるための取組

に努めます。 
 

（主要な事業）  
事業名 事業の主な内容 

生活保護事業 生活保護世帯への扶助費支給と支援 

生活困窮者支援事業 
支援プランの策定や就労支援・生活支援・学習

支援などの実施 

低所得者世帯介護保険料軽減繰出金事業 
低所得者世帯に属する高齢者の介護保険料に係

る負担軽減 
 

関連計画 
 

○ 富士宮市地域福祉推進計画 
○ 富士宮市高齢者福祉計画・富士宮市介護保険事業計画 
○ 富士宮市国民健康保険保健事業計画（データヘルス計画）・特定健康診査等実施計画 
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基本目標４ 健康・福祉 

 

基本目標４「健康・福祉」の達成状況を測るための指標 
 

１）客観指標 

指  標 基準値 
（令和６年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

健康寿命（平均自立期間）（男性） 
（女性） 

79.8 年 
84.4 年 

80.8 年 
85.3 年 

就労支援施設から一般企業への就業者数 160 人 220 人 

診療所等から市立病院への紹介率 78.6% 80.0% 

行政区別の地域寄り合い処の開設状況 72％ 75％ 

セルフプラン作成割合 
（避難行動要支援者名簿のうち、同意したもの） 

― 100％ 

 

２）主観指標 

指  標 基準値 
（令和７年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

私は、健康な状態であると思う人の割合 
アンケートで

把握 
アンケート後

設定 
富士宮では安心して医療を受ける体制が整っていると思
う人の割合 

〃 〃 

住み慣れた地域で暮らし続けることができると思う人の割
合 

〃 〃 

富士宮市では、健康・福祉の分野で、困ったときに相談
できサービスを受けられる体制が整っていると思う人の割
合 

〃 〃 
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基本目標５ 産業 

 

基本目標５ 産業 
富士山の恵みを活かした産業振興と 

働きやすさの両立したまちづくり 
富士山の恵みである豊かな資源を活かして、商工業、観光、農林水産業が発展した活

力あるまちを創出していくとともに、誰もが働きやすい社会づくりを目指します。 

 
政策１ 労働・雇用 

政策２ 企業誘致・留置 

政策３ 商工業 

政策４ 観光 

政策５ 農林水産業 

政策６ 食 
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基本目標５ 産業 

政策１ 

労働・雇用 

目指す 
まちの姿 

 多様な人材が、安心していきいきと働き続けています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
多様化する労働市場において、性別や年齢等を超え、様々な職種やスキルを持つ多様な人材が活

躍できる就業の場の確保に努めます。また、すべての勤労者が安心して働けるよう、労働環境の改善

に努め、働きやすいまちを目指します。 
 

施策の内容 

１ 魅力的な就労環境の創出 
○ 中小企業の福利厚生の充実を支援するとともに、融資制度等を通じて勤労者の安定的な生

活を支援します。 
○ 市内企業におけるワーク・ライフ・バランスを推進し、誰もが安心して働くことができる環

境整備に努めます。 
○ 働きやすい環境の整備や労働条件の向上等、多様な人材が就業できる環境づくりのため、

ハローワーク等の関係機関と連携し、就労支援の充実を図ります。 

２ 地域に根差した人材の確保 
○ 求職者が知りたい市内企業の情報や仕事に関する内容をＷｅｂサイトにより集約・発信し、

ＵＩＪターン希望者、経験者採用希望者等の就業を支援します。 
○ 企業ガイダンスや就職セミナー等を実施し、就業機会の拡大に努めます。 
○ 多様な人材の確保及び育成のため、企業情報の発信を促進し、採用力強化の支援に努めま

す。 
○ 将来の人材確保に向け、若い年代から働くこと・地元企業を知ってもらうことを目的に、市

内の小中学生や高校生に対し企業紹介を行うなど、地元で働くことに対する機運の醸成に

努めます。 
○ 市内中小企業等の労働生産性の向上、副業人材の活用やジョブ型雇用の導入など、人材確

保のための支援に努めます。 
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基本目標５ 産業 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

勤労者福祉事業 
勤労者のための住宅建設資金利子補給、生活融

資、教育融資など 

ＵＩＪターン者就業支援事業 
企業情報等の発信、企業紹介ガイドブック、企

業ガイダンス、キャリア教育支援、企業の採用

力強化支援、人材確保支援など 
富士山ＳＤＧｓ人材マッチング事業 人材マッチングサイトの運用など 

 

関連計画 
 
○ 富士宮市工業振興ビジョン 
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基本目標５ 産業 

政策2 

企業誘致・留置 
 

目指す 
まちの姿 

 人と地域を生かした豊かな産業が集積されています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
豊富な地域資源を有する本市ならではの多種・多様な産業基盤の構築・強化を図り、優良企業の誘

致及び既存企業の留置に努め、まちのブランド力向上につながる特色ある産業の発展につなげます。 
また、成長性や持続性のある企業が立地しやすい環境を整備し、働き手にとって魅力ある企業立

地の推進に努めます。 
 

施策の内容 

１ 持続的発展に向けた産業基盤の強化 
○ 富士山の湧水や豊かな自然など、本市が有する豊富な地域資源と密接に関連したバランス

の良い産業構造を目指します。 
○ 既存企業の事業規模の拡大や市外企業の新規進出の受け皿となる新たな産業用地の確保を

推進します。 
○ 地域産業の持続的発展を支えるため、産業基盤とインフラを計画的に整備し、企業活動や

物流の効率化を図ります。 

２ 戦略的な企業誘致・留置の推進 
○ 企業立地促進事業費補助金をはじめとする各種支援制度等により、優良企業の誘致及び既

存企業の留置を目指します。 
○ 首都圏等にあるＩＴ企業や先進企業等の誘致により、多種・多様な働く場の創出につなげ

るとともに、進出企業と市内の既存企業の交流と連携を促し、新産業及び成長産業への参

入支援を図ります。 
○ 関係支援機関等と連携し、既存産業の活性化と次世代産業の創出及びこれに伴う高度な人

材の育成や確保を支援します。 
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基本目標５ 産業 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の内容 

企業立地推進事業 
既存市域産業の活性化、サテライトオフィス設

置促進等による先進企業の誘致、新たな工業用

地の確保、企業の誘致・留置など 

中小企業総合支援事業 
起業・創業・事業に関する総合相談窓口「ビジ

ネスコネクトふじのみや」、事業者訪問など 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市工業振興ビジョン 
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基本目標５ 産業 

政策３ 

商工業 
 

目指す 
まちの姿 

 
中小企業等事業者が地域経済の原動力となり、まち全体が活力にみなぎ
っています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
地域経済を支える市内中小企業等事業者の生産性向上や経営力強化を支援するとともに、創業・

起業を促進します。また、中心市街地の魅力向上及び商業・サービス業の活性化を推進します。 
 

施策の内容 

１ 活力ある地域経済を支える産業の振興 
○ 富士宮市中小企業振興基本条例の基本理念に基づき、市、企業、経済団体等が幅広い視点か

ら懇話会などを通じて積極的に意見交換を行い、富士山の豊かな緑や水資源など、特徴的

な地域の強みを活かしたものづくり産業の振興や社会課題解決を推進します。 
○ 地域の既存産業の持続的発展を図るため、企業間の連携や企業の広報活動を支援します。 

２ 中小企業等事業者の生産性向上・経営力の強化 
○ 事業者訪問や関係機関との連携等により、市内事業者の実態やニーズを把握し、情報提供

をはじめ、事業活動への支援を積極的に行います。 
○ 起業・創業に関する相談会、個別相談、セミナー等を実施します。 
○ 経営、財務、販路開拓、人材育成、新事業進出、事業承継等、事業者の抱える様々な課題の

解決に向けて伴走型支援を行い、経営の安定化、生産性の向上等を図ります。 

３ まちのにぎわいづくりの推進 
○ 商店街の活性化を図るための企画やイベント等への支援を行い、まちなかのにぎわい創出

を図ります。 
○ 中心市街地の魅力創出を図るため、関係団体等と連携し、まちなかにおける商業・サービス

業の実態やニーズを把握するとともに、出店する事業者等を支援し、リノベーションまち

づくりを推進します。 
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基本目標５ 産業 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

中小企業総合支援事業 
起業・創業・事業に関する総合相談窓口「ビジ

ネスコネクトふじのみや」、事業者訪問など 
中小企業対策事業 利子補給など 
中小企業振興事業 中小企業振興懇話会、実態調査など 

商工業振興事業 
商店街イベント、空き店舗出店者等に対する助

成、実態調査など 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市工業振興ビジョン 
○ 富士宮市世界遺産のまちづくり整備基本構想 
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基本目標５ 産業 

政策４ 

観光 
 

目指す 
まちの姿 

 
観光資源の魅力を認知し、自信と誇りを持って市外の人におすすめできるま
ちになっています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
富士山をはじめとする食や自然、歴史・文化、スポット、イベントなど、富士宮ならではの観光資

源の魅力や認知度を高め、国内外からの観光客の誘客を図ります。また、観光客の滞在時間を延ばす

ことにより、消費を促進し、経済の活性化につなげます。 
 

施策の内容 

１ 観光ブランディング戦略の構築 
○ 観光資源の魅力や特徴をもとに、観光のまちとしてのターゲット層や明確なブランドコン

セプトを設定するほか、統一的なブランドイメージやブランドメッセージを長期継続的に

広く一貫して活用し、定着させることにより、国内外からの認知度を高めます。 

２ 観光マーケティングの推進と観光プロモーションの強化 
○ 効果的なプロモーションを行うために、観光客のニーズや動向を調査・分析します。 
○ 観光資源の創出や掘り起こし、結び付け、磨き上げを行い、観光客の新規来訪・再来訪の動

機付けを促進します。 
○ まちなか周辺や朝霧高原、白糸地区、芝川地区の各エリア間の回遊を促進し、オーバーツー

リズムへの対策や経済の活性化につなげます。 
○ ターゲットに合わせた効果的な情報発信と PR を行い、観光客の誘客を図ります。 
○ 観光資源に対する市民の認知度と愛着度を高め、市外在住者に対し富士宮をおすすめする

人を増やします。 
○ 地域に根差したまつり等を実施し、活気や賑わいを創出します。 

３ 受け入れ態勢の整備による誘客の促進 
○ ホテル誘致や施設整備などを通じて、観光客がゆっくりと安心して滞在できる環境づくり

に取り組みます。 
○ 観光拠点や富士宮口登山道などに関連する施設の充実を図ります。 
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基本目標５ 産業 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

観光振興事業 
観光客等のニーズや動向の調査・分析、ブランドコンセプトの定

着、効果的な情報発信により国内外からの認知度を高める。 

観光拠点・施設整備事業 
観光拠点や富士山関連施設等の充実や整備を実施し、観光客がゆ

っくりと安心して滞在できる環境づくりに取り組む。 
宿泊施設等誘致事業 ホテル誘致等の推進 

 

関連計画 
 
○ 第５次富士宮市観光基本計画 
○ 富士宮市自転車活用推進計画 
○ 富士宮市世界遺産のまちづくり整備基本構想 
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基本目標５ 産業 

政策５ 

農林水産業 
 

目指す 
まちの姿 

 富士山の恵みを活かした農林水産業が営まれています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
地域の特性と資源を最大限に活用した農林水産業の持続的な発展に向け、担い手の育成や先進技

術の導入を推進します。また、農林水産業の収益性の向上を目指すとともに、生産基盤の整備に努

め、農林水産業の振興を図ります。 
 

施策の内容 

１ 生産基盤の整備促進 
○ 農地中間管理事業を活用するとともに農地や農業水利施設などの基盤整備を推進し、農地

の集積・集約化を進めます。 
○ 優良農地の整備や保全に努めるとともに、遊休農地の解消を図ります。 
○ 畜産物の競争力を高めるため飼料増産など収益性の向上に取り組み、生産基盤の強化を図

ります。 
○ 養鱒業の生産基盤の安定を図ります。 
○ 森林環境譲与税を活用し、民有林の森林整備を推進します。 
○ 森林の適正管理と持続的な木材生産を促進するため、基盤整備を推進します。 

２ 安定経営のための支援の強化 
○ 担い手や農業生産組織などの確保・育成に向けて、新規就農者等の研修受け入れ農家の確

保に努めます。 
○ 経営基盤の強化を進め、農業者の収益性の向上と農作業の労力省力化・効率化に向けて経

営の効率化を図ります。 
○ 地域特性を活かした有機農業の拡大を図ります。 
○ 有害鳥獣による農林水産物の被害を防止するため、鳥獣被害防止対策を推進します。 
○ 林業関係者と連携・協力し、林業の収益性の向上や木材利用の拡大を推進します。 
○ 森林環境譲与税を活用し、将来を担う人材の育成を推進します。 
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基本目標５ 産業 

 

３ 農林水産業資源の保全と活用 
○ 農村コミュニティ活動を支援します。 
○ 適切な家畜ふん尿の処理を行い、畜産堆肥の利用を促進します。 
○ ニジマスの消費拡大を推進します。 
○ Ｊ－クレジット制度を活用して、市有林の適切な管理を継続的に行います。 
○ 森林環境譲与税を活用し、森林・林業の普及啓発事業を促進します。 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

農業振興事業 
遊休農地の再生費用に対する助成、農業の効率

化・省力化を図る機械の活用や購入に対する補

助など 
用排水路等維持改良事業 かんがい用排水路等の維持・改良など 

畜産競争力強化対策整備事業 
畜産農家の機械化・効率化を推進し、経営の安

定を支援する 
森林環境整備事業 森林の整備や林業の振興等に関する事業 

 

関連計画 
 
○ 富士宮市農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想 
○ 富士宮市地域計画 
○ 富士宮市農業振興地域整備計画 
○ 富士宮市有機農業実施計画 
○ 富士宮市森林整備計画 
○ 富士宮市森林環境整備方針 
○ 富士宮市鳥獣被害防止計画 
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基本目標５ 産業 

政策６ 

食 
 

目指す 
まちの姿 

 富士山の豊かな水に育まれた食を、誰もが楽しめるまちになっています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
富士山麓の豊富な湧水と広大な自然環境に育まれて生産される、おいしく、安全で特色ある食材

を市内外に広め、消費の拡大を目指すとともに、地食健身を推進します。また、農林水産業だけでな

く観光、商業等との連携を図り、ブランド力の向上に努めます。 

施策の内容 

１ 食のネットワーク化による経済の活性化 
○ 富士山などの魅力ある観光と豊かな食の連携により誘客に繋げます。 
○ 富士山の恵みである水をはじめとした豊富な食資源を生かした付加価値の高い特産品の製

作することにより販路の拡大を目指します。 
○ 食を通じた民・産・学・官のネットワーク化を進め、協働していくことにより、食関連産業

にとどまらない地域全体の経済活性化を目指します。 
○ 地場産品や特産品にストーリー性や付加価値をつけた情報発信をすることでブランド力向

上を図ります。 

２ 「地食健身」の推進によるシビックプライドの醸成 
○ 地場産品を活用した講座等を行うことで、生産者の想いを知り、地元食材への理解を深める

とともに地産地消を進めます。 
○ 地場産品を使用した家庭料理の普及・定着を図ることにより、食文化を次世代へ引継ぎ、食

を大切にする心を育みます。 
○ 減農薬、減化学肥料等の環境に配慮した栽培や生産を推進し、食の安全性の向上、確立を図

ります。 
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基本目標５ 産業 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

食のまちづくり推進事業 
食の情報発信、食のブランド化の推進、食育の

推進など 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市食育推進計画 

 
 
  

- 156 -



基本目標５ 産業 

基本目標５「産業」の達成状況を測るための指標 
 

１）客観指標 

指  標 基準値 
（令和６年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

製造品出荷額  ※基準年 令和 4 年 
※797,270

百万円 
1,000,000 

百万円 

製造業の従業員数  ※基準年 令和 5 年度 ※20,445 人 21,000 人 

1 人あたり平均観光消費額（宿泊費を除く） 4,000 円 4,500 円 

第１次産業総生産額  ※基準年 令和４年度 
※11,308 

百万円 
12,200 
百万円 

森林間伐実施面積 5,269ha 7,826ha 

 

２）主観指標 

指  標 基準値 
（令和７年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

富士宮市には、働きやすい職場環境が整っていると思う
人の割合 

アンケートで
把握 

アンケート後
設定 

富士宮市は、やりたい仕事が見つけやすいと思う人の割
合 

〃 〃 

富士宮市には、新たなことに挑戦・成長するための機会
があると思う人の割合 

〃 〃 

富士宮への観光を市外在住者に勧めたいと思う人の割
合 

〃 〃 
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基本目標６ 都市整備 

基本目標６ 都市整備 
富士山の魅力を活かした快適な居住環境を創造するまちづくり  

誰もが安全・安心に利用できる都市基盤整備を進め、富士山の魅力を活かした快適な

居住環境とにぎわいのあるまちづくりを進めます。 

 
政策１ 市街地整備 

政策２ 道路 

政策３ 公共交通 

政策４ 住宅・住環境 

政策５ 治山・治水 

政策６ 公園 
政策７ 上下水道 
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基本目標６ 都市整備 

 

政策１ 

市街地整備 
 

目指す 
まちの姿 

 回遊性のある機能的な市街地が創出され、快適に生活を営んでいます。 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
富士山信仰の歴史・文化が香るにぎわいとおもてなしのまちとして、景観とユニバーサルデザイ

ンに配慮するとともに、回遊性のある快適で機能的な市街地整備を積極的に進めます。 
 

施策の内容 

１ 計画的な市街地の形成 
○ 民間開発事業の適切な指導・誘導により、地域の特性に応じた、良好な市街地の形成を図り

ます。 
 

２ 市街地の都市機能の向上 
○ 既存市街地の都市基盤施設の再編や更新に合わせて、防災や交通、産業などの都市機能向

上を図ります。 
○ 富士宮駅周辺を中心に景観やユニバーサルデザインに配慮した、効果的な整備を行うとと

もに、公共用地の有効活用によりにぎわいを創出します。 
○ 中心市街地における交流拠点づくりや建物の共同建替、駐車場の集約化等を検討し、歩い

て楽しいにぎわいづくりにつなげます。 
 

３ 地域資源を活かしたまちづくりの推進 
○ 富士山本宮浅間大社や富士山世界遺産センターを中心に、回遊性の向上を図り、門前町と

してのにぎわいを創出します。 
○ 神田川や富士山眺望等を生かし、「清流の美」「空間の美」「庭園の美」をコンセプトとした

居心地の良い癒しの空間を創出します。 
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基本目標６ 都市整備 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

世界遺産のまちづくり推進事業 
世界遺産センターから浅間大社までの参道軸の

創出 

富士宮駅前広場等施設整備事業 
富士宮駅前広場及び周辺施設のバリアフリー化

など 
宿泊施設等誘致事業 民間事業者との連携によるホテル誘致 

 

関連計画 
 
○ 富士宮市世界遺産のまちづくり整備基本構想 
○ 富士宮市都市計画マスタープラン 
○ 富士宮市景観計画 
○ 富士宮駅周辺地区交通バリアフリー基本構想 
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基本目標６ 都市整備 

 

政策2 

道路 
 

目指す 
まちの姿 

 誰もが安全で快適に道路を利用しています。 

 
貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
交通インフラの効率的な機能維持、総合的な交通ネットワークの充実を図るとともに、人にやさ

しく安全で快適な道路整備を進めます。 
 

施策の内容 

1 快適な交通環境の確保 
○ 道路パトロールを強化し、舗装や施設等を日常的に点検し補修・修繕などを行うとともに、

舗装や橋梁の長寿命化を計画的に進めます。 
○ 地域を連携する道路や、緊急車両の通行などを考慮し、移動しやすい道路整備を進めます。 
○ 歩行者や自転車等が快適に利用できるよう歩道や自転車の走行空間の整備を進めます。 
○ 安全、安心な居住環境の確保と災害に強いまちづくりを推進する取組の一つとして、建築

行為と道路整備事業を一体的にとらえた狭あい道路の整備を図ります。 

2 道路ネットワークの充実 
○ 災害発生の恐れのある個所をパトロールし現状を把握するとともに、緊急輸送路の無電柱

化などを進め災害時の緊急車両の通行を確保します。 
○ 安全で快適な道路ネットワークを形成するため、都市計画道路の整備を進めます。また、効

果的・効率的な優先整備路線を検討します。 
○ 国道 139 号市街地周辺の混雑の緩和を目的に、岳南北部地区幹線道路の整備を進めるとと

もに、高速道路へのアクセス向上を図るため、西富士道路の新インターチェンジの設置に

ついて関係機関に強く働きかけます。 

3 広域幹線道路の整備促進 
○ 隣接自治体との主要な連絡道路となる国道 469 号（富士南麓道路）の整備促進、一般広域

道路富士富士宮道路の建設促進を関係機関に強く働きかけます。 
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基本目標６ 都市整備 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 
都市計画道路整備事業 都市計画道路田中青木線の整備など 
市道新設改良事業 岳南北部地区幹線道路の整備など 
舗装・橋りょう長寿命化修繕事業 道路インフラ施設の長寿命化整備 
無電柱化推進事業 無電柱化推進計画に基づく計画的な整備 

 

関連計画 
 
○ 富士宮市都市計画マスタープラン 
○ 富士宮市都市計画道路整備プログラム 
○ 富士宮市橋梁長寿命化修繕計画 
○ 富士宮市舗装維持管理計画 
○ 富士宮市自転車活用推進計画 
○ 富士宮市自転車ネットワーク計画 
○ 富士宮市無電柱化推進計画 
○ 富士宮市国土調査事業十箇年計画 
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基本目標６ 都市整備 

 

政策3 

公共交通 
 

目指す 
まちの姿 

 誰もが移動に困らない便利な公共交通ネットワークが構築されています。   

 
貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
重要な生活インフラとしての公共交通ネットワークの充実に努めることにより、多様化する移動

ニーズに応え、誰もが移動に困らない社会を目指します。また、様々な関係者と連携して利用促進等

を図り、持続的な公共交通を実現します。 
 

施策の内容 

１ 公共交通ネットワークの充実 
○ 民間バス路線を地域の交通体系の軸として維持するとともに、一般タクシーや市営公共交

通など、様々な交通資源を活用して交通ネットワークの整備に努めます。 
○ ＡＩや情報通信技術を活用し、広い世代に配慮した利便性の高い交通システムを検討しま

す。 
○ 富士地域の広域的な振興・発展を図るため、新幹線などと連携した乗換利便性向上に向け

た取組みを関係機関と検討します。 

２ 公共交通サービスの推進 
○ 誰もが気軽に「おでかけ」できる社会を目指し、多様な移動ニーズを把握するとともに、関

係機関と連携し公共交通の利便性の向上に努めます。 

○ 到着時刻や乗り換え案内など利用者に向けた情報発信やキャッシュレス決済等のスムーズ

な利用環境を検討します。 

○ 公共交通を中心とした外出機会の創出とモビリティマネジメントを様々な関係機関と連携

し推進します。 

○ 市民が公共交通への理解・関心を深め、乗車人数の向上と乗車機会の提供に努めます。 
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基本目標６ 都市整備 

３ 官民連携による交通システムの整備 
○ バス停オーナー制度をはじめ、個人や事業者が公共交通に身近に感じ、運営を支える体制

を構築します。 
○ 地域の実情に即した移動支援など、共創型の交通システムを推進します。 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

生活交通確保対策事業 
宮バス、宮タクの運行及び民間バス路線を維持

するための助成等。 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市地域公共交通計画 
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基本目標６ 都市整備 

 

政策4 

住宅・住環境 
 

目指す 
まちの姿 

 安心して長く暮らし続ける住宅が確保されています。 

 
貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
住環境の質の向上と多様なニーズや、時代の変化に対応した安心して長く暮らせる住宅政策を進

めます。 
 

施策の内容 

１ 快適な居住環境の整備 
○ 市営住宅の安全・快適な居住環境を維持・確保するため長寿命化を図ります。 
○ 市民がいつまでも安心して暮らせるよう、環境に配慮した住宅の推進など、居住環境の整

備に努めます。 

２ 空き家対策の推進 
○ 空き家は今後も増加することが見込まれるため、空き家の状況に応じた除却補助金の活用、

移住者が居住する場合に改修補助金を交付するなど、空き家対策の適切な対応を進めます。 
○ 空き家は適正な維持管理により、地域にとって貴重な資源となり得ることから、有効活用

に向けた空き家対策を進めます。 

3 地域特性を活かした集落環境の形成 
○ 郊外部における既存中心集落の拠点性向上や、集落環境の整備を進めるとともに、地域の

特性を生かした定住推進などを支援します。 
○ 周辺の自然環境と調和した、ゆとりある良好な居住環境が見込まれる郊外部において、優

良田園住宅制度を推進します。 
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基本目標６ 都市整備 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 
市営住宅長寿命化事業 市営住宅の長寿命化 
空き家対策支援事業 空き家の除却や改修に対する補助金 

市街化調整区域集落拠点活性化事業 
市街化調整区域の空き店舗等を利活用するため

の補助金 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市住生活基本計画 
○ 富士宮市営住宅長寿命化計画 
○ 富士宮市空家等対策計画 

 
  

- 166 -



基本目標６ 都市整備 

 

政策５ 

治山・治水 
 

目指す 
まちの姿 

 自然災害等に対する備えが進んでいます。 

 
貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
頻発化、激甚化が懸念される自然災害等から市民の生命と財産を守り、被害を最小限に抑えるた

め、災害の発生が予測される地域の治山・治水対策を進めます。 
 

施策の内容 

１ 治山・治水事業の推進 
○ 市民の生命・財産を守る治山・治水・保安林事業を、国・県などと協働して進めます。 
○ 森林が持つ公益的機能を保全するため、森林整備に努めます。 
○ 国・県管理河川における必要な施設整備を関係機関へ要請するとともに、連携して治水対

策の充実に努めます。 
○ 市管理の河川・水門は、計画的に改修を進め適切な維持・管理に努めます。特に水門につい

ては、緊急時に、より迅速に対応できるよう整備を行います。 
○ 大雨などによる市街地の浸水被害に対応するため、公共下水道事業による雨水渠や都市下

水路の整備及び監視体制の強化に努めます。 

２ 砂防事業の推進 
○ 大沢崩れを中心とした砂防指定地の施設整備を国や県に要請するとともに、砂防指定地外

でも危険な河川・渓流の整備について、協議し進めていきます。 
○ 富士山火山噴火に起因する土砂災害対策（噴火対策）についても、国に対策を要請します。 

３ 災害未然防止の対応 
○ 無許可・無届の森林開発等による土地の造成・違法な盛土に対応できるよう巡視を行い、関

係部署及び関係機関との連携を図り、迅速な対応を行います。 
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基本目標６ 都市整備 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 
急傾斜地崩落対策事業 県と連携した急傾斜地崩落対策の推進 

水門等管理事業 
水門の改修及び遠隔操作装置や監視カメラの設

置 
関係機関と連携した森林開発等に関する違

法盛土対策 
富士山麓を中心とした巡視、関係機関との連携、

ストックヤード整備等 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市都市計画マスタープラン 
○ 富士宮市公共下水道事業計画 
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基本目標６ 都市整備 

 

政策6 

公園 
 

目指す 
まちの姿 

 誰もが公園で心癒され、楽しんでいます。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
都市公園等の適切な維持管理とバリアフリー化に取り組むとともに、多様なニーズや目的に対応

した公園整備を進めます。 
 

施策の内容 

１ 多様なニーズに対応した公園の整備の推進 
○ 地域及び利用者のニーズや目的等を考慮しながら、子どもから高齢者まで幅広い世代が気

軽に訪れ、心癒され、楽しめる公園づくりを進めます。 
 

2 持続可能な維持管理の推進 
○ 安全・安心に利用できるように定期点検を実施するとともに、地域住民等の協力を得なが

ら美化活動を進めるなど、適切な維持・管理を図ります。 
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基本目標６ 都市整備 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 
都市公園等整備事業 老朽化した施設の更新及び新設など 
公園・緑地管理事業 都市公園及び小公園の維持管理 
白糸自然公園整備事業 白糸自然公園の未整備エリアの整備など 

 

関連計画 
 
○ 富士宮市都市計画マスタープラン 
○ 富士宮市緑の基本計画 
○ 社会資本総合整備計画（公園事業） 
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基本目標６ 都市整備 

 

政策７ 

上下水道 
 

目指す 
まちの姿 

 安全な水の供給と処理により、清潔で快適な暮らしが保たれています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
富士山からの豊富な地下水の清廉さを維持し、安全で安定した水の供給に努めます。また、公共用

水域の水質保全を図るため、下水道施設の計画的な整備や水洗化を推進します。 
 

施策の内容 

１ 安全な生活用水の安定した供給 
○ 水道施設や水道管の耐震化及び新水源の開発を推進するとともに、適正な維持管理を継続

します。 
○ 水道事業における持続可能な経営を維持するため、計画的な事業の推進及び効率化、料金

の適正化を図り、安定した経営に努めます。 
○ 民間の専用水道などに対して、持続可能な運営や衛生面について指導・技術支援を行いま

す。 
○ 民営の簡易水道などの施設更新に対して、補助・指導を行います。 

２ 持続可能な下水道施設の機能確保 
○ 下水道ストックマネジメント計画に基づく施設の更新を行うと共に、浄化センターの機能

維持に努めます。 
○ 下水道事業における持続可能な経営を維持するため、計画的な事業の推進及び効率化、料

金の適正化を図り、安定した経営に努めます。 
○ 衛生プラントとの効率的な共同処理について推進します。 
○ 下水処理により発生する汚泥について、引き続き焼成セメント・肥料等への資源化を行う

とともに、民間活力を活用した再生エネルギー化について検討します。 
○ 広報・ホームページ・戸別訪問などによる周知・啓発を行うことで水洗化を促進します。 
○ 下水道ストックマネジメント計画に基づいた管路施設等の点検・調査の結果を踏まえ、修

繕改築の優先順位や対策を検討します。 
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基本目標６ 都市整備 

３ 生活排水対策の推進 
○ 生活排水処理基本計画に則り、総合的かつ計画的な排水処理を推進します。 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 
上水道老朽管布設替事業 上水道老朽管の更新整備 
水道施設耐震化整備事業 浄水場、配水池、水源などの耐震化 
下水道ストックマネジメント計画事業 下水道施設の点検調査及び修繕・更新 

 

関連計画 
 
○ 富士宮市水道ビジョン 
○ 富士宮市公共下水道事業計画 
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基本目標６ 都市整備 

 

基本目標６「都市整備」の達成状況を測るための指標 
 

１）客観指標 

指  標 基準値 
（令和６年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

道路・橋りょう長寿命化率   橋りょう長寿命化修繕化率 
            舗装長寿命化修繕化率 

                           ※富士宮市舗装個別施設計画に基づく長寿命化修繕化率 

14.3％
０％ 

57.1％ 
23.4％ 

配水池等の耐震化率 
 

82.70% 85.70% 

宮バス利用者数 
宮タク利用者数 

68,999 人 

14,918 人 

80,000 人 

20,000 人 

空き家の除却・改修費用に係る補助金活用件数 2 件 ５件 

市街地の治水対策（公共下水道（雨水）認可区域
内整備率） 

32.6% 34.5% 

 

２）主観指標 

指  標 基準値 
（令和７年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

市内道路の利便性に満足している 
アンケートで

把握 
アンケート後

設定 
富士宮市は、自動車に頼らなくても移動しやすいまちだと
思う人の割合 

〃 〃 

居住環境に満足している人の割合 〃 〃 

水道水の品質の良さに満足している人の割合 〃 〃 
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基本目標７ 共創 

 

基本目標７ 共創 
便利で質の高い行政サービスを市民と共に創るまちづくり 
市民の主体的活動と多様化する社会に適応した行政の取組が相互に補完し合い、デジ

タル技術や民間活力を効果的に活用しながら、便利で質の高い行政サービスを提供し

ます。 

 
政策１ 行財政運営 

政策２ 市民協働 

政策３ 広聴広報 

政策４ まちのブランド形成 

政策５ デジタル社会 
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基本目標７ 共創 

 

政策１ 

行財政運営 
 

目指す 
まちの姿 

 変化やニーズに柔軟に対応した持続可能な行財政運営が図られています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
限られた行財政資源を効率的かつ効果的に活用するとともに、社会経済情勢の変化や複雑・多様

化する市民ニーズに柔軟に対応し、健全で持続可能な行財政運営の推進に努めます。 
 

施策の内容 

１ 総合的・計画的な行財政運営の推進 
○ 総合計画や各種個別計画に基づき、総合的・計画的な行財政運営を推進します。 

２ 効率的・効果的なマネジメントの推進 
○ 限られた人員で行政課題に対応するため、時代に応じた効率的な組織を整備するとともに、

職員の質の向上を図ります。 
○ 限られた財源を効率的かつ効果的に活用し、行政サービスの質の向上を図ります。 
○ 公共施設等の総合的かつ効果的な管理運営を行い、効率的な行政運営及び財政負担の軽減・

平準化を図ります。 
○ 行政能力の向上及び事務事業の効率化を図り、市民とともに支え合う自立したまちづくり

を進めます。 

３ 多様な主体との連携強化 
○ 行政課題の解決に向けて、国・県・市町村、企業、大学など多様な主体と広域的に連携強化

を図ります。 
○ 市民サービス向上のため、国・県などからの情報を迅速・的確に把握するとともに、連携を

更に強化します。 
○ 様々な分野で自治体間の交流を進めるとともに、市民同士の交流事業を応援します。 
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基本目標７ 共創 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 
総合計画・実施計画推進事業 第６次総合計画の推進、次期総合計画の策定 
公共施設等総合管理事業 施設管理の適正化・施設総量の適正化 
職員研修事業 各種職員研修の実施 

 

関連計画 
 
○ 富士宮市行政経営プラン 
○ 富士宮市ＤＸ推進計画 
○ 富士宮市経常収支計画 
○ 富士宮市公共施設等総合管理計画 
○ 富士宮市公共施設再編計画 
○ 富士宮市公共建築物長寿命化計画 
○ 富士宮市個別施設計画 
○ 富士宮市都市計画マスタープラン 
○ 市有財産の売却処分及び利活用基本方針 
○ 富士宮市人材育成・確保基本方針 
○ 環富士山地域広域連携ビジョン 
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基本目標７ 共創 

 

政策２ 

市民協働 
 

目指す 
まちの姿 

 
協働の輪が広がり、多様なつながりが創出され、市民主体による活動が地
域の魅力を高めています。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
市民活動団体が行う自主的・自発的な公益活動の活性化を促すことにより、地域の魅力発信や様々

な課題の解決に努めます。また、地域住民のつながりを創出し、互いに暮らしやすい共助社会を目指

します。 
 

施策の内容 

１ 市民参画・市民協働の促進 
○ 市民の公益活動を促進し市民活動の活性化を図るとともに、市民活動団体や多様な担い手

との協働を進めます。 
○ 企業、大学など多様な主体との連携を図り、お互いの強みを活かして市民の満足度を向上

させる取組を進めます。 
○ 社会・経済・環境の３側面から地域課題の解決を図るため、「富士山ＳＤＧｓパートナー制

度」を活用し、各分野の政策や施策を推進します。 

２ 多様な市民活動への支援 
○ 多様な市民活動団体が互いに交流する機会を創出し、それぞれの団体の特性を生かした団

体連携による活動を支援します。 
○ 市民活動の活性化を図るため、新たに市民活動を始める市民や団体の活動を支援します。 

３ 協働意識の醸成と人材の育成 
○ 市民活動団体の活動を発信し、新たな活動を始めるきっかけづくりと協働意識の醸成に努

めます。 
○ 市民の自主的・自発的な活動を促進するための環境づくりを図るとともに、市民活動の新

たな担い手の育成を図ります。 
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基本目標７ 共創 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

自治振興事業 自治会のＩＣＴ化など自治会活動等への支援 

ＮＰＯ等協働事業 
市民活動団体の普及と、市民の参加の促進を図

り、行政を協働で事業を進めます。 

協働による道づくり事業 
地元市民や企業と協働して、道路の整備や維持

管理を進めます。 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市協働の指針 
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基本目標７ 共創 

 

政策３ 

広聴広報 

目指す 
まちの姿 

 
市政情報が正確かつ迅速に提供され、魅力的なまちと感じる人が増えてい
ます。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
市民の意見を広く聴き、施策や市政運営にその意見を取り入れます。また、市民や市外に在住する

人が本市を魅力的に感じる様々な市政情報を効果的に発信し、愛されるまちを目指します。 

施策の内容 

１ 効果的できめ細やかな情報発信の推進 
○ 伝える相手や内容によって複数の広報媒体を適切に組み合わせ、見やすさや分かりやすい

表現を重視して、効果的な広報を行います。 
○ 市公式ウェブサイトやＳＮＳ、コミュニティＦＭ放送、同報無線等を通じて、行政情報や災

害情報等の地域情報を迅速かつ適時適切に発信します。 

２ 戦略的なシティプロモーションの推進 
○ 市が持つ様々な魅力を市内外に広く発信し、市のイメージアップを図ります。 
○ 市民・企業・学生等と連携し、市イメージキャラクターの活用等により、幅広い世代に対し

て市の魅力を発信します。 

３ 双方向コミュニケーションによる広聴活動の推進 
○ ＳＮＳ等を活用した双方向のコミュニケーションを推進し、広く市民の意見を聴き、市民

ニーズを把握して施策に反映させます。 
○ ワークショップや懇話会等、市民の声や意見を聴き、共に施策を作り上げます。 
○ デジタルツールを苦手とする市民からは、手紙や投書等の従来からある方法で意見を聴き

ます。 
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基本目標７ 共創 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

情報発信推進事業 
SNS 等を活用した情報発信、市イメージキャラ

クター等の活用による情報発信など 

広報ふじのみや発行事業 広報ふじのみやの発行 など 

ホームページ発信事業 
市公式ウェブサイトの管理、富士山ライブカメ

ラ管理など 

広聴事業 
市へのお問い合わせ、市長への手紙、高校生議

会、市政モニターアンケートなど 
 
 
  

- 180 -



基本目標７ 共創 

 

 

政策４ 

まちのブランド形成 
 

目指す 
まちの姿 

 
地域資源や魅力が効果的に発信され、様々な人から高い評価が得られて
います。 

 
貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
地域の歴史や文化、自然環境、産業などの資源を活かし、それらを一体的に活用して地域のアイデ

ンティティを明確に打ち出します。また、地域の資源や魅力を効果的に情報発信することで様々な

人とのつながりを創出し、持続可能なまちを目指します。 
 

施策の内容 

１ 魅力の発掘・向上によるシビックプライドの醸成 
○ 市民が地域のことを知り、関心を深めるために、まちの魅力や課題を取り上げ、市について

知る機会、考える機会を提供します。 
○ 若者を中心とした市民にまちの魅力を知るきっかけを提供し、まちや地域を大切に想う心

や、まちづくりに参加する意識の醸成を図ります。 
○ SDGs の視点を取り入れ、誰もが自分らしく活躍できる地域を創り、地域の魅力の磨き上げ

を図ります。 

２ 移住・定住の促進 
○ 地域住民や地元企業などと連携し、移住定住プロモーションを効果的に展開します。 
○ 移住希望者のニーズに合った情報提供や様々な支援を行います。 
○ 移住後の生活を安心して送れるように、地域住民と移住希望者との交流機会の充実を図る

など、移住者の定住に向けた移住定住支援体制づくりに努めます。 

３ 関係人口の創出・拡大 
○ ふるさと納税制度を活用して「関係人口」の創出に努めるとともに、シティセールスを通じ

て市外在住者にまちの魅力を効果的に発信します。 
○ 若者チャレンジ支援施設や地域おこし協力隊制度などを活用し、市外の若者世代を中心と

する関係人口の創出に努めるとともに市民との交流につなげます。 
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基本目標７ 共創 

 

○ 定住することが難しい人に対しては、都市と地方に生活拠点を持つ「二地域居住」を推進

し、ボランティア活動や副業等による地域活動の担い手の確保に努めます。 
 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

シティセールス推進事業 
ウェルネス資源による新たな魅力創造、体験型

プロモーションイベントの開催、デジタルを活

用した関係人口創出の推進など 

移住・定住促進事業 
移住定住ポータルサイト及びファンサイトの管

理運営、自治会等による定住支援、補助制度等

のプロモーションなど 

地域間交流事業 
地域おこし協力隊の活用、若者チャレンジ支援

施設管理運営など 

情報発信推進事業 
SNS 等を活用した情報発信、市イメージキャラ

クター等の活用による市外のファンを増やすプ

ロモーションなど 
 

関連計画 
 
○ 富士宮市ＳＤＧｓ未来都市計画 
○ 富士宮市首都圏シティセールス戦略指針 
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基本目標７ 共創 

 

政策５ 

デジタル社会 
 

目指す 
まちの姿 

 
安全に共有された情報が活用されることにより、地域の幸福度が向上してい
ます。 

 

貢献する SDGs 目標 

 

 

基本方針 
地域幸福度向上の基礎となる情報が、様々なシーンで安全に共有・活用されるデジタル社会の実

現を目指します。 
また、行政サービスのデジタル化については、市民目線で業務のあり方を見直すことにより、市民

の利便性向上に努めます。 
 

施策の内容 

１ DX がもたらす住民サービスの向上 
○ 窓口業務がある部署や申請の多い部署と連携し、オンライン申請やオンライン手続など、

自治体の窓口 DX 化を進め、行政手続きがデジタルで完結する仕組みを整備します。 
○ 教育や福祉や防災など幅広い分野において、住民等がデジタル化の利便性が実感できるよ

うな住民ニーズ起点のサービス構築を推進します。 
○ オープンデータのグラフ化やフィルタリング等の「見える化」を進め、数値を生かした政策

策定ができるような環境を整備します。 

２ DX がもたらすスマート行政の推進 
○ 住民ニーズや現状分析等の把握に努め、行政サービスの向上と業務の効率化に寄与するた

め、今まで以上に業務改善の中にデジタル技術の浸潤を目指します。 
○ 安心・安全なデータ管理と効率的なデータ連携等の運用に向けて、デジタルリテラシーの

向上やデジタル化対応へのフォローを続けるとともに、情報セキュリティ対策の徹底を推

し進めます。 
○ デジタル社会の目指すべき姿を実現するため、デジタル技術の利活用への理解を深めるた

めの体験や研修、新しいデジタル技術の共有や運用の支援環境を整えることで、積極的な

デジタル化を構想し、具現化できる体制を整備します。 
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基本目標７ 共創 

 

（主要な事業） 
事業名 事業の主な内容 

自治体ＤＸ推進事業 
デジタル技術を活用した業務効率化と市民の利

便性向上の取組 

富士市及び富士宮市共同電算事業 
富士市及び富士宮市共同電算化事業、システム

の標準化対応 

 

関連計画 
 
○ 富士宮市 DX 推進計画 
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基本目標７ 共創 

 

基本目標７「共創」の達成状況を測るための指標 
 

１）客観指標 

指  標 基準値 
（令和６年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

移住相談窓口を利用した県外からの移住者数 
（累計） 

134 人 750 人 

将来負担比率 
ー 

(負担なし) 
25％以下 

富士宮市公式ＳＮＳの登録者数 54,696 人 84,000 人 

関係人口創出数 10,992 人 16,000 人 

包括連携協定締結数 １９件 ２９件 

 

２）主観指標 

指  標 基準値 
（令和７年度） 

目標値 
(令和 12 年度) 

富士宮市の行政は、地域のことを真剣に考えていると思
う人の割合 

アンケートで
把握 

アンケート後
設定 

市民への情報発信が積極的に行われていると思う人の
割合 

〃 〃 

富士宮市に愛着や誇りを持っている人の割合 〃 〃 

富士宮市では、行政サービスのデジタル化が進んでいると
思う人の割合 

〃 〃 
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